
				
						
								[image: 表紙画像]
						

				
		
				
						
								[image: 文字ナシ表紙画像]
						

				
		
        
            もくじ

            
                	序章　聖なる魔女の館

                	第１章　妓館の用心棒

                	第２章　惑乱の魔力

                	第３章　暗闇の幻惑

                	第４章　望むもの

                	第５章　月隠つきごもりの覚醒

                	第６章　残照の記憶

                	第７章　晦の魔術師

                	終章　≪贖罪≫

            

        
    
				
						
								[image: 大扉画像]
						

				
		
	
			序章　聖なる魔女の館

　めっきり春めいたロークリンド王国、王都アクロシア──

　太陽イヴァスラード神を主神として栄える王都の中心部には、世界でも有数の敷地面積と長い歴史を誇るイヴァスラード大神殿を抱えている。

　来る日も来る日も、世界の各地から太陽神への参拝に巡礼が訪れる。

　それを目当てにした商人たちは、あらゆる物を運び込んで商売に勤んだし、旅人を迎え入れる旅籠も大繁盛だ。

　人々が集まるにぎやかなアクロシアの街は、イヴァスラードの教えである『聖掃せいそう』が徹底されており、街の隅々まで清潔が行き届く、世界でも稀な美しい街並みが自慢だ。

　曰く、不浄の場に魔が集まるのだという。魔除けの意味合いで、清潔を保つことを聖掃と呼び、人々は懸命に掃除をすすめる。

　そして、聖掃はこの街中の一角にある宿でも、同様に行われていた。

　この宿は、最近になって店主が変わったとかで、それまでは抜け目のない商才にあふれた女主人が経営していたが、今では弱冠十八歳の少女が切り盛りしているらしい。

　宿の看板も掛け替えられ、それまでは宿主の名を冠して『フェゼルの店』と呼ばれていたが、今は『聖なる魔女の館』となっている。

　誰が名づけたものやら、新しい店主は嫌な顔をしたそうだが。

　名前の感性はともかく、店主が代わってから、店の中に蔓延していたギスギスした空気は払拭され、華やぎが増していた。



	
			第１章　妓館の用心棒

「結構がんばってるわね、あの娘こ。新しいおかみなんていうから、どんなもんかと思ったけど、店の雰囲気は以前よりずっとよくなった気がするもの」

「そりゃあ、前の奴はアディルアデルだったくらいだからな、どんなに取り繕ったって、いやなものは完全に消せやしねえし、ユーフェはおまえらの仕事に口出ししねえんだから、やりやすいだろうさ」

　黒髪の青年と長い金髪の女は、褥しとねの中で裸で絡み合いながら、新しい宿のあるじについて論評しあっていた。

　宿とはいっても、ふつうの旅籠とは異なるここは妓館である。

『聖なる魔女の館』は男だけがその扉をくぐることのできる花街にあり、高級志向の宿として人気があるが、娼婦の数は現在のところ十人と、規模は小さい。

　黒髪の男に抱かれているこの女が、娼婦たちの中で一番の稼ぎ頭であるミリアだ。

　娼婦たちの統括から新人の育成まで、幅広く請け負っているベテラン娼婦だが、まだ年齢は二十代半ばの若さだ。

　過去にも新人の育成の手伝いはしていたが、当時はおかみが自ら手ほどきをしていたので、ミリアは補佐に徹していた。

　しかし、今の店主は娼婦の仕事には一切手を出さない。なにしろまだ十代の少女だ。

　もちろん、娼婦には十代の娘などいくらでもいたが、彼女はイヴァスラード神に仕える修道女だったというのだ。当然、男など知らない生娘きむすめである。

　というわけで、彼女はこの宿の経営にのみ専念し、人材育成や監督はすべてミリアに一任していた。

　娼婦の仕事ができない店主をなじる者は、この宿にはひとりもいない。というのも、新しい店主は立ち行かなくなったこの宿を買い取り、彼女たちが変わらずここで仕事ができるように手配してくれた大恩人である。

　何より、宿の経営に関しては、前店主よりも一生懸命やってくれているのがわかる。

　今まではおかみの気分次第だった給金も、きっちりと支払額や支払日について定め、曖昧だった休日と、それとは別に生理休暇まで与えてくれたのだ。

　さらに、彼女たちの恐怖でもある、予期せぬ妊娠や性病を防ぐために、避妊具や避妊薬を支給し、医者による月に一度の定期健診まで手配してくれた。

　また、可憐な容姿とは裏腹に、気の強いこの店主は、難癖をつけてくる客には容赦がなかった。

　彼女が経営に着手してから一月ひとつきほど経過していたが、その間に彼女の剣幕に撃退されて出入り禁止になった男どもは五人にのぼる。「これじゃあ俺たちの仕事がなくなっちまうよ」と古株用心棒のカユスなどは嘆いたというが……。

　しかし、そんな噂を聞きつけて、この店への移籍を希望する娼婦は多い。その辺りの采配はミリアに任せていたが、結局「部屋数も決まってるし、人件費がね」と言いながら、今回の新規採用は見送ることにしたようだ。まだ見習い娼婦も抱えている。

「ねえウィル、あの娘、どこからさらってきたの？　イヴァスラードの修道女さまが娼婦に偏見がないなんて、ちょっとおかしくない？」

「そりゃ、十八にもなって見習いから卒業できなかった不良修道女だからな。ここの女たちとうまくやれてるみたいで、よかったじゃねえの」

　そう言ってウィルガイストはミリアの胸に舌を這わせたが、ふいにミリアの手が男の顔を遠ざけた。

「はい、今日はここまで。今夜も続きがしたいなら、ちゃんとお代は払っていってね」

「なに言ってんだ、俺だってここの買い取りに出資してんだぜ。その俺から金を取ろうってのか？」

「だってユーフェからのお達しだもの。その辺はあたしの知ったことじゃないわよ」

　そう言って、ミリアはさっさと薄物を羽織り、扉に取りつけてあったベルを鳴らす。

　窓を開けると、ようやく東の彼方が白んできた頃合だった。

　ベルの音を聞きつけてひとりの若者が部屋へやってくると、ウィルガイストにぺこりと茶髪の頭を下げて「しめて十五ヴェロスになります」と手を出した。

「おい、馬鹿言うなよアデット。十五ヴェロスだと？　いつからそんなボッタクリ宿になったんだ、ここは」

「はぁ。ですがユーフェリナさんが、この一ヶ月分のお代をウィルガイストさんから頂戴するようにとおっしゃってまして。ミリアさんはこの店の売れっ子ですから当然、一晩の代金は他の娘より高くなってますし」

「この俺から金を取るってのか？」

「あいすみません、この店ではユーフェリナさんのおっしゃることがすべてですので。なにとぞ、苦情がございましたらユーフェリナさんに直接おねがいします」

　ウィルガイストがしぶしぶながらに出した金をきっちり勘定すると、まだ子供っぽい表情の抜けきらない若者は、ニッコリと人当たりのいい笑顔を浮かべ、「またのお越しをお待ちしております」とウィルガイストを部屋から追い出した。

「…………」

　かつて、この宿の上客として遇されていたウィルガイストは、今はユーフェリナの後見人とかいうよくわからぬ立場にいて、好き放題に振る舞っていたが、この扱いにはただひたすら茫然自失である。

　閉じられた扉を虚しく眺めた後で、彼はふいに思い立って階段を駆け上がった。

　最上階の部屋の扉を開くと、広い天蓋つきのベッドですやすやと眠る少女の毛布をひっぺがす。

「おい起きろ、ユーフェ！　おまえ、なんのつもりだあ！」

「……なによ、こんな朝早く……」

　あたたかな天国の中から、いきなり冷たい空気にさらされたユーフェリナは、抜けるように白い肌にかかる、長く淡い蜂蜜色の髪をかきあげる。そして、安眠妨害者に寝ぼけ眼を迷惑そうに向けた。

　さらさらと耳にかけた髪が流れ落ち、髪にすりこまれた甘い匂いがふんわりと漂う。

　寝起き直後の正体がはっきりしない表情も、並みの男であれば生唾ものだったが、生憎とこちらは財布に火がついた悪魔である。

「この俺から金を巻き上げるとは、いい根性してるじゃねえか、小娘」

「なんのこと？」

「とぼけんじゃねえよ。十五ヴェロスとはよくよく吹っかけてくれるじゃねえか」

「……いい根性をしているのはあなたのほうですよ、ウィルガイスト。あなただからと思って見逃したが」

　寝ぼけ眼の乙女の寝込みを、今まさに襲おうとしているようにしか見えないウィルガイストの肩に、鞘さやに入ったままの剣が置かれた。

　振り向くと、夏空色の瞳をした青年が冷たくウィルガイストをにらみつけている。

「シグアス、おまえ誰に剣を向けてるか、わかってんのか？」

　この妓館の用心棒として雇われている青年は、ウィルガイストの昏くらく鋭い眼光にも動じず、鞘に入ったままの剣を引く気はないようだ。

「もちろん承知してますが、俺のあるじはユーフェリナで、それをお守りするのが俺の役目だ。いくらあなたとはいえ、ユーフェリナに危害を加えるつもりなら……」

　ふたりの青年の視線が危険な色に絡みあった瞬間、ユーフェリナはようやく目を覚まして彼らの間に割って入った。

「まあまあまあ、ふたりとも。で、ウィルガイスト、こんな早朝になんのご用？」

「なんのご用じゃねえよ、小娘。なんだこの野郎は、なんで貴様がここにいる」

　ウィルガイストはあからさまな不快感を顔に貼りつけると、胡乱そうにじろじろと用心棒をねめつけた。

「俺はユーフェリナの護衛です。あなたのような、危険な輩からのね」

「はっ、そいつぁ初耳だ。おまえはこの妓館の用心棒であって、ユーフェ個人の護衛じゃあないはずだろ」

「今日は店のほうは非番ですから。俺が好きでやってることです」

　シグアスはフェゼルが雇った護衛だが、ひたすら無口でほとんど存在感がなかった男だ。それが今ではすっかりユーフェリナに私淑して、非番の夜でもこうして彼女の身辺警護をしている。

「護衛、ね」

　朝っぱらからの不穏な空気に、さすがに危機感を覚えたユーフェリナだ。ウィルガイストの視界からシグアスの存在を隠すようふたりの間に身を置くと、話題を変えた。

「で、こんな早くからどうしたの」

「どうしたもこうしたも──おお、俺から金を取るとは、どういう料簡だ」

「ああ、そのこと。だって毎晩毎晩、あんたに無料奉仕してたら、この店の経営が立ち行かなくなっちゃうのよ。ときどきなら目を瞑ろうかと思ったけど、ちょっとやりすぎ──」

　ユーフェリナは微笑を浮かべてはいるが、美しい翡翠色の瞳には表情をきっぱり裏切る迫力があった。

「元はといえば、金を出したのは俺だぞ！」

「でも、あたしが経営するんだもの、あたしのやり方に従ってもらうわ。いいこと？　あんたがミリアやアフィシスを独占すると、一晩の収入の二割は持っていかれちゃうのよ。多少は他のお客さんから色つけてもらってるけど、あんたのおかげで収支の釣り合いがとれなくなっちゃうわけ」

「おまえ、俺がここの買い取りにいくら出したと思ってんだ」

　ユーフェリナの話を聞いているのかいないのか、ウィルガイストはギリギリと歯を軋ませたが、さらに畳みかけられた。

「店を潰す気なの？　あたしの好きにやっていいって言ったのはそっちでしょ。まあでも、確かに出資者から満額もらうのは気が引けるわね。じゃあ特別優待割引で、通常の三割引にしておいてあげる。四ヴェロスと五十ヴェスを返金するようにアデットには言っておくね。で、用がすんだなら出ていってくださる？　あたしまだ寝たいから」

「ユーフェ、おま……」

　だが、シグアスが今度こそ剣を鞘から抜きかけ、金属の音がウィルガイストの注意を完全に引きつけた。

「ウィルガイスト、いい加減になさらないと、本当に抜きますよ」

「俺に剣を向けたらどうなるのか、身をもって思い知るだけだぞ」

「わかっていますが、ユーフェリナの邪魔をする者を放置しておくわけにはいきません。それが俺の仕事です」

　ウィルガイストは頑なな護衛に肩をすくめた。

「やれやれ、おまえに男を骨抜きにする特技があったとは驚きだぜ、ユーフェ」

「失礼なこと言わないで。シグアスは厚意で護衛を買って出てくれてるの」

「馬鹿か、おまえは。こんな夜更けに男を部屋に引き入れて、襲ってくれと言ってるようなもん……」

　ウィルガイストの負け惜しみに、ユーフェリナは表情を変えた。

「自分と一緒にするな！」

　ユーフェリナの手がウィルガイストの頬に伸びたが、それより一瞬早く、シグアスの剣が鞘から引き抜かれた。

「ユーフェリナを侮辱するなら、命を落とすことになってもあなたに剣を向けます、ウィルガイスト」

「やろうってのか？」

　一気に空気が冷え切って、緊張の糸が張り巡らされる。冗談半分だとは思いたいが、ウィルガイストの緋色の瞳には、かなり本気と取れる殺気がちらついていた。

「──はい、そこまで！　ここをどこだと思ってるの？　ウィルガイストも出入り禁止にされたくなかったら、もうやめなさい！」

「ちっ──」

「ユーフェリナ、本当に彼をこのまま好き勝手にさせておいていいのか？　俺に命じてくれれば、命に代えても……」

「おい小僧、調子に乗るんじゃねえぞ。てめえが命を投げ出したって、俺に一筋たりとも傷なんかつけられや──」

　どうやら収拾がつきそうにない。ユーフェリナは角突き合わせるふたりの男の前で思案顔をしたが、廊下に向かって大声で叫んだ。

「カユス！　カユス来て！」

　すると、時を置かずして大柄な男が階段を駆け上がってくると、ひょっこりユーフェリナの部屋に顔を覗かせた。

「どうした、お嬢ちゃん」

　険悪な雰囲気の男たちを見て、年かさの用心棒はニヤニヤと笑った。

「モテる女はつらいねえ」

「そんなんじゃないから！　ねえ、なんとかしてよ」

　ユーフェリナの懇願に、大男は夜更けの不躾な客たちを見比べると、シグアスの襟首をつかんで部屋から引きずり出すことにしたらしい。

「カユスさん、放してください！　俺はまだ……」

「護衛もいいが、年頃の娘の寝室で、夜も明けきらないうちから騒ぐのは失礼だろ。そんじゃ、ウィルガイストの旦那、邪魔したね」

「おう、小僧に礼儀ってもんを教えてやれ」

　パタンと扉が閉じられると、ようやく戻ってきた静寂にユーフェリナは肩をすくめた。

「ほんと、人騒がせにもほどがあるわね」

「ああ、まったくだ」

「人騒がせはあんたのことなんだけど……」

　嘆息して、ユーフェリナは長身の青年を見上げた。

　姿形はなかなかに端整で、アクロシアでは珍しい黒髪も手伝って、憂愁を帯びた美青年と映るが、その中身は人間にあらず。

　彼は力を得ることを強く望み、悪魔に姿を変えた『魔性アディルアデル』と呼ばれる存在なのだ。さらには『魔剣士』という二つ名を持ち、剣を取らせたら敵はない最強の剣士だ。

　自ら悪魔ウィルガイストと名乗る彼を人々は恐れたが、反面、そのとてつもない力を我が物にしようと、彼と悪魔の契約を結びたがる人間は後を絶たない。

　しかし、彼との契約に差し出すものは、自身にとって最も大切なもの。悪魔を意のままに操ろうと契約した者は、彼にすべてを奪われた挙句、生き延びた者はいないという噂すらあった。

　そんな悪魔と現在、契約を結んでいるのが、この娼館の俄にわか主人ユーフェリナである。

　彼女は自ら望んで悪魔と契約を結んだのではない。彼女の魔力を欲したウィルガイストが、ユーフェリナを神殿から連れ去り、彼女の居場所を失わしめた。

　ゆえに、その行為の対価として、彼女の力を欲して群がってくる他の悪魔どもから、ユーフェリナの身を守るという契約を結んでいる。

　しかし、彼女が望んで交わした契約ではないはずなのに、ユーフェリナの身体には悪魔の印が刻みつけられ、もはや悪魔に憑つかれている状態だ。納得いくものではない。

　だが、新月の晩に力を増した悪魔たちが、ユーフェリナの魔力に惹かれて殺到してくるのは事実だ。それらを撃退してもらっている間は、ユーフェリナも無理にウィルガイストを追い出すことができないのだった。

　この悪魔を追い払っても問題なく過ごせるよう、策を練っている最中なのだが、目下、これといった有効な打開策はなく、日々が虚しく経過するばかりだ。

「なんだっておまえに護衛なんて。俺の契約だけじゃ不満ってわけか」

　ベッドに腰を下ろしてユーフェリナを横目で見るウィルガイストに、少女は首を振った。

「だって、あんたの契約はあたしを悪魔から守ることでしょ。人間相手の護衛を頼んだら、どうせ別契約だって無理難題を吹っかけるくせに」

「悪魔に物を頼むってのは、そういうことだろ」

「だからあんたには頼まないの」

　ユーフェリナはふたたびベッドにもぐりこむべきかどうか迷ったが、ウィルガイストがそこに居座る気だと察して、あたたかなベッドをあきらめた。

「下でカユスが構えてんのに、なんだって奴がおまえの部屋をわざわざ護衛するんだ」

「……こないだの新月の晩にね、壁をよじ登って、この部屋に侵入した奴がいるんだって。たまたまカユスが巡回してたときに気づいたらしいんだけど。それでシグアスが心配してくれて、非番の日は部屋の前で不寝番ふしんばんを務めてくれてるってわけ。あんたは毎晩お楽しみのようだから知らないだろうけど」

「──ふん。いい年をした男が、女に手出しもせずに黙って見張りなんて、ありえるかよ」

「だから！　あんたと一緒にしないでよね！　自分がスケベだからって、他の人もみんなそうだと思ったら大間違いなんだから。それに部屋の中に入れてるわけじゃないもん」

　せっかくのかわいらしい顔に、憎たらしいまでの不満を乗せ、ユーフェリナは黒髪の悪魔に舌を出した。

「男ってもんがわかってねえな、お嬢ちゃん。いざとなりゃ、野郎なんざ頭じゃなくてこっちでモノを考えるんだよ」

　ユーフェリナはしかし、それ以上ウィルガイストに取り合うのをやめることにした。彼と口論したところで、世の男性の常識がどちらかに覆るわけでもない。

「ふん、自分の尺度でしか物を計れないだけでしょ」

「そのうち、いやでも思い知ることになるさ」

　無言でにらみあった一瞬後に、ユーフェリナが先に視線を逸らした。次元の低い言い争いに、嫌気がさしたのである。

「で、用がそれだけなら、もう出ていってくれる？」

「馬鹿言うな、ここだって半分は俺のものだぞ」

　そう言ってウィルガイストは大きな欠伸をすると、なぜかユーフェリナのベッドにもぐりこんだ。

「あの、ねえ……？　ここあんたのベッドじゃないんだけど」

「俺を寝床から追い出させたのはおまえだろ」

「部屋の中に男を引き入れたら、襲ってくれって言ってるようなものなんでしょ？　そんなのまっぴらごめんだから、出ていってほしいんだけど」

「心配すんな、小娘ガキだけにはどうしたって食指が動かねえから」

　そう言って寝入ろうとするウィルガイストの背中に、ユーフェリナは言いようもない怒りを覚えた。

「さっきと言ってることが違うじゃない。第一、そんなこと言ってアンジェリカに手出ししたのは誰よ。小娘小娘って、アンジェリカのほうがあたしよりひとつ下なのに！」

　思わぬ剣幕にウィルガイストは昏い緋色の目を瞬かせたが、ニマニマと、せっかく整った顔立ちに下卑た笑みを浮かべて身体を起こした。

「なんだ、妬いてんのか。そんなに俺とヤリたい？」

「バッカじゃないの？　だれが悪魔にヤキモチなんか！　あんたの言うことなんて信用できないって言ってんのよ、耳腐ってんじゃないの」

　ユーフェリナは一言一句ゆっくりと発音し、ウィルガイストの言葉を強く否定した。

「──まあ、残念ながらユーフェ相手じゃ満足できそうにないしな。強いて言うなら、アンジェリカは年齢が子供だが、あっちの方はガキじゃないってことさ」

「…………」

　いつだったか、ふたりが激しく睦むつみ合う声を聞いてしまったユーフェリナは、顔を真っ赤に染めて言葉を失った。

「それに、向こうが俺に抱いてくれって言うんだから、おまえにどうこう言われる筋合いはないね。キッチリ金は払ってるんだ」

「なにを偉そうに。金取られたって文句を言いにきたのは誰よ。じゃあなに、言い寄ってきた人なら誰でもいいってわけ、無節操ですこと！」

「……バカ言え、俺にも選ぶ権利はある」

　何か不愉快なことでも思い出したのか、ウィルガイストは急に勢いを失って黙った。

　そういえば以前、魔術師のリリ＝ランディに迫られて拒絶していたのを見た。あの迫力の胸を持つ超美人のリリ＝ランディなど、ウィルガイストの好みに見えるのだが。

「へえ、あんたでも好き嫌いがあるのね。で、リリ＝ランディさんは苦手なわけ？」

「こら、あいつの名を出すな！」

　ウィルガイストはあわててユーフェリナの口を大きな手で覆ったが、直後に肩を落とした。

　彼の背後の空気が一瞬、歪んだように見えた。ウィルガイストに口を塞がれたままのユーフェリナは、物を言えない代わりに、淡い翡翠の瞳を大きく瞠みはる。

「わたくしをお呼びになりましたかな、魔女どの」

　何もない空間に突如としてリリ＝ランディの姿が現れた。彼女はウィルガイストの背中にしなだれかかりながら、悪魔越しにユーフェリナに頭を下げる。

「ど、どうやってここに？」

「初歩の魔術でございますよ、ユーフェリナさま。おや、ウィルガイスト。朝からずいぶんと元気だこと」

　言いながら、リリ＝ランディはウィルガイストの下半身を長い指でまさぐった。なぜかその手つきが卑猥に見えて、ユーフェリナは頬を赤くする。

「さわんな、クソッタレ！　おまえにさわられたら勃つもんも萎える」

「朝っぱらからユーフェリナさまに欲情してたのかえ？」

「バカヤロウ、男の生理現象だ！」

　ユーフェリナは目のやり場に困りながら、泳がせていた視線をリリ＝ランディの顔の上に定めたが、ウィルガイストが魔術師を振り払ったので、情交を思わせる仕草は解かれた。

　まったく、朝も早くから、にぎやかな訪問者の多い部屋である。

　女魔術師のリリ＝ランディは、不平たらたらのウィルガイストから離れると、ユーフェリナに恭しく頭を下げた。

「あれから一月も経とうというのに、一向にわたくしのところを訪ねていらっしゃらないので、こうして名を呼ばれたのを幸いと足を運んだのですよ、ユーフェリナさま」

「え、ええと、お約束したかしら」

「あなたさまの魔力を導けるのは、このわたくしだけと悪魔神殿の底で申し上げましたよ」

「──そ、そう……？」

　ユーフェリナは記憶をたどりながらリリ＝ランディの言葉を探し当てようとしたが、イヴァスラード大神殿の地下での出来事はほとんどうろ覚えだ。

　ユーフェリナは助けを求めるようにウィルガイストを見たが、彼はリリ＝ランディとの会話に加わる気はないらしく、なぜかユーフェリナを盾にして後ろに逃げる。

「でも、あの。魔力を導くって、どういうことですか？」

「文字通り、あなたさまの体内で渦巻く乱れた魔力を整え、己の制御下に置くことができるよう導くのです。魔女とは元々、魔術師から派生した一族の呼称にすぎませぬ。魔力の根源は我々と同じものでございますから」

「その魔力を整える──をすれば、新月の夜に悪魔たちに襲われることもなくなるんですか？」

「あなたさまの訓練次第で、それも不可能ではないでしょう」

　思いもよらないところから、ウィルガイストを追い払うための有益な情報がもたらされた。ユーフェリナは目を輝かせる。

「それ、ぜひおねがいしたいんですが！」

「さよう、しかし費用がかかります」

　金で解決するのならいくらでも！　と言いたいところだが、働きはじめたばかりの妓館はまだ手探りの部分が多い。繁盛しているとはいっても、環境整備にかなりつぎ込んでしまったので、それほど余裕があるわけでもない。

　それに、文字通り身体を張って働いているのは、ユーフェリナではなく娼婦たちである。彼女たちが必死に稼いだ金を、そのような私事に使うわけにはいかない。

　ユーフェリナがこの部屋に住まうようになってから、自分の衣服や日用品などは、フェゼルの衣装棚に詰め込まれていた高価そうなドレスや宝石などを娼婦たちに分配し、残った分を売ったお金で細々と買ったくらいだ。

「あの、どのくらいですか？　なんとかなりそうな額でしたら、分割とか……」

「そうでございますね、二千ヴェロスもあれば充分かと」

「はぁ……」

　どうやら、あきらめるほかないようだ。十五ヴェロスを巻き上げられたウィルガイストが、思わず夜更けに怒鳴り込みにくるくらいである。二千ヴェロスがどんな大金であるかは想像に難くない。分割にしたところで、一生かかっても払えるかどうか。

「せっかくですけど、とても用意できそうな額ではないので……」

「おや、そうでございますか。しかし、いずれ如何ようかにせねば、その乱れた魔力で身体に変調をきたすやもしれませぬぞ」

「でも、二千ヴェロスなんてあたしには無理ですし」

　若さゆえか、身体に異変が起こると言われてもピンとこないユーフェリナである。少なくとも、現在のところはそういった不都合は何も起こっていない。

「では──もうひとつ、金銭以外に支払う方法がございますが」

　希望に満ちたユーフェリナとは対照的に、ウィルガイストの顔がさっと青ざめる。

「その男、『魔剣士』の身体を一晩、わたくしに売っていただければそれでようございます」

「バカなことを言うな！　俺は関係ねえだろ！」

　ユーフェリナは魔術師と魔剣士を交互に見比べた。いったいどちらが悪魔なのやら、ウィルガイストは明らかに形勢不利と感じて後退りをはじめている。

「ユーフェリナさまの懐は痛まず、この男とて、女を抱くのは飯を食らうのと変わらぬ正に日常茶飯事。誰も損はいたしませぬ。いかがでございますか」

　思わず魅力的な提案に傾きそうになったのは事実だ。どうせウィルガイストだって趣味なんでしょ、と舌先まで出かかったが、実際のユーフェリナは首を横に振っていた。

「ありがたいお申し出ですけど、本人の承諾がないのでは。あたしが自分の都合で勝手に彼を売るわけにもいきませんし」

「おや、あなたさまこそこの男に憑かれて、迷惑を被っていらっしゃるはずですのに」

「でも、それとあたしの魔力のこととは関係ないですから。まあ、迷惑っちゃ迷惑ですけど、悪魔から守れってウィルガイストに最初に言ったのはあたしだから」

　そう、勢いとはいえ自分を守るように悪魔に命じたのはユーフェリナ自身なのである。もっと思慮深く行動していれば、こんな目に遭うこともなかったのだが。己の直情径行を反省するばかりだ。

「やれやれ、お人好しな魔女どのもいたもんだね、ウィルガイスト。気が変わったらいつでもお訪ねくだされ」

　そう言い残して、リリ＝ランディはやって来たときと同様、突然その場から姿を消してしまった。

「……魔術師って、すごいのね。魔力の根源はあたしの魔力も一緒だって言ってたし、あたしもあんなことができるようになるのかな」

　しきりに感心するユーフェリナに、ウィルガイストは命拾いしたとばかりにため息をついた。

「おっかしいの。なんでリリ＝ランディさんはだめなの？　あんなすっごい美人なのに」

「男と女じゃ美的感覚が違うんだよ。それに、あいつは本能で受けつけねえんだ。こっちが喰われちまう」

　ウィルガイストはぶるぶると身を震わせると、ユーフェリナの肩を引き寄せ、彼女の髪をかきあげるなり、その白いうなじをぺろりと舐めた。

「ひぃっ……なにすんのっ！」

　ユーフェリナこそ身を震わせながら、両手でウィルガイストの身体を突き飛ばした。だが、彼はびくとも動かず、まるで口の端についたソースでも舐め取るように、満足そうにぺろりと舌を出した。

「ちょっとした清めの儀式さ」

「なにが清めよ、自分自身が汚れまくってるくせに」

「違いねえ。さあユーフェ、そろそろ商売の終わる時間だぜ。俺は夕方まで寝るから、さっさと店に下りろよ」

　ユーフェリナの嫌味などまったく堪えた様子もない。大きな欠伸をすると、ウィルガイストは広々としたベッドの真ん中にもぐりこんで、高いびきをかきはじめた。

「まったくもぉ……」

　まだ寒い朝だったが、二度寝の誘惑を完全に断たれたユーフェリナは、しぶしぶ身支度を整えて一階へ下りていった。


　　　＊


　朝陽が昇ると同時に「聖なる魔女の館」は完全に店じまいとなり、仕事を終えた女たちが一階の酒場へ思い思いに集まってくる。

　客が一晩の相手を見繕うためのこの酒場は、床は絨毯敷きで、ソファやクッションも贅を尽くした、きらびやかな意匠のものばかりだ。

　ユーフェリナの趣味ではなかったが、あまりこれまでの慣習を壊してしまうと、固定客が離れていってしまう危険があるので、そのまま置いてある。

　それに、内装や家具を総取替えするほどの余裕もなかった。

　娼婦たちは営業時間外にここで食事をしながら、客の様子や趣味についての情報交換をするのだ。

　一応、ここはまともな妓館なので、あまり偏った性癖の客をいつかせてはならない。その辺の舵取りはユーフェリナには困難だったので、出入りされると迷惑な客は、こうして女たち全員に周知される。もし、事の最中に何かがあれば、用心棒のカユスやシグアスが駆けつけるようになっている。

　酒場では仕事前の夜食と、仕事の後の朝食がまかないとして振る舞われるのだが、店の会計係を務めるアデットという若者が大変な料理上手ということが判明し、ユーフェリナが店主となってからは、調理もすべて彼が担うようになった。

　ユーフェリナも娼婦たちと一緒に食事をとることにしている。朝っぱらから娼婦たちの濃密な夜の話を聞かされて、はじめは戸惑ってはいたものの、だんだん慣れてしまい、きわどい会話を耳にしても、右から左に流せるようになってきた。

　経営者としてはいい傾向だろうが、年頃の娘としてはどうなのだろう。ユーフェリナは高い天井を仰ぎ見てため息をついた。

「ねえ、ずっと前から気になってるんだけど、ユーフェリナってウィルガイストとどういう関係なの？」

　娼婦のアフィシスにそう尋ねられ、ユーフェリナは首を傾げた。

「さあ、なんだろ。ていうか、あいつって何者なの？　ずっとここの常連なんでしょう？」

　まさかウィルガイストがアディルアデルだとは言えるはずもなく、そのへんは徹底してお茶を濁してきたユーフェリナである。ちなみに、ウィルガイストに同じ質問を投げかけると、「ユーフェリナは俺の女」という、それ以上つっこみようもない簡潔な答えが返ってくるばかりだ。

　悪魔だとか契約だとか、そういった類は禁句だ。なにしろアクロシアは、イヴァスラード神を主神として崇める国の中心都市であり、どんな平民だって自然と太陽神の信者である。

　人々にとって悪魔とは排除すべき絶対悪で、魔に呑まれて魔性化した人物は、蔑まれこそすれ、哀れみをかけられることなどない。魔に魅入られたなどと正直に話せば、間違いなくユーフェリナは火あぶりだ。

　彼女が内心であわてているのに気づかず、アフィシスは続ける。

「彼が何者かなんて、こっちが聞きたいんだけど。あいつの女って言っても、ユーフェリナはウィルガイストと寝たことないんでしょ？」

「当然です。なんであたしがあんな淫魔と。あたしはあいつの所有物じゃありません！」

　大声できっぱり断言すると、店の片隅でカユスと食事をしていたシグアスが顔を上げた。

「……もしかして兄妹とか！」

　ほかの娼婦に茶々を入れられたが、ユーフェリナは首を振るばかりである。ごまかすには手っ取り早い理由だが、どこをどう見ても、血のつながりを思わせるものは何もない。

「でも、ユーフェはイヴァスラードの修道女だったんでしょう？　それがいきなり娼婦宿の経営者なんてねえ」

　何度言われても、それにはもはや苦笑しかできない。ユーフェリナが困ったように手を振ると、シグアスが立ち上がって彼女たちの傍へやってきた。

「お互い詮索はしないっていうのが、ここの暗黙の了解じゃなかったのか？」

　若い用心棒の言葉に、好奇心を剥き出しにしていた娼婦たちが黙り込む。まったくそのとおりだったからだ。

　彼らとて、詮索されたくない事情のひとつやふたつは抱えているが、誰もそれを追及しないので、ここは居心地がいいのだ。

「さあ、今日の締めが終わったらあたし、買い物にいってくるけど、必要なものがあったら言ってね。ついでに買ってくるから」

　ユーフェリナの言葉でその場が散会となった。立ち去り際に、娼婦のひとりがシグアスに「あんたもあんまり入れ込むと、ついつい詮索したくなるわよ」と言い、周囲の女たちがいっせいに笑い崩れた。

　シグアスは肩をすくめただけで何も言わず、食事を続けるために席に戻った。元々、無口な性分ではあったが、己の差し出がましい口に嫌気がさしたのか、仏頂面になる。

「いやぁ、騎士道ってやつだねえ。ほれ、お嬢ちゃんがおまえに感謝の投げキッスしてるぜ」

「嘘、見え見えですよ、カユスさん」

「まあいいじゃねえの、毎日毎日、よその男どもがいい思いしてるのを尻目に、こっちは萎えちまう仕事してるんだ。たまには色っぽい話のひとつも聞かせてほしいもんじゃねえの」

「いい思いなら、あなたもなさってるじゃないですか。仕事で女を抱けるなんて、他の奴が聞いたらうらやましがりますよ」

　カユスは店の用心棒のみならず、見習い娼婦たちの実地指導を行う立場でもあり、初めて娼婦の仕事をする娘たちは、カユスが本番さながらの手ほどきをしている。

　なにしろここは高級志向の玄人向けの妓館であり、初床で泣き出すようなことがあってはならないからだ。

「うらやましいならおまえにもわけてやる。正直、慣れない娘の練習台なんて、シュミじゃねえし」

「俺は結構です。フェゼルさんともそういう約束で雇い入れてもらいましたし、ユーフェリナに命じられてるわけでもありませんからね」

　シグアスに仕事を紹介したのはカユスだったが、こんな堅物男が妓館で用心棒をするに至るまでの経緯は知らない。それこそ詮索しないのがこの店の掟のようなものだ。

「ま、お嬢ちゃんの護衛もいいが、本職を怠るなよ」

「わかってますよ。今のところ、不審な人物がユーフェリナの周囲にいる様子はありません。もうしばらく様子を見て切り上げます」

　それを合図に、ふたりの用心棒は同時に食事を終えた。


　娼婦たちは食事を終えると、そのまま自室に引き取って、今夜の仕事までは思い思いの時間を過ごす。この時間はユーフェリナがアデットとふたりで帳簿をつけ、前夜の収益について話し込むのが日課になっていた。

「へえ、じゃあこれから毎晩、ウィルガイストさんからお代をいただいていいんですね」

「うん。話をつけて、三割引ってことにしてあるからよろしくね。でも、そんな毎晩毎晩、よくもつよね」

「本当に。ミリア姉さんに聞いたところによると、相当あっちのほうは強いらしいですよ。こないだの新月の晩なんて、壊されるかと思ったって」

「──あの、そうじゃなくて……よくお金がもつなぁって……」

　ユーフェリナが言いづらそうにアデットの解釈を訂正すると、彼はぽんと手を打って納得顔をした。

「あ、そっちですか。そうですよねー、なにしてる人なんだろ。ユーフェリナさんが来る前からも常連でしたけど、確かに金持ちですよね。この界隈じゃ、この店はかなり高嶺の花ですから、毎晩入り浸りなんて、貴族のお大臣でもなきゃ難しいですよ」

　アデットはまだ二十歳になったばかりの若者だが、商人の息子で金勘定に長けており、店の帳簿も事細かに管理してくれている。店の金を預けているが不審な点もなく、先代の店主の頃から重宝されていたそうだ。

　彼もここの娼婦たち同様、ユーフェリナが新しく店主となってから緊張が取れたのか、朗らかになったという。娼婦たちとも打ち解けており、情報通だ。

「って、新月の晩も？　でもその日は──」

　その夜だけは、ウィルガイストもユーフェリナとずっと一緒にいて、群がる悪魔どもを追い払うのに忙しい。最近は新月の晩以外にアディルアデルや悪魔に襲われることがないので、ほとんどその日のためだけに契約を結んでいるようなものだ。

「明け方になってふらりとやってきて、なんだか人が変わったみたいにメチャクチャされたってミリアさんが。アディルアデルになっちゃったんじゃないかって心配してたくらい」

　図星を指されてユーフェリナは青ざめたが、彼は実際のところ、ユーフェリナが揶揄するような『淫魔』ではない。あくまで欲望の対象は力であり、女を征服することではないはずだ。

　まあ、ユーフェリナの見たところ、いつそちらへ傾いてもおかしくないくらい、女にだらしないのは事実だったが。

「俺ずっとここにいましたけど、確かにあの日はすごかったみたいで、ミリア姉さん、もうほとんど悲鳴でしたね」

「……ふぅん」

　ユーフェリナがどう返せばいいものやら困惑顔でいると、シグアスがやってきて、アデットの頭をはたいた。

「おまえ、年頃の娘になんて話をしてるんだ。こんな商売して鈍くなってんだろうが、相手をよく見ろ」

「あ、すいません。日常会話のつもりだったんですけど」

　まったく罪のない顔で笑うアデットを見ていると、ユーフェリナもつられて笑ってしまう。

「じゃあ、ウィルガイストからの支払いで、どうにか今日までの収支はトントンってところだね。よかった、本当にあいつに店を潰されちゃうかと思った」

　帳簿を閉じてユーフェリナが立ち上がったとき、自室へ引き取ったはずのアンジェリカが顔を出した。

「ユーフェ、買い物に行くんでしょう？　あたしも一緒に行くよ」

「でも、寝なくていいの？」

「今夜は休みだから大丈夫。湯浴みだけしたいから、ちょっと待っててくれる？」

「いいよ。じゃあここで掃除して待ってる」

　店主と労働者という関係ではあるものの、アンジェリカはユーフェリナとひとつしか年が違わないので打ち解けやすかった。

　生まれてこの方、友人という存在のいたためしがないユーフェリナだが、今ではすっかり親友である。

　アンジェリカがふたたび引っ込んでしまうと、アデットも大きな欠伸をして引き取り、ユーフェリナとシグアスだけが残された。

「出かけるのか？」

「うん。昼間のうちにいろいろ買い出しに行きたいから」

「そんなこと、見習いたちに任せればいいだろうに」

　日々、些細な仕事までユーフェリナがこなしているのを目にしているので、シグアスにも思うところがあるのだろう。しかし、ユーフェリナは笑うばかりで首を横に振った。

「彼女たちも寮とか客室の聖掃だのなんだの、いろいろ仕事があるし、あたしもアクロシアのこともっとよく知りたいから。買い物するのも楽しいよ」

「だが、あまり気負うと疲れる。無理するな」

　穏やかでやさしい男性の声にそんなことを言われると、つい焦ってしまうユーフェリナだった。

　イヴァスラード時代は年の近い男性と親しく接することはなかったし、今、一番彼女の近くにいる男はあの淫魔である。

　シグアスの気遣いぶりが若い男性として珍しいわけではないだろうが、ユーフェリナにとっては彼女を気遣い、女扱いしてくれる稀有な存在である。

「うん大丈夫、ありがと。無理はしてないから平気。むしろあたしは朝までぐっすり寝てるし、昼間くらい働かないとね。シグアスもゆっくり休んでね」

「俺も行く」

　シグアスを見送ろうと手を振りかけたユーフェリナは、上げた手のやり場に困り、肩にかけたケープを胸元に手繰り寄せた。

「え、でも」

「ふたりの邪魔はしない。離れて歩くだけだ。以前、アンジェリカも外で男に絡まれたことがあるらしいし、ユーフェリナの部屋に侵入した輩も、まだ突き止めていない」

「あなただって寝てないでしょう。シグアスこそ、そんな無理したら身がもたないって。どうせ大通りしか歩かないし、そんなに心配しなくても大丈夫だよ」

「ユーフェリナの身になにかあってからじゃ遅い。俺のことなら、男だし体力もあるほうだから気にするな」

「──シグアスって、やさしいね」

　どこかの淫魔と大違い、とはさすがに言葉には出さなかったが、内心でユーフェリナがため息をついたのは、言うまでもなかった。
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「シグアスってさ」

　買い出しを終え、荷物を店に届けてもらうよう手配した後のことだ。

　人通りの多い中央通りをアンジェリカと肩を並べて歩いていたら、彼女はすこし後ろを振り返り、くすくすと忍び笑いを漏らしながらユーフェリナに耳打ちした。

「絶対、ユーフェに気があるよね」

　ふたりの十歩ほど後ろを無言でついてくる、金褐色の髪の青年をちらりと見ながら、もう一度アンジェリカはにやにや笑う。

「ええっ？　なに言ってるのアンジェリカ。そんなわけないでしょ」

「だって店の用心棒でしょ？　営業時間でもない店の外まで護衛って、好きでもなきゃそんなことしないって」

　そんなからかわれ方をしたのは、生まれて初めてだ。ユーフェリナはシグアスに聞こえやしなかったかと、はらはらしながら周囲を見回したが、こんな昼日中の喧騒で、娘たちの会話が用心棒の耳に入るはずもない。

「店の用心棒だから、店主になにかあったら困るんでしょ。お給金だってもらえなくなっちゃうし」

「バカねえ、あの男がそんなセコいこと考えてるって、ほんとに思ってる？」

「…………」

　もちろん、彼が給金を心配してユーフェリナの護衛をしているなど、言った本人も信じてはいない。しかし、そうでも言わないとアンジェリカの言葉を真に受けてしまいそうで、ユーフェリナとしては必死の防衛なのである。

「あれは恋する男の目だって。ときどきユーフェリナのこと、それはそれは熱い目で見てるよ」

「そんなのウソ、ウソ。あたしなんてシグアスから見たら、ほんと小娘でしょ。確かシグアスって二十六って言ってたよね」

　近頃、耳にタコができるほど、ウィルガイストから小娘呼ばわりされているユーフェリナである。現在は娼婦宿という特殊な場所にいるせいもあり、彼女たちの会話がわからない自分が、本当に幼い子供のように思えているところだ。

「年なんてどうでもいいじゃない。八歳の差がなんだっていうの？　もっと上流の社会じゃ、十や二十の差なんてないも同然なんだから」

　上流といわれても、ユーフェリナなど根っからの庶民にすぎないし、イヴァスラードというある意味、箱の中で育った彼女には、世間の常識が常識として通用しないことも多い。

「噂によるとシグアス、ロークリンドの騎士団にいたらしいよ。あの生真面目さは、なるほど騎士って感じがするよね。背も高いし、堅物そうだけど、なかなかいい男だし」

「……ロークリンドの騎士団って、フェゼルさん、よくそんな人を店に連れてきたね」

「ワケアリなんでしょ。あの店、全員ワケアリだもんね、ユーフェだって。ウィルさまも」

　ウィルガイストの名を出した途端、ユーフェリナをからかう意地の悪い笑顔を消し、アンジェリカはうっとりと夢見る乙女に早変わりした。

「ああ、あたしもユーフェみたいに想われてみたいなぁ」

「いや──だから違うって」

「あんたがどう思ってようと、傍目から見ればシグアスがあんたのこと好きだなんて、誰にだってわかることだよ。本人も隠す気なさそうだし」

　ユーフェリナの主観などどうでもいいらしく、アンジェリカは決めつけた。

「やっぱりウィルさまをその気にさせるには、ミリア姉さまくらい色気がないと駄目かなぁ。ウィルさま、ガキは嫌いって公言してるもんね」

　そう言うアンジェリカだが、近頃めっきり女っぽくなってきたと、ユーフェリナでも思うことがある。表情や仕草ひとつとっても、十七の少女とは思えぬ色気があるし、ウィルガイストが「アンジェリカは子供じゃない」と言っていたのも、あながち嘘ではないとわかる。

　いつだか、「女は男の人にかわいがってもらうときれいになる」とアンジェリカが言っていたのを思い出す。なるほど、これがその結果なのか。

　聞いたときは半信半疑だったが、こうして実際にアンジェリカの移り変わりを見ていると、一理あるのかもと思わざるを得ない。

　それにしたって、いまひとつ納得がいかない。

「あんなスケベ男のなにがいいのか、あたしにはさっぱりわからないよ」

「なにがいいって、そんなの決まってるじゃない」

　意味深に笑うアンジェリカの顔を見ると、ユーフェリナは知らずに頬を朱に染めていた。ふたりが生々しくベッドで絡み合う声を聞いて以来、精神的に傷を受けた気分に陥る。

「それに、ウィルさまってただスケベってのとは違うと思うんだよね。なんか……うまく説明できないんだけど」

「まったく理解できない」

「いいの、いいの。ユーフェは正しい男と正しい恋愛をしてればいいんだよ。ウィルさまの魅力は、あたしのほうがずっと知ってるからね」

「…………」

　子供でなくなれば、ウィルガイストがそんなにいい男に見えてくるのだろうか。いくら考えても、毎晩のように相手をとっかえひっかえしている男に、どんな魅力を見出せるのか、完全にユーフェリナの理解の外である。

　ふたりの娘が、やや乱れた色恋話に花を咲かせていたときのことだった。

　よく晴れた昼下がり、とつぜん視界が曇ってふたりは同時に視線を上げた。

「見つけたぞ、小娘ども」

　地鳴りのするような濁声を頭上から浴びせかけられ、アンジェリカが一瞬で顔を青くし、ユーフェリナは眉をひそめる。

　先日、アンジェリカに街中で絡み、ユーフェリナに撃退された巨漢だった。

　相変わらず、むさくるしいまでに分厚い身体を揺さぶり、まだ肌寒いというのに毛むくじゃらの腕を剥き出しにして、華奢なふたりの娘を締め上げるべく鼻息を荒くしている。

「あら、またなにかご用？」

「俺様の骨を折っていきやがって、この清算はおまえたちにしてもらおうじゃねえか」

「骨？」

　怯えるアンジェリカを背中に庇いながら、ユーフェリナは首を傾げる。

　彼女らが一ヶ月前に不幸な遭遇を果たしたとき、ユーフェリナはこの巨漢の股ぐらを蹴り上げて逃走したのだ。しかし、ユーフェリナのような華奢で、たいして筋力もない娘に、その数倍もありそうな男の骨を折ることなど、まず不可能である。

　ちなみにユーフェリナもアンジェリカも、あの後でウィルガイストがこの巨漢の腕と脚の骨を折ったことなど、知る由もないのだった。

「あ、もしかしてあたしが蹴ったから、股の骨折れた？　アレ、脆そうだもんね」

「ばかね、ユーフェ。男のアレに骨なんかないんだって」

「え、そうなの……？」

「それに、折れたらもう再起不能でしょ」

「バカにするんじゃねえ！」

　巨漢が叫び、ユーフェリナに手を伸ばしかけたときだ。

　男の手の甲を鋼鉄の刃が貫き、巨体がもんどりうって転倒した。見れば、手の甲ごと剣で地面に縫いつけられている。

「ぐああああっ！」

　猛獣の咆哮ほうこうが響き渡り、野次馬たちが集まってくる。

　男の手を地面と縫合したのは、シグアスの剣先だった。

　彼は温厚そうな普段の表情を完全に消し去り、相手を凍てつかせるような、氷結した青い瞳を細めて男を見下ろし、剣を握りしめる手に力を込めた。

「汚い手で触るな、下種」

「なんだと、きさまぁ！」

　地面にひれ伏す姿勢を強要された巨漢は、痛みをこらえて吠えた。しかし、突き刺す剣にシグアスが圧をかけたのか、男はいっそう張り裂けそうな悲鳴をあげた。

「一度は大目に見よう。二度と彼女たちの前に現れるな」

　言いながら突き刺した剣を無造作に引き抜くと、巨漢は最大限まで声帯を震わせて、道行く人々に耳を塞がせた。

　血に濡れた剣を拭い、シグアスは何事もなかったようにそれを鞘に収めると、騒ぎの渦中からふたりの娘を外に連れ出した。

「ユーフェリナ、いつも言っているだろう。あの手の輩に絡まれたら、手出し口出し一切するな。店も外も同じだ。自分が女だということを忘れるな」

「だって……」

　やられたらやり返さねばすまない性分の少女は、唇をとがらせて反抗心を見せた。だが、シグアスの静かな瞳にジロリとにらまれて、肩をすくめてその場をごまかす。

「女は力では絶対に男に敵わないんだ、下手をすれば怪我だけじゃすまないぞ。俺をなんのための用心棒だと思ってる」

「わかってるよ、わかってるけど、なんで理不尽に言いがかりをつけられて、こっちが逃げなきゃいけないの」

「だから、力ずくに出られたら、男には敵わないと言っている！　世の中、理屈が通用することばかりじゃないんだ」

　ふたりのやりとりを眺めていたアンジェリカが、不意にクスクスと笑い出した。

「シグアス、過保護な兄貴みたいだよ。大丈夫、大丈夫。ユーフェが無茶するのだって、後ろにあんたが控えてるのがわかってるからだし、店でだって同じ。信頼されてる証拠じゃない」

「…………」

　なおも言い募ろうとしたシグアスはアンジェリカに二の句を封殺されてしまい、ため息をついてユーフェリナの背中を叩いた。そして、通りがかった辻馬車を呼び止めるなり、少女たちをそれに押し込めてしまう。

「今日はもう店に戻るんだ」

「え、でもまだ……」

　宝飾品の店に行きたかったアンジェリカが抗議したが、強くシグアスににらまれて、あきらめるよりほかなくなってしまった。

　普段が物静かなだけに、にらまれるとその迫力は無視することができないのだった。

　用心棒の青年が馬車を見送ったそのとき、彼の背後で人々の悲鳴があがる。

　シグアスに撃退された巨漢が、手に巨大なナイフを握りしめ、血の滴る手を押さえながら用心棒の背中に斬りかかったのだ。

「若造が！」

　人々は悲鳴をあげ、息を呑む。だが、シグアスは瞬時に剣を抜いて振り返ると、男のナイフが頬を掠めていくのをやりすごし、長剣を薙ないだ。

　シグアスのあやつる鋼の刃は、男のナイフを弾き飛ばした。すると、弾みで尻もちをついた男のズボンの股ぐらに、宙を舞ったナイフが突き刺さる。

　ナイフは紙一重で布だけを地面に縫いつけたが、急所にナイフが直撃したと勘違いした巨漢は、白目を剥いて失禁していた。

　その妙技に、見物客たちは拍手喝采である。

「──大目に見るのは一度だけだと言ったはずだ。次にその顔を俺に見せたら、命はないぞ」

　シグアスは無感動に巨漢を見下ろすと、魂ごと恐怖に陥れるようなひとにらみを残し、喝采の沸き起こる人垣から足早に立ち去った。
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　昼をすこし過ぎた頃に店に戻って昼食をとると、アンジェリカは自室へ戻り、ユーフェリナは事務仕事を片付けるために、店の一階にある事務室にこもった。

　妓館だからといって、ベッドと女だけを用意すればいいわけではない。

　聖掃は見習いたちに任せるからいいとしても、清潔を保つためにリネン類は常に取り替えなくてはならないし、まかないや客に提供する軽食の材料も手配しなくてはならない。食器も破損したものは新しく購入する必要があり、ランプの油も油屋に依頼して運んでもらう。

　それに加え、娼婦と客のもめごとや、娼婦同士の悶着も仲裁に立たなくてはならない。店ひとつを滞りなく動かすのは、ユーフェリナの想像を絶するほど、細かい仕事が多かった。

　それでも、神殿でいやいやの毎日を送っていたあの頃に比べれば、今はとても充実している。それに、自分が悪魔の血を引くという、イヴァスラード信者としては許しがたい背徳の存在であることも、頭の片隅に追い払うことができる。

「太陽神に敵対する種族……か」

　ふと、リリ＝ランディやアルディン大主教の言葉を思い出して、ため息とともにつぶやいた。

　そんな一族に生まれた自分が、なぜ太陽神殿で育つことになったのだろう。

　乳飲み子のときに捨てられたということは、彼女の親が神殿に置き去りにした可能性が高い。ユーフェリナの親は、自分たちが魔女の血族だということを知っていたのだろうか。

　このまま自分は己の血筋を忘れ去っても、問題なく生きていけるのだろうか。

「考えてもどうにもならないけどね……」

　基本的に楽観主義者のユーフェリナは、考えても仕方ないことで落ち込んだり、悩んで胃に穴を開ける性質タチではない。

　書類の山を片付けると大きく伸びをして、自室へ戻るために事務所を出た。まだウィルガイストが寝ているかもしれないが、読みかけの本がいいところで止まっているし、あの淫魔のことはひとまず放置しておいても構うまい。

　無人の酒場に行くと、シグアスと出会った。彼とカユスの部屋は酒場の奥にある。

　さっき街中でアンジェリカに言われたことが頭をよぎり、とっさにユーフェリナは身構えた。

「あれ、今戻ったの？　遅かったね」

　アンジェリカのありえない言葉を急いで頭の中から追い払うと、ユーフェリナはなんでもない態ていを装ってシグアスに笑顔を向けた。

「ああ」

「今夜はシグアスが当番だよね。すこしでも早く休んでね、昨晩だってほとんど寝てないんだから。さっきの奴、また難癖つけて店に来るかもしれないし」

「その心配はない。出入り禁止にしておいた」

「出禁にしても押しかけてくるかもしれないよ」

「あれだけ痛い目に遭わせたんだ、頭の足りない輩でも学習くらいするだろう」

　彼は不機嫌そうに言い捨てた。日頃からさほど口数の多い男ではないが、シグアスが辛辣な口を利く場面など見たことがないので、ユーフェリナは目を丸くした。

「なんだか今日は辛口だね。もしかして怒ってる？」

「いや──」

　シグアスが口を噤み、彼女の肩を叩いて部屋へ戻ろうとした、そのときだ。

「ん……っ？」

　一瞬、身体の奥底から何かがこみあげてくる違和感に襲われ、膝が折れて転びそうになる。とっさにシグアスが腕をつかんで支えてくれたので、辛うじて転倒は免れた。

「どうした」

「……ちょっと足がもつれちゃった」

　痛みがあったわけでも、苦しかったわけでもない。ただ、何かがせりあがってくるような不快感があったのだ。しかし、気のせいだったのか、今はもうなんともない。

「多忙続きだ、疲れてるんじゃないのか」

「……そうなのかな。ちょっと休むね」

　シグアスの手から逃げるように腕を引くと、ユーフェリナは階段を駆け上がって自室へ飛び込んだ。

「はぁ……」

　思わず部屋の扉にもたれかかると、ため息をついてユーフェリナは頭を振る。

　アンジェリカは、シグアスの生真面目さをユーフェリナへの好意の表れだと言ったが、そんなことがあるはずがない。

　仮にそうだとしても、素直にそれを受け入れることは、ユーフェリナにはできない。胸に刻みつけられた悪魔の印をもし見られたとしたら、シグアスは何と言うだろうか。

　ふとベッドに目を向けると、ウィルガイストが広いベッドの右側で寝入っていた。上体は裸で、右の肩から腕にかけて彫り込まれた悪魔の紋様が鮮やかに目に飛び込んでくる。

「この悪魔」

　ベッドによじのぼると、八つ当たりのように、ウィルガイストの無防備な寝顔にこぶしを叩き込む真似をした。もちろん、本気で殴ろうとしたわけではない。

　しかし、それがウィルガイストに触れる直前、彼の手がユーフェリナの手を受け止めると、完全に目覚めている者の素早さでユーフェリナの身体を毛布の中に引き入れ、少女の細い身体を抱きしめたのだった。

「……っと！」

　だが、ウィルガイストは目を覚ましているわけではない。深い寝息を立てながら、少女の手触りのいい蜂蜜色の髪に指を絡ませてきた。

　見た目よりもはるかに厚い胸に抱き寄せられ、混乱して頭に血が上る。消えない古傷が無数に散らばる胸がすぐ目の前に迫り、その生々しい男の肉体の熱さに、ユーフェリナはたまらず視線を彷徨さまよわせた。

　すると、抵抗がないのをいいことに、彼は抱き寄せた少女の耳元に唇を寄せ、かぷりとやわらかな耳たぶに歯を立てたのである。

「いっ……っ！」

　この悪魔、目覚めているときよりも、寝ぼけているときのほうがタチが悪い。

　耳たぶを甘噛みされたせいで、言葉にできないむず痒さが体内を走った。

　思わず悲鳴が出かかるが、ユーフェリナはどうにか堪える。ここで叫んだらシグアスがすっ飛んでくるだろう。こんな状況を見られでもしたら、また今朝と同じことが繰り返されてしまう。

　鼓動を速める胸を押さえ、ウィルガイストの身体をべりっと引き剥がし、ユーフェリナは取り上げた枕で悪魔の頭をグリグリと押しつけた。

「この淫乱悪魔がぁ！」

　枕と柔らかなベッドの間に埋められて窒息死しそうな悪魔が、もがきながら腕を伸ばしてユーフェリナの手をつかんだ。

「この──小娘！」

　寝起きの悪い寝ぼけ眼のウィルガイストは、逆にユーフェリナをベッドに押しつけ、彼女に馬乗りになった。

「まだ懲りもせずに俺の寝込みを襲うつもりか」

「だってむかつくんだもん、しょうがないでしょ」

　ユーフェリナはウィルガイストに舌を出し、きめ細かな頬をぷぅっとふくらませた。

「むか……俺がなにしたってんだ」

「悪魔のくせに平和ボケしたその寝顔がむかつくのよ！」

「はぁ……？」

　あまりにも理不尽な少女の訴えに、ウィルガイストはさすがに呆れたのか、ユーフェリナの胸倉をつかんだ手をゆるめた。

「なんだ、八つ当たりか。シグアスにふられでもしたのか」

「ふ、ふるもふられるもないわよ！　もうっ、みんなしてヘンなことばっかり言うんだから……」

　挙動不審にユーフェリナが言い訳すると、ウィルガイストは眠気の抜け切らない頭を振ってため息をついた。

「じゃあなんだってんだ、人の安眠の邪魔しやがって」

「アディルアデルが安眠なんかしないでよ」

　言われれば言われるほど不条理な返事にしかならないが、ウィルガイスト相手に理屈立てて話を進めようという気は、ユーフェリナにはさらさらなかった。

　彼の存在そのものが理不尽なのだから、こちらが理詰めで立ち向かう必要もないだろう。

「ユーフェリナ」

「……なによ」

　近頃ではすっかり愛称呼びが定着していたが、今さらのようにきちんと名前を呼ばれると、なぜか緊張して身構えてしまう。

　自分でもよくわからないモヤモヤを不機嫌な表情にすり替えると、ウィルガイストの身体を押しのけて起き上がった。

　そこへウィルガイストが手を伸ばしてきて、指の腹でユーフェリナの首筋と鎖骨の線をそっとなぞった。

「ぁんッ……！」

　音にならない声をあげてユーフェリナは身をすくめ、首筋を押さえてウィルガイストをにらみつける。

「な、にするのよ」

「さわりたかったんだから、しょうがないだろ」

　ユーフェリナ得意の理不尽論法を使って反撃しながら、ウィルガイストは緋色の瞳でいやらしくニタニタと笑った。

「以前まえからそうじゃないかと思ってたが、おまえは首筋の辺りが弱点だな。覚えておこう」

「じゃっ、弱点って……」

「舐めたら、いい声が出そうだ」

　ユーフェリナは耳まで赤くして、至近から枕をウィルガイストに投げつけた。

「あんたはそれしか頭にないわけ!?　この万年発情期男！」

「最高の褒め言葉だね」

　どんな嫌味を投げても、いつもあっさりかわされてしまう。ユーフェリナは悔しさに歯噛みしたが、今のところ勝負あったというところか。敗北を認めないわけにはいかなかった。

「おまえのおかげで眠気が飛んじまった。風呂入ってくるが、一緒に行くか？」

「お、こ、と、わ、り！　今朝は人の安眠妨害したくせに、自分ばっかり被害者ぶらないでよね」

　それには答えず、ウィルガイストは目にかかった黒髪をかきあげると、まるで挑発するようにユーフェリナを見下ろし、笑った。

　腹は立つが、嫣然えんぜんと笑う表情は確かに無視しようもない色気があり、目の力も強くて、くやしいが自然と視線が吸い寄せられてしまう。

　ウィルガイストは、己の外見が相手にどのように映っているのかを熟知していて、有効にそれを利用しているのだろう。

　しかし、自ら公言しているように、どんなに危ういところまで迫ってきても、ウィルガイストは決してユーフェリナに手を出そうとはしない。

　だからこそ、以前はからかわれているのだと思っていたが、どうやらこれはウィルガイストの習性みたいなものではないかと、最近になって思うようになった。

　彼の姿が浴室に消えると、ユーフェリナは身震いして自分の身体をかき抱いた。

　悪魔の手で首筋を撫でられた瞬間、全身の皮膚が粟立って、身体の芯が蕩け出しそうな感覚に襲われたのだ。

　それは以前、アディルアデルに身体をいたぶられたときに感じた疼きに似ていて、ユーフェリナは言い知れない不安に陥った。

　大きく息をついてベッドから這い出ようとしたとき、下腹部にとろりとした熱を感じて、ユーフェリナは硬直した。

（やだ……なにこれ）

　彼女にも、それなりに自分の身体についての知識はある。これではまるで、自分がウィルガイストに欲情したみたいではないか。

「やだやだ、とんでもない！」

　口にして言い訳しないと、いても立ってもいられなかった。ユーフェリナは首を振って全力で否定する。

　そこへちょうど扉をノックする音があって、うろたえながら扉へ走った。

「は、はい」

　そっと戸を開けると、アデットの平和な顔がそこにある。

　彼は目立って背が高いわけでもなく、まだ幼さの残る顔立ちは中性的で、あまり男を感じさせない。それを見てユーフェリナはほっと胸を撫で下ろした。

「すいません、ユーフェリナさん。ウィルガイストさんに会いたいって人が来てるんですけど、ウィルガイストさんはここにいらっしゃいますかね」

「ウィルガイストにお客さん？　誰？」

「名前は名乗らないんですけど、中年の男の人です。立派な服を着てましたから、貴族じゃないかなって思うんですけどね」

「ウィルガイストに中年男性の客……ぜんぜん想像つかない。いま浴室にいるから、ちょっと待ってもらってよ」

「わかりました。ユーフェリナさん、熱でもあるんですか？　顔が赤いですよ」

　去り際にそう言われて、ユーフェリナは両手で頬を挟み込んだ。



	
			第２章　惑乱の魔力

　日が暮れて営業時間になると、一階の酒場で客の出足を観察するのがユーフェリナの日課だ。

　一応、責任者として客の顔は知っておかなければならないし、その日の客足なども見定める必要がある。

　高級妓館ゆえに、訪れる客には貴族や上流の人間が多いが、一見いちげんの客で危険そうな人物は排除のリストに入れなければならない。

　とはいえ、客の対応はおもに娼婦たちとアデットがこなしてくれるので、ユーフェリナは極力、口を出さないようにしている。

　なぜならば、ユーフェリナを指名する客がいて、無用の騒ぎが巻き起こることがあるからだ。

　むろん、やんわりとお断りするのだが、しつこく迫ってくる相手もたまにいて、そういう場合は用心棒の出番となる。

　いつかカユスがユーフェリナの活躍で「仕事が減る」と嘆いたことがあったが、実は逆に以前より用心棒の出番は増えていたりもするのだ。

　娼婦の奏でる竪琴がなまめかしく鳴り響く酒場の隅っこで、ユーフェリナはアデット特製のジュースをちびちび飲みながら、抜け目なく店内を観察していた。

　アデットは金勘定や料理だけではなく、多種の酒を組み合わせる混合酒カクテルを作るのも得意で、客や店の女たちにも好評だ。酒に関しては完全に不調法なユーフェリナのためにも、発酵させたヤギ乳と蜂蜜、果汁を混ぜてとろみのある甘い飲み物を作ってくれる。

　これがまたおいしくて、ユーフェリナの夜の楽しみのひとつになっていた。

「ユーフェリナ、調子はどうだ」

　店の隅で、これまたひっそりと構えていたシグアスが、小さくユーフェリナに言った。

「うん、もうなんともないよ。心配してくれてありがとう」

「面倒そうな客はいないようだ。今夜も適当に抜けて、早く休むんだな」

　シグアスが持ち場に戻ると、今度はアデットがユーフェリナの隣に座って店内をぐるりと見回す。

「今日はウィルガイストさん、来ないんですかね」

「さっきあの男の人と出ていったきり、まだ戻ってないみたいよ。でもおかげで三割損しなくてすむし」

　アデットは大きくその意見に賛同してうなずいてから、好みの女を見つけて階上に上がろうとしている客のところに寄った。

　彼は客から代金をきっちり取るという、重要な仕事を任されている。

　普段はカウンターで酒や簡単な料理を提供したり、他愛のないおしゃべりで女たちを笑わせたりしているが、金を払わない客には容赦がない。あどけなさの残る笑顔で、取るものはしっかり取る。彼でも手に負えない場合は、カユスやシグアスが実力行使で払わせる。ゆえに、取り逃しはほとんどない。

　店は基本的に前払いだが、客が部屋にしけこんだ後は、酒場に残って帳面をつけながら用心棒たちと談笑し、朝になったら追加料金がある場合の精算をこなし、仕事明けの娼婦たちに朝食を振る舞ったりと、アデットは忙しい。

　中性的な顔立ちと、誰とでも気安く話せる性格のおかげか、娼婦たちも彼にはなんでも話す。店の潤滑油のような役割の若者なのだ。


　夜が更けて、最後の客が部屋へ消えると、ユーフェリナは表の看板を外す。基本的に、一晩に一人しか相手をしないように決めているので、手空きの女がいなくなったら、外に向けては店じまいとなる。その作業を終えるとユーフェリナの仕事も終了だ。

　こんな商売をしていても、ユーフェリナはきちんと夜に眠って朝起きるという、規則正しい生活を続けている。

「じゃ、あたしは引っ込むから、あとよろしくね。アデット、シグアス」

「はい、ご苦労さまです。おやすみなさい」

　アデットの陽気な声と、シグアスの「ああ」という短い応いらえを受けて、ユーフェリナは五階まで上がっていく。

　しかし、よりによって客室の最上階に私室を作らなくてもいいじゃないか、と思うわけである。もちろん上へ続く階段は、客が店の女たちといたしている部屋の前を通るわけで、最初の日に聞いたとおり、廊下まで声は筒抜けなのだ。

　フェゼルは客を取るときに私室を使っていたというから仕方ないが、慣れてしまったとはいえ、複雑ではある。

「あたしも寮棟に移りたいな……」

　それを実行しようとはしたのだが、娼婦たちの生活する建物の空き部屋は、いま見習いとして下働きをしている娘たちが出世したときの部屋になる。ユーフェリナがそこに居座るわけにはいかないのだ。

　なるべく耳を塞ぎながら、さっさと部屋に逃げ戻る。最上階のこの部屋だけは音が外に漏れにくいように設計されているようで、ここに篭城してしまえば、階下の声は聞こえない。そうでなければ、毎晩この部屋で眠りにつくことなどできなかっただろう。

　静かな部屋には、明度を落としたランプがぼんやりした明かりを放っているだけで、ほとんど真っ暗闇だ。でも、部屋中にあるランプに火を灯してまわると、本を読むには差し支えない明るさが確保できた。ユーフェリナは暗がりがあまり好きではない。

　誰の邪魔も入らない贅沢な浴室で湯浴みをすませ、濡れた髪を拭いながらベッドの端に腰を下ろしたときのことだ。

　いきなり、背後の空気が動いた。人の気配を感じ、驚き振り返ったユーフェリナを待ち受けていたのは、男の無骨な大きな手だった。

「────！」

　叫び声をあげようにも、うめき声しか出てこない。息を止めるように口を塞がれて、とてつもない力でベッドに引き倒されていたのだ。

　抵抗もできないまま、まるで人形のように転がされる。

　驚愕と恐怖で見開いた翡翠の瞳に、ユーフェリナは信じられないものを見た。

（アディルアデル!?）

　褐色の瞳に燃え盛る、魔性の黒い炎。

　その人物は、ユーフェリナの数倍もある豪腕で首に手をかけ、包帯を巻いた右手で、彼女の頬にナイフの先端を突きつけた。

（なんで!?　どうして……）

　昼間、シグアスに撃退されたあの巨漢だった。街で出会ったときは、魔性の炎などこれっぽっちも浮かんでいなかったはずだ。

　でも、今の彼にはだいぶ魔性化が進んだ、最後の炎が逆巻いていた。まだ、新月までは十日ほどあるというのに。

　ウィルガイストがいつか言っていたように、ユーフェリナの魔女の力が影響を及ぼしたのだろうか。

「この、澄まし顔の雌猫め。貴様が泣き喚いて許しを乞う姿を見ないと気がすまねえ！」

　顎の骨を砕くほどの強さで口を塞がれて、痛いし苦しい。暴れたところで、体重はユーフェリナの数倍はありそうな巨漢だ。

　それに、今は魔性の炎に突き動かされて、人間離れした力を得ている。

　脚の上にのしかかられて、その重量感に骨が軋む。ほとんど抵抗できずにいるうちに胸倉をつかまれると、下着ごと衣服を引き裂かれた。

「んん──っ！」

　悲鳴をあげたくても、きつく塞がれた口から声は出てこない。

　無骨な太い指で剥き出しになった素肌を乱雑に触れられ、嫌悪と恐怖で涙があふれそうになった、そのとき──

「そこまでだ」

「誰の許可を得て俺の女に手出ししてやがる」

　異口異音にふたりの男が言った。

　ユーフェリナが潤んだ目で見上げると、巨漢の背後にシグアスとウィルガイストの姿があり、ふたりはそれぞれの愛剣を背中から男の首に突きつけていた。ちょうど男の首の後ろで、ふたりの剣が交差している。

　示し合わせたような行動でも、彼らの間に協力だとか協調といった、美しい言葉は存在しない。互いに嫌い合っているのがユーフェリナにも明確にわかるくらいだ。

　だが、シグアスの澄んだ夏空色の瞳と、ウィルガイストの昏い緋色の瞳には、怒りとも殺気ともつかない、危険で冷たい光が浮かんでいた。

　性格も性質も何もかも違うふたりに、ユーフェリナは初めて共通項を見つけた。間違いなくふたりとも、敵に回したらこの上なく恐ろしい剣士だ。

　しかし、ウィルガイストに見られるのは当然いやだが、シグアスにまで胸を見られてしまったのはかなり堪えた。一応、これでも清純な乙女のつもりだ。若い男の目に裸の胸をさらされて、平然とはしていられない。

　まったく、泣きたくなる。

　ところが、当の男たちは少女のそんな嘆きなど露知らず、我の張り合いである。

「この始末は俺がつけます。あなたは引っ込んでいてください、ウィルガイスト」

「そっちこそ余計な手出しをするな。おまえ今日は店の用心棒だろ、なんで都合よくユーフェの部屋に来るんだ。覗きか」

「定刻どおりの巡回です！　人聞きの悪いことを言わないでください！」

　ふたりが勝手な言い争いをはじめたのを横目に、巨漢は太い腕を振るって、邪魔な男たちの鳩尾にこぶしを叩きこんだ。

　だが、彼らは結託してでもいるのか、同時に後方へ飛びのく。

　そのままウィルガイストは剣の面を巨漢の横面に叩きつけ、シグアスは逆手に握った剣の柄で、男の頭頂部を強かに打ちつけた。

　それでも巨漢は怯むことなく、手前にいたシグアスにナイフで斬りつけた。何気ない動作だったが、その速度は無視できるものではない。

　用心棒は持ち前の反射神経だけでそれをかわしたが、夏空色の瞳が一瞬、驚いたように見開かれた。

「貴様もぶっ潰してやる！」

　巨漢は唸り声をあげて、ふたたびシグアスにナイフを向ける。ナイフの軌道上の空気を切り裂く音とともに、用心棒の金褐色の髪が数本、宙に舞った。

　昼間の鈍そうな動きとはまるで人が違ったように、巨漢は機敏だった。その体重からは想像もつかない素早さに加え、体格に見合った重たい攻撃をしかけてくる。

　シグアスも顔色を変えないわけにはいかなくなった。

「なんだ、こいつは……」

　思わずそうつぶやいたシグアスに、ウィルガイストがにやにや笑いを浮かべて応じる。

「そいつはアディルアデルだ、用心棒」

「アディルアデル!?　こいつが」

「ひとりじゃ荷が勝ちすぎるってなら、手伝ってやってもいいぜ」

　さっきは手出しするなと言っていたくせに、いつのまに高みの見物を決め込んだのか、ウィルガイストは他人事だ。

　しかし、シグアスは表情でウィルガイストの申し出を退けると、間断なく斬りつけてくる巨漢に向き直った。

「あなたはユーフェリナを。この男は、俺の不始末だ。俺が片付けます」

　見ているだけのユーフェリナでさえ額に汗を滲ませるほどの猛攻を、シグアスはどうにか凌いでいるように見える。が、紙一重でナイフの切っ先を避けながらも、徐々に壁際に追い詰められていく。

　そのうち刃が掠めたのか、シグアスの頬に赤い線が滲んだ。

　ウィルガイストに助け起こされて、とりもなおさず引き裂かれた胸元に布を手繰り寄せたユーフェリナは、彼を振り返った。

「おねがいウィルガイスト、シグアスを助けてあげて」

「それは『契約』か？」

　この期に及んでそういう答えが返ってくるとは。ユーフェリナは本気で腹を立てた。

「……そんなにあたしを抱きたいなら、好きにすればいいでしょ、この薄情男！」

　自棄になってそう叫んだユーフェリナに、ウィルガイストは興ざめした目を向ける。

「投げ売りする程度の身体なら欲しくもないね。悪魔おれが欲するのは、そいつにとって一番大切なものだ。それに──」

　防戦一方に追いやられているシグアスを横目でちらりと眺め、ウィルガイストは薄く笑った。

「悪魔に情けをかけられちゃ、奴だって迷惑だろうよ」

　巨漢の豪腕で窓に押しつけられたシグアスは、苦し紛れなのか、腕を振り回した。その拍子に窓の鍵が外れて大きく外に向かって開け放たれる。

　途端に冷たい風が吹き込んできて、シグアスの短い金褐色の髪を逆立てた。

　そのまま巨漢に押さえられた用心棒は体勢を崩し、背中から外へ向かって落下した。巨漢の身体をつかんだまま、その巨体もろとも。

「シグアスーっ！」

　転がるように窓から身を乗り出したユーフェリナの視界には、沈み込んだ夜の闇だけが広がっていて、彼女の求める人物の姿は見えなかった。

　ここは五階で、下は植え込みもない石畳だ。無事でいられるはずがない。

　ユーフェリナの翡翠の瞳が大きく揺れ、暗闇を強引に見通すように下を凝視する。しかし、そこに見えるのは、ただただ暗黒に彩られた虚空だけだった。

「そんな……」

　唇を噛みしめた瞬間、その視界の隅に動くものを捉え、ユーフェリナはあっと声をあげた。窓枠に指がかかっていたのだ。

　真下を覗くと、シグアスが左手で窓枠にぶら下がって、ほっと安堵のため息をついていた。

「ユーフェリナ、すまないがこいつを預かってくれ」

　シグアスの鋭く青い瞳がユーフェリナの姿を見上げて緩み、右手に握りしめていた剣を差し出した。

「シグアス……よかった」

　用心棒の無事を確かめて、全身の空気を吐き出すようにユーフェリナは深いため息をつき、シグアスの差し出す剣を両手で受け取った。

　だが、それはウィルガイストの剣と引けを取らないほどにずっしりと重たかった。思わず取り落としそうになったが、とっさにウィルガイストが代わって受け取り、難を逃れた。

　利き腕の自由を確保したシグアスは、両手で窓枠に手をかけて、身軽に部屋の中へ飛び込む。その動作はあくまでも機敏で、命からがら助かったという者の挙動ではない。

　もしこれがユーフェリナだったら、恐怖のあまりに心臓は文字通り早鐘、全身で震えてしまい、立っていることもできなかっただろう。

「無事でよかったぁ……」

　シグアスの両腕をつかんだユーフェリナは、安堵に思わず腰を抜かしそうになる。それを支えて、シグアスが自分の羽織っていた上着をユーフェリナの身体にかけてくれた。

　その動作で、自分があられもない格好でシグアスの目の前にいたことを思い出す。

　あわてて胸を腕で隠し、反射的にシグアスの青い瞳をみつめた。

（……今、見られた？）

　肌を見られた気恥ずかしさももちろんだが、彼女の胸には、悪魔の印がくっきりと刻まれているのだ。

　決して人に見せられるものではない。とくに、太陽神イヴァスラードを主神と仰ぐ、ロークリンドの人間には。

　噂によると、シグアスは王国の騎士団にいたというではないか。であれば、太陽神への信仰はごくごく自然に身についているはずだ。

　そんなユーフェリナの心の内を知ってか知らずか、シグアスはいつもと変わらない。

　ウィルガイストは彼を小僧呼ばわりしているが、ユーフェリナからすると八つも年上の立派な大人だ。シグアスの表情からその心の動きを見透かすことは、まだまだ彼女にはできそうになかった。

　しかし、見られたといってもほんの一瞬のことで、部屋は薄暗いし、窓辺なら月明かり以外に光源はない。

　きっと見られはしなかっただろう、ということでユーフェリナは自分を納得させることにした。

「すまなかった、まさかここへ来るとは。俺の誤算だ。最初から始末しておくべきだったな、あの男」

「ううん、始末だなんて、あれだけのことで殺す理由にはならないもん。仕方ないよ」

　こう見えても彼は剣を持つ用心棒だ。物騒なことを淡々と告げる口調はごく自然だった。

「すみません、ウィルガイスト。あなたの手を煩わせるつもりはなかったんですが」

　黒髪の悪魔から剣を受け取り、シグアスはそれを鞘に収めた。

　手を煩わせたといっても、ウィルガイストが手助けしたのは、すべてが終わった後でシグアスの剣を受け取ったことだけだ。

　いつものように、あっさり首を刎ねてしまえば一瞬で終わったのに。

　もちろん、ユーフェリナだって無用に人を殺して欲しいとは思っていないが、あんな目に遭っては巨漢に同情する気になれないし、乙女の柔肌を蹂躙じゅうりんしようとした行為はまったくもって許し難い。

　そしてアディルアデルは、彼女にとっても『絶対悪』だ。

　ふたりが駆けつけてくれるのがもうすこし遅かったらと思うと、ユーフェリナはぞっとして腰を抜かし、床に尻もちをついた。

「ユーフェリナ、大丈夫か？　顔色が悪い」

　言いながらシグアスが屈み、大きな手のひらでユーフェリナの額に触れた。

　その途端、ユーフェリナは悲鳴と吐息の真ん中くらいの声をあげて、シグアスから逃げるように身を引いた。

　触れられた部分の熱が溶け合いそうで、身体の奥底がぎゅっと硬直したのだ。

　手で熱をはかろうとした体勢のまま、シグアスは驚いてユーフェリナを見たし、ユーフェリナも潤んだ翡翠の瞳で穴が開くほど彼をみつめた。

「あ、ご、ごめん」

　気まずい空気が流れたとき、廊下でバタバタとにぎやかな音を響かせ、大きく戸を叩く者がいた。

「ユーフェリナさん！　シグアスさんはいますか！」

「アデットだ」

　抜けた腰をどうにか立たせたが、足が震えてうまく歩けそうになかった。シグアスが見かねて部屋の戸を開ける。

「ああ、シグアスさん大変です！　いつぞやフェゼルさんに追い出された大男が、店の脇の道で死んでて……」

　さすがに人死にがあっては、飄々とした若者も平静を保っていられないようだ。あわてふためいて、それこそ親に助けを求める少年のようにアデットは喚いた。

「わかってる。ユーフェリナの部屋に侵入してきたから、俺が突き落とした。そう大声をあげるな、俺が後始末する」

「そ、そうだったんですか。けど、なんだってユーフェリナさんの部屋に。あんな巨体で壁でもよじのぼってきたんですかね？　あの男、今日は店には来てないはずなのに……」

　興奮気味のアデットを宥なだめながら、シグアスは部屋を出ていった。

　後に残されたユーフェリナは、さっきから無言のままでいるウィルガイストをなんとなく振り返る。

「……どうして剣を使わなかったの」

　そうウィルガイストを詰なじると、彼は肩をすくめて首を振った。

　ウィルガイストにはあの巨漢がアディルアデルだとわかっていたのだから、いつものように首を刎ねてしまえば、あっさりと片付いたはずなのに。

「あんな小物で俺の剣を汚すのはごめんだ」

「──あんたって、そういう奴よね」

　嘆息したユーフェリナは、言葉を詰まらせ顔を伏せたが、たまらずウィルガイストの顔を見上げた。

「あいつ、アディルアデルだった……またあたしのせい？　昼間はなんともなかったんだよ」

「…………」

　ユーフェリナは唇を噛みしめた。いくら相手に魔性化する潜在意識があるからといって、彼女と出会った途端にアディルアデルと化してしまうのでは、それこそウィルガイストの言うように悪魔を増やして歩くようなものだ。

　ユーフェリナと接触しなければ、魔性としての意識は目覚めずにすんだかもしれないのに。

「──あたし、やっぱりリリ＝ランディさんに頼んで、なんとかしてもらう。もしあたしのせいなら、これ以上、アディルアデルを増やすなんて……」

「言っとくが、俺はその話には乗らねえぞ。あんな妖怪、抱くなんてまっぴらだからな」

　身震いしながら、ウィルガイストはユーフェリナの翡翠を見据えて牽制をかけた。

　もちろんユーフェリナには、彼を人身御供に差し出すつもりなど毛頭ないが、この物言いにはカチンときた。

「そんなこと、頼まないよ」

「じゃ、二千ヴェロスをかき集めるために、ここで客でもとるか。ま、おまえさんじゃ一生かかったって無理だろうけどな。ついでに、俺の懐はアテにするなよ」

　この一言で、ユーフェリナの中で何かがブチッと音を立てて切れた。

「──あんたに頼ろうなんて一言も言ってない！　どうせまた契約とか言い出すのはわかってるんだから。なにがあってもウィルガイストにだけは頼まないから安心して。所詮、人の生き死にの重大さが、悪魔なんかにわかるわけがないしね！」

「へえ、そいつは残念」

　せっかくの端整な顔をいやらしく歪めてニヤニヤ笑うウィルガイストの頬を、ユーフェリナは平手打ちにしようと手を伸ばす。

　だが、ウィルガイストはそれを食らうことなく、無造作にかわした。

「やれ、夢見るお姫さまの相手はラクじゃねえぜ」

「うるさい悪魔！　ほんっと、今度という今度はあんたの顔なんて二度と見たくない！　出てってよ」

「その台詞ももう聞き飽きたが、そうさせてもらうか」

　そう言って、さっき巨漢が突き落とされた窓辺に、嫌味なほどに長い脚をかけると、ウィルガイストは軽快に身を翻して出ていった。

「二度と戻ってくんな、淫魔！」

　夜の空にそう叫んでから勢いよく窓を閉めると、ユーフェリナは怒り心頭のままベッドにもぐりこんだ。

　思い出せば思い出すほど、怒りがふつふつと湧き上がってくる。

　やはりウィルガイストとは根本的にソリが合わないようだ。これ以上、あの淫行ぶりを目の当たりにするのも不愉快だし、彼女をわざと怒らせて楽しんでいるような物言いは、ユーフェリナの神経を逆撫でする。

　借金でもなんでもして、次の新月はあの男の力に頼らなくても過ごせるよう、リリ＝ランディに頭を下げよう。最悪でも、イヴァスラード大神殿に忍び込んで新月の夜を明かせばすむ。十八年間をあそこで過ごしたのだ、一晩くらい忍び込める場所はいくらでも知っている。

　とりあえず次の新月の対処法は決まった。

　枕に顔を押し当てると、悪魔ウィルガイストの残り香を鼻先に感じてしまい、ひどく複雑な心境だ。でも、ぎゅっと胸元の布を握りしめれば、それはシグアスの上着である。

　それを思い出した途端、ウィルガイストへの怒りが紛れ、なぜかどぎまぎしながら上着をそっと毛布の外へと追いやっていた。

　抱きしめて眠るのは、とても恥ずかしい気がしたのだ。

　そう、シグアスに胸を見られてしまったのである。日々、豊満な胸の女たちの傍で過ごしているシグアスに、ユーフェリナはさぞや貧弱に映ったことであろう。

　思い返すだけで、叫び出したくなる。

　しばらくベッドの中で暴れていたユーフェリナは、なんとなく身体を重たく感じ、いつしかうとうとと眠りについていた。


　　　＊


　ひどく身体が熱くて寝苦しい。発熱のだるさとは違って、身体の芯が焼けるようだった。

（また、へんな夢……）

　娼婦宿で起居しているせいで、意識が感化されているのかもしれない。毎夜、娼婦たちのあげる嬌声を聞いてしまうので、そちらに意識が引きずられてしまうのだろう。

　ユーフェリナとて年頃の娘だし、致し方がない。

　しかし今夜の夢は、夢を見ていると自分でわかっていても、とてもたまらないものだった。

　大きくあたたかな手のひらが素肌の上を滑り、驚いて声をあげようとすると、シッ──と唇の前に人差し指を当てられ、宥めるように耳たぶを唇で挟まれた。

　首筋に熱い吐息が吹きかけられ、くすぐったさに身をよじると、やわらかい黒髪が頬に触れる。伸びかけた髪がユーフェリナの鼻先をくすぐり、驚いた瞬間にぺろりと頬を舐められた。

（ウィルガイスト──）

　ああ、またあの夢だ。あの女たらしの淫魔が、ユーフェリナに本気で手を出してくることはない。そうとわかっているからこそ、暗闇の中に潜んでユーフェリナの肌を撫でていく彼が、夢だと理解できる。

　それにしても、舌が柔肌を這う感触はあまりにも現実味を帯びすぎていて、鎖骨の線をなぞられた途端、ユーフェリナは悲鳴をあげた。

　彼の舌や指は、確実に彼女を感じさせるために蠢うごめいて、対抗も抵抗も許されない。

　横たわり、硬直してされるがままになっていたら、ウィルガイストの意外に細く繊細な指が、ユーフェリナの小振りな胸を広い手のひらに収めて、そのやわらかな感触を楽しむようにもみしだきはじめた。

（や──ぁんっ）

　いつのまにかユーフェリナは全裸で、男の身体の下に組み敷かれていた。

　劣等感の塊のようなささやかな乳房だけではなく、腹部も白い腿も、うっすらと覆われた大事な場所までもが男の目にさらされている。

「さて、どこから味見してやろうか？」

　耳元で意地悪くささやかれ、ユーフェリナは首を振って目を閉じた。半端に長い彼の黒髪が頬に落ちてくる、その距離感がいたたまれない。

（やだやだ……！）

　のしかかるウィルガイストの身体を押しのけようと暴れるが、彼のたくましい裸体は、微動だにせずユーフェリナを押さえつける。

　絶望的な目で見上げれば、緋色の瞳が薄く笑って迫り、遠慮がちに存在を主張している胸に唇を寄せ、それを舐めて吸い、舌先で嬲なぶりながらやわらかく甘噛みしてきたのだ。

（ぁあっ！　やめ……やあんっ）

　まるで全身を縛り上げられてしまったように身体が動かず、片手でふくらみを弄ばれ、もう一方は唇と舌で舐ねぶられる。

　その熱が身体を伝って芯の部分に火を灯した。

　女の身体を知り尽くしているウィルガイストの手管に、ユーフェリナが感じずにいられるわけがない。深い部分がうずうずと疼き出し、喉が甘い吐息を漏らしはじめる。

（やめなさ──い、淫魔！）

「バカだな、こうされたいんだろ？　夢の中でまで抵抗しなくていいんだぜ、ユーフェ」

（ちが……っ）

　だがそう、これは夢で、ウィルガイストの行為もすべて夢の中の出来事に過ぎない。

　実際に彼がそうしているわけではなく、ユーフェリナの潜在意識の表れなのだ。

「ここでは遠慮も我慢もいらねえんだから」

（そんなんじゃ……っん）

　ふたつのふくらみを、巧みに指先と手のひらで愛撫され、喉に食らいつかれ、首筋が濡れるほどに舌で唾液をなすりつけられる。

　なんとも言いようのない感触に吐息をついた瞬間、ユーフェリナの中に籠った熱が溶け出す場所に、指が移った。

（──っ!!）

　そっと表層部分を撫でられ、通り過ぎた指がまた往復していく。すると、たちまちそこがねっとりと濡れた淫らな音を奏ではじめ、身体が小さく震えた。

　ぐっと喉を詰め、声を封印したユーフェリナを貶めるように、指が小刻みに律動を生み出して、乙女の秘められた場所を何度もなぞっていく。

（は、──ぅっ、あっ！　やぁあん、んっ）

　ウィルガイストの両手は彼女の胸に吸い寄せられているのにどうして──混乱して目を開けると、顔のすぐ横、わずかなカーテンの隙間から射し込む月の明かりに、鈍い、金褐色が輝き映えた。

（シグ、アス……）

　いつの間にか上体を起こされ、シグアスに背中から抱きかかえられていた。

　彼は夏空色の瞳をユーフェリナに向け、その端整すぎる顔立ちにやさしい微笑を浮かべる。

「ここがいいのか？　ユーフェリナ」

　彼女の頬にくちづけながら、撫でるようにユーフェリナのそこを探った。

（んぁっ──ぁ……やっ、ああ！）

　ウィルガイストなら、まだわかる。でも、シグアスは──。

　背中から回された彼のしなやかな腕が、ユーフェリナのそこに伸びているだなんて、いったい自分はどんな夢を見ているのか！

　淫魔に胸を嬲られ、用心棒に秘所を暴かれ、背徳感に責め苛まれながらも、次第に身体が快楽にわなないていく。

　両腕はシグアスの腕に押さえつけられて拘束され、無防備な裸身はウィルガイストの視界に余すところなくさらされていた。

「ユーフェリナ」

　耳元でささやくシグアスの唇がうなじをなぞり、強くユーフェリナの肌に吸いつく。その間、ウィルガイストの舌がへその辺りを食みながら、彼女の膝を押し広げた。

（ま、待っ──！）

　シグアスがユーフェリナの蜜壺を探る手を止めて、丸く白い臀部をまさぐりはじめる。

　すると、それと入れ替わるように、ウィルガイストが大きく開いたユーフェリナの脚の間に入り込み、蜜であふれた裂け目を舌先でぺろりと舐めたのだ。

（ひ、ぁっ！　そ、こは──っ）

　一気に体温が上昇し、身体中が熱く疼いた。

　ウィルガイストが蜜で唇を濡らし、鋭敏になった花芽を舌先で突いてユーフェリナを悶えさせる。

　背中から回されたシグアスの人差し指が、胸の頂を転がしながら、ほのかに桜色に染まった乳房を愛おしそうに愛撫する。

（あ……ぁあ……）

　背中のあらゆる部分にくちづけされ、熱い吐息を吹きかけられて、内腿に指を這わされる。身体中に淫楽の波が押し寄せてきて、男たちの手に身体を預けたユーフェリナは、ついに抵抗をあきらめてしまった。

　二十本の指と、ふたつの舌と唇が息つく暇さえ与えてくれず、ユーフェリナの身体の隅々まで暴いていく。

　彼女の上気して朱に染まった唇からは、男を誘うような甘い悲鳴が絶え間なく漏れ続けた。

　心臓がせわしなく鼓動を速め、ウィルガイストの舌にびくびく反応する割れ目や、シグアスの指を感じてきゅうっと感じる胸は、ますます熱を高めていく。

（んあぁああ！　や……っ、はぁっ、あぁんっ！）

「もっといい声で啼けよ、ユーフェ」

「どこが一番気持ちいいんだ？　ユーフェリナ」

　質の違うふたつの低い声が、代わる代わる耳朶をくすぐり、ユーフェリナからまともな思考を奪い去る。逃げ場のない愉悦に沈められて、身体が張り裂けそうだ。

　淫らに濡れそぼった花唇を、ウィルガイストの指が押し広げる。剥き出しにされた快楽の芯を、やさしすぎるほどに刺激されてのけぞった瞬間、シグアスの舌がユーフェリナの唇を舐め、そっと舌を絡ませてきた。

　下腹部からせりあがる快楽の悲鳴を呑み込まれて、貪るように口の中を犯されていると、経験したことのない淫らな行為に涙がこぼれた。

　気持ちよすぎて、もうどうにでもしてほしくなる。でも、こんな夢を見ていることが後ろめたくもあり、思考が停止してしまう。

（ぅ……んんっ、ふ、う──）

　シグアスの熱い舌に絡め取られ、夢中になって濃密すぎるくちづけに身を任せていると、まるで彼女の気を引くように、ウィルガイストの指がユーフェリナの膣内なかに侵入してきて、感じやすい部位を探すように弄られた。

　無意識に膝を開いて、後から後から流れ出す淫蜜をこぼしながら、ウィルガイストの手技に没頭すると、今度はシグアスの唇と指が張りつめた乳房を撫で、舌で弾き、唾液でどろどろに穢けがしていく。

（──も、もうっ、むり──ぃ！　あ、あぁっ！）

　男たちのもたらす淫虐に涙がこぼれるが、同時にあらゆる場所を責めたてられ、ユーフェリナは緩やかにのぼりつめ、真っ逆さまに突き落とされるように果てた。

「まだ終わりじゃねえぞ」

（は、ぁっ……ほ、んと、もう──おかしくなっちゃう……っ）

「ユーフェリナ、もっと気持ちよくしてやるから」

　だが、火の点いた身体は、男たちに触れられると歓喜するように震える。

　誰かの手に身体を持ち上げられたかと思った瞬間、四つん這いにさせられていた。

　身体の下にシグアスが仰向けになって、乳房を撫でてくちづけてくる。ユーフェリナは、服の上からではわからない厚みのあるシグアスの胸に手を当て、恥じらいに目を閉じた。

　すると、背中からウィルガイストがユーフェリナに覆いかぶさり、内腿に流れるほど淫水をこぼす秘所を愛撫しながら、彼の滾った欲望をユーフェリナの後ろに押しつけてきた。

（おねが──い、もう……やだぁ……っ）

　胸や首筋をくすぐられ、敏感な淫唇をいじられ、身悶えて腰を揺さぶりながらユーフェリナは力尽きてシグアスの胸に額を当てる。

　呼吸が荒く短くなり、頭がぼうっとしてきた。

「どっちのが欲しいんだ、ユーフェ？」

「下から挿れられるのと、後ろからされるのはどっちがいい？」

　答えようもない問いかけに、ユーフェリナは顔を歪めて頭を振ったが、彼らの手がふたたび彼女を絶頂の淵まで押し上げようと蠢動する。

　ユーフェリナの喉は艶めかしい女の声をあげた。

（ふ、ぁ、も……選べなっ、どっちも……！）

　思考力が失われ、彼らのくれる心地の良さにすべてを預ける。

　すると、ウィルガイストの灼熱が後ろに挿し込まれ、ビクッと身体が跳ねた瞬間、下からシグアスの塊がユーフェリナを突き上げた。

（やぁあっ、あんっ！　まって……んっあ、なに──）

　前後を同時に抉えぐられていた。ウィルガイストの両手が胸をわしづかみにし、シグアスがユーフェリナの頬をとらえて、彼女の舌を舌でなぞっていく。

（ぅっ……ぁあっ、あっ──）

　代わる代わる貫かれ、身体中に感じる快楽が一点に向かって集中していき、ふっと強張った身体の力を抜いた瞬間、頭の中が真っ白になり──
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「だめ──ぇっ、あ、あぁああ……っ！」

　そんな自分の嬌声で目を覚まし、ベッドの上でユーフェリナは汗まみれになって硬直した。

　ズクズクと下腹部が疼き、下着の中がぐっしょりと粘ついた蜜にまみれている。

　ベッドに染みついたウィルガイストの残り香と、シグアスの上着の匂いが、このとてつもない淫夢の原因か。

　まだ身体の芯はズクズクと脈打ち、皮膚が熱い。ため息をつくと、それは情交の真っ只中のような甘い吐息に変わる。

　あわてふためいて毛布を撥はね退けると、巨漢に引き裂かれた服から覗く乳房は張りつめ、生々しくも鮮やかな薄紅色に色づいていた。

　驚いて胸を隠せば、布が乳房を擦っただけで妙に上ずった声が出そうになる。

（……あたしって、もしかして……かなり淫乱？）

　ユーフェリナはその上気した面おもてを青くした。こんな場所で生活しているせいだろうか、それともウィルガイストの悪影響だろうか。

　夢を見ただけで、身体がこんなにも火照ってしまうなんて。

　急いでベッドを下りて浴室に飛び込むと、着ていた服をすべて脱ぎ捨て、すっかり冷めてしまった湯船に潜った。

　それは心臓がひっくり返るほどの冷たさだったが、火照った身体を冷やすにはちょうどいい。

　完全に身体が冷え切ってしまうと、ユーフェリナを襲う身体の熱さもすっかり消え失せ、いつもの調子が戻ってきた。しかし、今度はあまりの寒さに震え上がり、逃げるように浴室を出る。

　部屋に戻ると、ベッドに腰かけた全身黒いリリ＝ランディの姿があったので、ユーフェリナは思わず悲鳴をあげそうになった。

　魔術師は出入り自由だとわかってはいても、これは心臓に悪い。

「リ、リリ＝ランディさん、いらしてたんですか」

「魔女どのは、朝から冷水の行でございますか？」

　なんでもお見通し、というように、リリ＝ランディは艶やかな美しい朱唇で薄く笑った。夢の中まで暴かれた心地で、たちまちユーフェリナは赤面し、タオルをぎゅと身体に巻きつけて暖炉の側に寄る。

「昨晩、わたくしを呼ぶ声が聞こえましてな。こうして朝になるのを待って、のこのこ参った次第でございます」

「──あ、あの、あたしリリ＝ランディさんに用事があって」

「そうでございましょう。お気が変わられましたかな？　あなたさまは長くイヴァスラードにいたせいで、本来流れるべき魔力を封じられているようでございます」

「イヴァスラードにいたせい……？」

「さよう、魔女と太陽神は本来、相反する力を持つもの。魔女も大雑把に分類すれば、魔に寄ったものでございますからね。それに引き換え、太陽神は魔を封じ込める力を持つもの。ユーフェリナさまに改めて説くことでもないでしょうが」

　そう、ユーフェリナの身体には悪魔の血が流れているのだ。自分がイヴァスラードによって退治されるべき存在であることを、今さらのように思い返して落ち込んだ。

「一刻も早く魔力を正常に流してやらないと、身体に不調が出はじめる頃合でございますよ」

　不調と思える自覚症状はいまのところなかったが、そういえば昨日、シグアスと別れ際に不快感があったのを思い出す。だが、あれが魔力と関係があるかはわからなかった。

「不調って、どういった……？」

「それは人によって、生活環境によって変わるものでございますから、一概になんとも申し上げることはできませぬが……たとえば夜毎、淫靡な夢を見たり、男に触れられただけで身体が疼いたり」

「────」

　ユーフェリナは完全に固まった。リリ＝ランディの言葉に覚えがありすぎたせいだ。

「そのうち昼も夜も関係なしに、色情狂のように身体が男を求めるようになるといった例もございます」

　これにはすっかり青ざめ、ユーフェリナは自分の身体をぎゅっと抱きしめた。ウィルガイストやシグアスに触れられた途端に身体の芯が熱くなった。昨晩の夢など、極めつきではないだろうか。

　昨日からの出来事が、自分の淫乱のせいではなく、狂った魔力によるものだという事実はユーフェリナを安堵させたが、安心している場合ではない。このまま放っておけば、ますます症状が激化してしまうかもしれないのだ。

「い、今すぐ二千ヴェロスを支払うのは難しいんですけど、なんとかならないでしょうか。ウィルガイストを売ることはできないし、あたしに稼げるお金なんてたかが知れてるけど、でも……！」

「──北の森に」

　リリ＝ランディは、遠くを見透かすように視線を上げ、美しい唇に旋律を乗せた。

「アクロシア北部の森に、遥か太古に栄えた魔女の村がありまする。今はもう住む者もない廃村、村は跡形もなく森に呑み込まれており、常人にはそれを見分けることはできませぬ。ですが、あなたさまならばそれを見つけ出すことが可能なはず」

「魔女の村……」

「さよう。かの森に、魔女の村に伝わる『天眼石てんがんせき』という宝玉が隠されており、伝承によれば、晦つごもりの前二日に姿を現すそうでございます。それを見つけ出してくだされば、二千ヴェロスは結構でございます。あなたさまの魔力を正しく導く手助けをさせていただきます」

「晦の前二日……」

　晦とは月末のことを指し、その前二日となると、ほぼ新月の直前だ。

　新月までにイヴァスラードにもぐりこむ算段を立てておかねば、また魔物がユーフェリナの周囲に現れてしまう。天眼石を探しに行く余裕があるだろうか。

「アクロシアからどのくらいの位置にあるんですか？」

「徒歩でもせいぜい半日でございますから、新月の晩までには戻ってくることができましょう」

　これは渡りに船というものだ。二千ヴェロスを工面したり、ウィルガイストを犠牲の羊に差し出すより、よほど現実的な提案だった。

「行きます！　その天眼石、あたしが取ってきます。詳しい場所を教えてください！」
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　暖炉の前でリリ＝ランディに手渡された古地図を眺めていると、扉のノックと同時に、アンジェリカの声がユーフェリナを呼んだ。

「ユーフェ、起きてる？」

　一瞬、シグアスではないかと思って大いにあわてたユーフェリナだったが、声の主がアンジェリカと知って、魂の底からため息をついた。

　手にした地図を折り畳んで暖炉の上に隠し、ユーフェリナは振り返った。

「起きてるよ」

　扉を開けたアンジェリカは、暖炉の前で寒々しい格好をしたユーフェリナを見つけて目を丸くした。

「湯浴みしたの？」

「うん……ちょっと冷水浴びてた」

　そう言うユーフェリナの白い肌には鳥肌が立っていて、唇は青ざめている。

「なにやってるのよ、まだこんなに寒いのに。震えてるじゃない、ちゃんと髪乾かして。服、適当に出すわよ」

　甲斐甲斐しいアンジェリカに世話を焼かれて、ユーフェリナはようやく我に返った。自分がタオルを巻いただけの姿でいたことを思い出したのだ。

「昨夜は大変だったらしいね。あの男、性懲りもなくユーフェの部屋に忍び込んだんだって？」

「……うん。もう聞いたんだ」

「いつまでも下りてこないから、シグアスがユーフェの様子を見て来いって。なにもされなかった？」

「それは大丈夫。シグアスが……助けてくれたから」

　ウィルガイストは茶々を入れていただけで、助けてくれたのはシグアスだけだった気がするし、昨晩のことを思い出すと、ウィルガイストの名を口にしたくなかった。

「それならよかった、さすがは用心棒ね。でも、あいつがアディルアデルだったって、本当なの？」

「う、ん……」

「最近、アディルアデルが多いね。聖騎士はなにしてるんだろ。新月でもないのに街中に魔性が大勢うろついてるなんて」

　アンジェリカの感慨ももっともだったが、ユーフェリナはぎくりと心臓を縮み上がらせるばかりで、聖騎士を詰る気にはなれなかった。

　ユーフェリナの魔力が及ぼした影響で、その気配さえなかった人物が魔性化してしまった。乱れた魔力の悪影響で、自分の身体に異変が起きていることより、そちらのほうが重大事だ。このままでいたら、もしかしたら目の前にいるアンジェリカだってそうなってしまうかもしれない。

　のうのうと平和に暮らしている自分は、どれほど罪作りな存在なんだろう。

　ユーフェリナが塞ぎ込んでいるのを見て、アンジェリカは昨晩の出来事がよほど堪えたのだと思ったようだ。気遣うようにユーフェリナの肩を叩き、階下へと誘った。

「とりあえず、アデットのスープでも飲んであったまろ？」

「うん」

　ふたりの娘が連れ立って酒場へ下りると、仕事を終えた娼婦たちはもう部屋に戻った後だった。

　うっすらと朝陽の射し込む閑散とした酒場には、シグアスとアデットだけがいた。

「おはよ」

　なるべくシグアスの目を直視しないようにユーフェリナは言い、カウンターのスツールに腰を下ろす。

「昨晩は大変でしたね。もうあの男の死体は片付いてますから、気にしないほうがいいですよ」

　湯気の立つスープをよそいながらアデットは気遣わしげに笑い、ユーフェリナの前にパンと一緒に並べてくれた。

「うん、ありがと」

　あたたかなものを口にして、ようやくユーフェリナも一息ついたが、じっとこちらを見ているシグアスの視線を頬に感じて、挙動があやしくなる。

「調子はどうだ、ユーフェリナ。今日は一日、無理をしないで休んでいたらどうだ」

「う……うん！　そうするよ。シグアスもその、昨日はありがと……」

　平静を装ってはいるものの、悲しいくらいに挙動不審なユーフェリナに、シグアスも思い当たることがあったのだろう。

　彼女の様子がおかしいことについて追求はしてこなかったが、おかげでバッチリ胸を見られてしまったことは否定できなくなった。

　だが、彼女の挙動不審は、それだけが理由というわけではない。

　あんな淫らな夢を見た後で、その本人の顔をまともに見られるはずがないのだ。

　思い出すだけで、心臓が暴走するほど鼓動を速める。そして、胸がきゅっと硬くなり、まだ穢れを知らない清らかな花園に熱い蜜が流れ出した。

（やだ、こんなところで……）

　じわじわと焼けつくようなもどかしさに、カウンターの下で膝を擦り合わせてしまう。シグアスの目にさらされて、視姦でもされている気分だ。

「は……っ」

　吐息が漏れそうになって、あわてて咳き込んでごまかしたが、これ以上ここにいたら、人前でとてつもない醜態をさらしてしまいそうだ。

　ユーフェリナは立ち上がると、パンの皿を手にした。

「ちょっと今、食欲ないみたい。部屋でいただくから、もらっていくね」

「ユーフェ、大丈夫？」

「平気だから！　ごめん、二、三日休むからよろしく！」


　──逃げるようにユーフェリナが去った後で、その場に残された一同はしんと静まり返った。

「……やっぱりあの男になにかされたのかな。様子がおかしいね」

　ぽつりとアンジェリカがつぶやくと、シグアスは首を振った。

「いや、俺のせいか……」

「え、どういうこと？」

「ユーフェリナさんに手、出しちゃったんですか？」

　アンジェリカとアデットの好奇に満ちた視線にさらされて、シグアスは激しく首を振って力いっぱい否定した。

「断じて違う！　ただ──」

　昨晩、ユーフェリナのはだけられた胸を見たことを遠まわしに説明すると、ふたりは「なあんだ」とつまらなそうである。

「気があるならさっさとしちゃえばいいのに、シグアスって奥手？　まさか女知らないとか……」

「俺の目から見ても、触れなば落ちんって感じなのに。シグアスさん、据え膳食わぬは男の恥ですよ？」

「おまえらな」

　無責任に好き放題言うふたりに、シグアスはその整った表情を歪める。

「まあでも……」

　一呼吸おくと、アデットとアンジェリカは異口同音に言った。

「ウィルガイストの女だしね！」

「バカか。そんなんじゃ──俺はただ」

　シグアスは澄んだ夏空色の瞳を睫まつげの下に伏せ、ユーフェリナのささやかなふくらみに刻まれていた、あの禍々しい模様を思い返して口を噤つぐんだ。
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　部屋に逃げ戻ったユーフェリナは、身体の奥底から湧き上がる熱を持て余して、床の上にぺたりと座り込んでいた。

　一度火がつくと、鎮火するのは難しいのだろうか。もうシグアスの目から遠く離れたというのに、彼女の蕾は下着の中でしとどに濡れそぼり、ねばつく蜜が内腿を伝ってあふれだしてくる。

　思わず胸をかき抱けば、敏感になった胸の頂が擦れ、ユーフェリナは切ない声をあげた。

「……ぁんっ……ヤダ……どうしよ……っ」

　抑え込んでいないと、何かが弾けてしまう恐怖に囚われ、ユーフェリナは身体を強く抱いた。

　敏感な部分がドクドクと脈打ち、あふれだした蜜が膝裏まで流れ落ちて、なんとも淫靡な光景を作る。

　ウィルガイストがいなくて本当によかった。こんな姿を見られでもしたら、もう生きていけない。

　そう思う反面、あの淫魔に身体に触れて欲しい──昨晩見た夢のように──くちづけて、めちゃくちゃに犯してほしいという、普段のユーフェリナにはありえない欲求が次々と脳裏をよぎった。

　そのたびに、とろりと熱を帯びた感覚が新しく生まれる。

　とにかく、この惨状を収拾させなくては。その一心でユーフェリナは浴室に飛び込んだ。

　脱いだ下着はすっかり濡れて重くなり、正視に堪えない状態だ。だが、服を脱いで裸身になった途端、力を失って大理石の床の上にへたりこんでしまった。

　とにかく繁みの奥が熱かった。とろとろとした透明の蜜は間断なくあふれ、物欲しげに腰が揺れてしまう。

「ぁっ……誰かぁ、どうにか……してぇ……っ」

　これが乱れた魔力のもたらすものなのだろうか。自分の意思とは裏腹に、身体は新しい刺激を欲して震え立つ。

　夢の中で、シグアスの指が触れたことを思い出し、ユーフェリナはかあっと頬を染めた。でも、震える指はあの夢をなぞるように、秘所へそろそろと伸びていく。

「あ……っ」

　熱く濡れた、やわらかな肉に自分の指が触った瞬間、身体がびくりと跳ね、ユーフェリナは四つん這いになって甘い声を喉の奥から漏らした。

　甘美な疼きに悦ぶ身体と、快感を求めて自分に触れる背徳感に責め苛まれて、翡翠の瞳に涙が滲む。

　しかし、押し留めようとする自制心は効かなかった。

　快楽の味を知ってしまった身体は、彼女の細い指を吸い寄せ、奥底にひっそりと息づく蕾に刺激を与えるように狂おしく命じる。

「んっ、ああ……っ！」

　その瞬間、恥ずかしいとか、後ろめたいとか、理性と呼べるものが一気に弾け飛んだ。

　熱を発する秘裂を指で擦ると、すっかり濡れ滴った部分がぐちゅっと遠慮がちな、でもいやらしい音を立ててぬめった。

「はっ……ぅん……」

　熟れきった蕾は、指で撫でるたびに激しい快感を生み、ユーフェリナの身体を上気させた。

　乳房は痛いほどに張り、淡い桃色の乳首に触れれば、そこも淫楽の波を生んでユーフェリナを快楽の底に突き落とす。

「お……おかしくなりそうっ……ああッ……んう、ふ……」

　内腿もふくらはぎも、手までべっとりと愛液にまみれ、自涜行為に我を失いつつあるユーフェリナだったが、ほんのわずか正気を取り戻した。

　黒靴を履いた、誰かの足先が視界に飛び込んできたのだ。

「や……！」

　こんな浅ましい姿を見られてしまった。それは年頃の娘にとっては、死に値するほどの恥辱だ。それなのに、彼女の指は執拗にそこを嬲るのをやめない。

「……やだ……は……っ、あぁっ……んんッ」

「すこし、強烈だね」

　そう言って、黒い靴を履いたままの人物はユーフェリナの傍へ歩み寄ってきた。

「……見ないで……！」

　ユーフェリナの滲んだ視界に映るのは、黒い外套がいとうを羽織った、見たことのない若い男の顔だった。さらさらしたなめらかな金髪を、うしろでひと括りに結っている。

　彼女の翡翠の瞳よりもすこし濃い、砂金石アベンチュリンの色をした瞳は理知的で、ひどく賢そうに見えた。その瞳の色に見覚えがある気はしたが、こんな異常な状況で記憶を遡ることはできない。

　まだ少年っぽさの残る顔立ちは、非常に整っているにもかかわらず意地悪そうで、歪んだ笑みを口許に絶えず浮かべている。

　まるで、悦楽に溺れて理性を失ったユーフェリナを、嘲笑っているようだ。

「このままじゃ、色狂いになっちゃいそうですね」

　若者はユーフェリナの前にしゃがみこむと、震える白い肩を両手でつかみ、自分のほうへ引き寄せた。

「いやっ！　ウィル……っ、ウィルガイスト……！」

「呼んでも無駄。俺はただの人間だから。彼が悪魔の臭いを嗅ぎつけてくるのは、事実上、不可能ですよ。それに、こんな姿を彼に見られたくないでしょう？」

　若者は、ウィルガイストが魔性アディルアデルで、彼女がその契約に縛られているのを知っているのか。

　淡い桃色に色づいた胸に──そこにくっきりと刻まれた悪魔の印をなぞられ、じっと砂金石アベンチュリンの瞳で見据えられると、ユーフェリナはまったく身動きすることができなくなった。

　だが、全身が過敏になっているせいで、悪魔の印をなぞられると強すぎる快楽の波に呑まれてしまう。どうにもならない狂おしい快感に、大粒の涙がこぼれた。

　金髪の若者は、身動きもできず半開きになったままの彼女の唇に、そっとくちづける。まだ誰の唇も知らない聖域に、若者は無遠慮に舌を這わせ、無理矢理こじあけて口内に忍び込んできた。

「んっ……ぅ！」

　すると、また新たな熱が生まれ、秘所の奥を濡らす。

　抵抗の意思と、このまま蹂躙されてしまいたいという欲望に板挟みになっているうちに、男が何かの塊を彼女の口の中に移した。

　驚く間にユーフェリナの喉はそれを嚥下する。

「……なに……したの」

　青ざめた少女に、彼は薄く笑うだけだ。立ち上がると、もう用は済んだとばかりに外套の裾を翻し、浴室を出ていってしまった。

　呆然とそれを見送ることになったユーフェリナは、しばらくして震えながら肩の力を抜いた。何が起きたのかよくわからなかったが、さっきまでいくら宥めても宥めようがないほど火照っていた身体が、落ち着きを取り戻したのだ。

　正気に返って改めて自分の姿を見下ろし、これまでにないほど落ち込んだ。

　なんという姿で、なんということをしでかしてしまったのか。

　自分だけの秘め事だったとしても、初心な少女には耐えられないほどの背徳行為だというのに、あの見知らぬ若者にどこから見られていたのか……下手したら一部始終を見られていたかもしれない。

　しかも、成り行きとはいえ、まだ接吻キスさえ知らなかったのに、あんなあやしげな男に唇を奪われてしまったのだ。

　ユーフェリナはすすり泣きながら、汚れた身体を流し、のろのろと着替えるとベッドに突っ伏した。

　しばらく何も考えたくなかった。思い返せば思い返すほど、絶望感にうちひしがれてしまう。

　こうして夢とうつつを彷徨いながら、重たいまどろみに身を委ねていたが、いつしかどっぷりと深い眠りに誘われていたようだ。


　──突然我に返ると、ユーフェリナはガバッと身体を起こした。

　窓を見ると、外は夕方の橙色に染まっている。どうやら日中を寝て過ごしてしまったようだ。

　でも、昨晩のように淫らな夢を見ることはなく、すっきり眠りから醒めた身体に異変は感じられない。あの男に何かを呑まされたが、今のところ、それで不都合が生じている様子もない。

「でも、あいつ……誰？」

　今さらのようにユーフェリナは若者の顔を思い浮かべた。ほとんど顔は覚えていないが、まるで馴染みのない容姿だったことは記憶に鮮明だ。

　印象に残っているのは、混じりけのない純粋な金色の髪に、貴族的な容貌だったということだけ。自らを人間だと言っていたが、ここへ易々と侵入してきたことを考えると、リリ＝ランディのように魔術師かもしれない。

　あの出来事を思い出すだに、その場で暴れて大声で叫びたい衝動に駆られたが、少なくとも顔見知りの誰かに見られたわけではない。

　ウィルガイストやシグアスに目撃されていたら、自害したくなるほど恥ずかしい事件だったが、それに比べれば、誰とも知れない若者に覗かれたくらい──そう無理やり自分を納得させ、犬に噛まれたくらいに思って忘れることにした。

　もちろん、すっかり忘れてしまえるほど単純ではないが……。

（もう他人に翻弄されるのはたくさん！　ちゃんと魔力を正して、せっかく魔力があるなら、それを有効活用する手段を手に入れなきゃ）

　身に危険が迫ったとき、ある程度は自力で対処できるようにならなければ、それこそウィルガイストにおんぶに抱っこだ。このままでは、いつまでもあの淫魔から逃げることができない。

　そう決意し、リリ＝ランディから渡された古地図をユーフェリナは手に取った。

　いつの時代のものだろうか。羊皮紙は傷みが激しく、ところどころインクも掠れているが、アクロシアと思われる街の北部に森が描かれ、大雑把な目印がつけられている。

　照らし合わせるための、新しい地図が必要そうだ。明日は天眼石を探しにいくための準備をしよう。

　とりあえず、今朝みたいなことになっては困るので、シグアスにだけは見つからないように。


　　　＊


　翌朝、普段どおりに仕事明けの娼婦たちと朝食を共にし、何事もなかったように、これまた普段どおりに振る舞い、行動した。

　アディルアデルが侵入したことや、ユーフェリナが不調ということを色々な人物から聞かされていたカユスが、心配して声をかけてくれたが、彼女はいつもの調子で軽く往なす。

　少なくとも、アデットやカユスの前で身体に異変が起きることはないようだ。昨晩も変な夢を見ることなく、むしろ体調は良好だ。今、目の前にシグアスがいても、昨日のようなことにはならないと自信をもって言える。

（もしかしてあの男に呑まされたのって、薬かなにかだったのかな）

　考えてみれば、あの屈辱的なくちづけの後ですとんと身体が落ち着いたのだ。ほとんど理性を失って悦楽に浸っていたのが、嘘のように正気に返ることができた。

　そうだとしても、ありがたがる気にはなれなかったが……。

　いくら狂った魔力のもたらした結果だとしても、人生最大の恥部ともいえる場面を他人に見られてしまったのだ。

　なるべく忘れる方向に持っていこうとしているのだが、ふとした瞬間に思い出しては、頭を抱えて喚き出したくなる。

「どうしたんですか、ユーフェリナさん」

　ユーフェリナが酒場の隅で、ほうきを片手に顔を赤くしたり青くしたりしていると、食器を拭いていたアデットが不思議そうに首を傾げる。

「もしかしてこないだのこと、気にしてるんですか？」

「……こないだのことって？」

　アデットの語り口にまったく心当たりがないユーフェリナは、今度はこちらが首を傾げ返した。

「ですから、シグアスさんに胸を見られたことですよ」

「え、ええっ？　なんでそんなこと知って……」

　確かにそんな事件はあったが、なぜアデットがそれを知っているのか。驚きに目を丸くすると、彼はにっこり言った。

「いえね、昨日のユーフェリナさんがあんまり挙動不審だったから、どうしたんだろうってアンジェリカと話してたんですよ。そしたらシグアスさんが、俺のせいだろうって」

「…………」

「でも大丈夫ですよ。シグアスさんは堅物そうに見えて、結構遊んでると俺は思いますから、女の子の裸なんて見慣れてるだろうし。だって、こんなところで働いてるのに、ちっとも動じないんですからね。不能じゃなければ、毎晩あんな声を聞かされて、勃たないわけないですよ。あ、でもカユスさんは別物ですけどね、この宿のえっちの先生みたいな人ですから。俺なんかもう、毎晩、宥めるのに必死で……」

　彼なりの気遣いなのかもしれないが、心情的配慮デリカシーというものがまったくない。ユーフェリナは頬をひきつらせてそれを聞いていた。

「というわけで、ちょろっとはだけたくらいじゃ、見たうちに入りませんて」

「……そうだね」

　ユーフェリナは遠くを見透かすような目でうなずき、がっくり肩を落とした。

　少なくとも、シグアスの女遍歴など知りたくもない。


　そんな平和なやりとりがあり、昼前には酒場は無人になった。

　ユーフェリナは少々、精神的に傷を負いながらも、昨日のアレに比べれば──と、気を取り直し、アクロシアに出かけることにした。

　例の天眼石を探しに行くまで、あまり日がない。晦の前二日ということは、あと一週間を切っている。ぎりぎりに出かけて迷っては困るので、遅くてもさらに二日ほど前には魔女の廃村とやらに出かけ、場所の見当をつけるつもりだ。

　歩いて半日なら、早朝に出かけて日中いっぱいを使って場所を確認し、夜になる前に戻る。この過程を幾度か重ねる予定だ。あまり長期で店を空けると言い訳が面倒だし、見知らぬ森で不必要に野営なんて、ユーフェリナもしたくない。

　人目を忍んでこっそり店を出ると、アクロシア周辺の詳細地図を探すことにした。

　イヴァスラード大神殿の図書館へ行けば、地図などいくらでも閲覧することができるが、やはり正面からは入りづらい。街の書舗へいけば地図くらい売られているだろうが、精度には欠けるかもしれない。信頼のおけそうな地図を手に入れるのは、なかなか難しい。

　何軒かの書舗を覗いてみたが、広域の地図はあれど、意外と近隣の地図は扱いがない。どこへ行っても、イヴァスラード大神殿へ行くように勧められる結果に終わった。

「やっぱり神殿に行くしかないか……」

　図書館の司書は、ユーフェリナの顔見知りばかりだ。変装したところで、どれほどごまかしが効くか……。

　街中に突っ立って思案に暮れていたところ、いきなり背後から肩を叩かれて、ユーフェリナは飛び上がった。

「わっ！」

「どうしたんですか、ユーフェリナさん」

　振り向いた先でアデットの能天気な青色の瞳と出会って、ユーフェリナは肩の力を抜いた。

「なんだ、アデットか。驚かさないでよ」

「誰だと思ったんですか？　ははあ、シグアスさんですか？　ユーフェリナさんもやっぱりシグアスさんが好きなんでしょ？」

　出し抜けにそんなことを言われて、話の展開についていけないユーフェリナはぽかんと口を開けた。

「アデットまでそんなこと。そんなんじゃないって」

「そうなんですか？　美男美女でいい組み合わせじゃないですか。あ、もしかしてウィルガイストさんに義理立てしてるとか？」

「はぁ？　なんであたしがあの淫魔に義理立てする必要があるの」

「だって、彼の女なんですよね？　実はウィルガイストさんってすごい支配魔で、ユーフェリナさんが他の男に接近すると怒り狂うとか、そういう感じですか」

「違います！　あたしとウィルガイストは個人的にはなにも。あいつが勝手に人を自分の女呼ばわりしてるだけよ。こっちだって迷惑してるんだから」

　まさか本当のことを言えるわけもなく、結局いつもお茶を濁して否定するしかないのだが、アデットは何か言いたげにニヤニヤするばかりだ。

「まあいいや。それより、こんなところでなにしてるんですか？」

　最初にその質問がくるのが自然だろうに、なぜ無関係な話から会話が進むのか、いささか理解に苦しむ。

「ちょっと地図を探して……」

　うっかり口をすべらせてから、ユーフェリナはあわてて口をつぐんだ。へんてこりんな話題からようやく脱したと思って、ついつい本当のことを言ってしまった。

「地図？　なんの地図ですか？」

「え、ええと……アクロシア周辺の……その、北のほうのね、どこかの村に……そう、あたしのおばあちゃんが住んでるの！　で、訪ねてみようかと思ってるんだけど、詳しい場所がわからないから、それで……」

　口をついて出た作り話に、どれほど信憑性があるだろうか。口に出してからアデットの反応を窺うが、彼はあっさり納得したようだった。

「へえ、ユーフェリナさんのおばあさんですか。アクロシアの北のほうに村なんてあったかなぁ」

「……う」

「まあでも、俺もよく知らない村とか町、結構あるんですよね、あの辺。地図ならうちにいっぱいありますけど、見にきたらどうですか」

　詳しく聞いたことはないが、アデットの家はアクロシアでも名の通った商家らしい。荷の運搬やら外国との交易なども手がけているようだから、周辺地図などいくらでも所有しているだろう。

「でも、いいの？」

「別に地図見るくらい、減るもんじゃなし。俺、今から帰るところなんですけど、一緒にきます？」

「ほんと？　うん、見せてもらえると助かる！」

　まったく想定外ではあったが、ユーフェリナはアデットと肩を並べてアクロシアを歩くことになった。アデットは店に自室があるが、週に何度かは実家へ帰るのだ。

「アデットのおうちって、商家なんだよね」

「ええ、曾じいさんの代から手広くやってるみたいですよ。食料品とか、薬草なんかもね、郊外にでっかい土地があって栽培したりしてて。うちの親父と下の兄貴は薬師もしてて、薬売ったりとかもしてるんです」

「へえ、そうなんだ。アデットは家を継いだりしないの？」

「俺には兄がふたりもいて、家は兄貴たちが切り盛りしてますから。それに、人が作ったものを続けていくのって、おもしろくないじゃないですか。いつか独立して、自分で商売したいと思ってるんですよ。だから、今はひたすら貯蓄。ユーフェリナさんにはいっぱいもらってて、ありがたいですよ」

　普段、店にいるだけではなかなか聞けない話だ。調子のいい口の軽い青年だと思っていたが、なかなかしっかりしているではないか。

「そうなんだ。独立したらなんの商売をするの？」

「まだ未定。女の子集めて自分で娼館やるのもおもしろいかもって、最近思ってんですけどね。でも、自分がしたくなっちゃうかな」

　せっかく感心したのに、結局、話はそちらへ逸れるらしい。ユーフェリナが曖昧に笑っていると、アデットはそれを見て吹き出した。

「ユーフェリナさんっておもしろいですね。なんでそんなウブなのに、娼婦宿の経営者なんてやってんですか？　ストレスたまりません？」

「──まあ、結構ね」

「そんなユーフェリナさんにお勧めの薬がありますよ。ほら、ここが俺んちです」

　そういって示されたのは、白亜の城と見紛みまがう巨大な宮殿だった。イヴァスラード大神殿にさえ引けを取らないような、立派な石造りの建物だ。

「え、これ、家なの？」

「そうですよ。最近建て増ししたとかで、この母屋と、別棟が三つほど」

「…………」

　門番に「彼女、僕の雇い主だから」と気軽に紹介すれば、門番たちはあわててユーフェリナに最敬礼をした。

　狼狽しながらそれに頭を下げて門をくぐったが、正面玄関にたどりつくまで、どれほど歩いただろうか。

「アデット……これ、個人の家の域を出てるよ……」

「まあ、家族九人が住むには広すぎますけどね、店の手伝いしてくれてる人とか、メイドとか、もうたくさん人が出入りしてますから。これでも手狭らしいですよ」

　アデットの実家は想像をはるかに超えた繁盛ぶりのようだが、中に入れば太陽神の信者らしく、どこかイヴァスラード大神殿と似たところがあって、ユーフェリナの驚きも多少は緩和された。

　彼女とて、世界で有数といわれる神殿で生活していたのだ。巨大で荘厳な建物には耐性がある。

「ね、ここってもしかして、あの有名なノドワール商会……？」

「そですよ。有名かどうかは知りませんけど」

　イヴァスラードでずっと過ごしてきたユーフェリナでさえ知っている、有名な商家の名前だ。噂によれば、各国の王室相手にも商売しているとかなんとか。

「地図の部屋はこっちです。どうぞ」

　いくつか階段をのぼって廊下を曲がり、案内された部屋は、ユーフェリナの私室ほどの広さの、絨毯敷きの部屋だった。壁に大きな美しい世界地図が掲げられ、書棚には額に入れられた地図がずらりと並んでいる。

　抽斗ひきだしの中にも地図がたくさん収めてあるようだ。

「アクロシア周辺の地図はこのへんの棚だったかな」

　ぶつぶつ言いながらアデットは抽斗をひっくり返し、アクロシアの地図を引っ張り出す。

「詳しそうなのはたぶんこれですね。最近、改訂されたばっかりみたいだから、最新版だと思いますよ」

　部屋の中央に据えられたテーブルに何枚かの地図を置いて、ユーフェリナに指し示す。

「北の集落が描かれてるのはこれと、こいつかな」

　ユーフェリナの目は、素早く森の周辺が書かれている地図を探す。すると、森の北西部にわりと大規模な村が存在することがわかった。

「……おばあちゃんち、これかも」

　ユーフェリナが指さすと、アデットはその地図を丸めてユーフェリナに手渡した。

「どうぞ、持っていってください」

「え、でも……」

「だって、描き写した地図じゃ、精度に欠けるでしょ。どうせ複写なんていくらでもありますから、一枚くらい持っていっても大丈夫ですよ」

「……ありがとう！」

　今日、アデットに出会えたのは僥倖だった。これだけ詳しい地図なら、どうにか森までたどりつけそうだ。

「いいんですよ、ユーフェリナさんにはよくしてもらってるし。いつ出かけるんですか？」

「うん、今週末くらいかなぁ……でもみんなに言うと心配されそうだから、内緒にしておいてね。ちょっとおばあちゃんに会ってくるだけだから」

「シグアスさんなんか、ついてきそうですしね」

　アデットはひとしきり笑ってから、突然、何かを思い出したように手を打った。

「あ、そうそう、ユーフェリナさんにいい薬があるんですけど、どうですか。せっかく来てくれたんだから、お安くしときますよ」

「薬？　あたしべつに、どこも悪くないけど」

「でも、あんな商売しててストレスたまってるって言ってたじゃないですか。これを飲めばすっきりしますよ」

　そう言って取り出したのは、濃い青色の小瓶で、中には色のわからない液体が入っていた。

「これ、レンフィアっていう薬草を煎じた薬なんですけど」

「レンフィア……聞いたことないなぁ。どういう効能があるの？」

　神殿でも薬草の栽培はしていたので、ユーフェリナにも多少の知識はある。薬が必要とまでは思わないが、興味本位で聞いてみたら、アデットは罪のない笑顔で言った。

「女の子をトロっトロにしちゃう媚薬でーす。味もとっても甘いんですよ。これを飲んでシグアスさんの前に出てみたらいいですよ。身体中が疼いて、自分から『抱いて！』って叫んじゃうかも。シグアスさんがたとえ不能だったとしても、一発で落ちますから」

　昨日の醜態を思い出し、ユーフェリナは一瞬にして青ざめた。こんな薬を飲まなくても、乱れた魔力のせいで、いつそうなってしまうかわからない危険を秘めている。

「そ、そんなのいらないわよ！」

「そうですか？　残念だな。これすっごい高価で、貴族のご夫人方にはとっても人気のある商品なんですよ。希少品だからあっという間に売り切れちゃいます。ユーフェリナさんの乱れた姿、たぶんシグアスさん気に入ると思うんですけど。これ飲んでやっちゃえば、もうふたりの間にわだかまりもなく、気まずい空気もあっさり解消」

「アデット！」

「はは、そんな目くじらたてなくても、冗談ですって。地図のお礼なら、キスひとつでいいですから」

　そう言って、アデットは素早くユーフェリナの唇に自分の唇を重ねた。

　だが、ほんの一瞬掠めた程度で、彼女が動じる暇もないほどだった。

「うん、役得役得」

「ちょ──っと！」

　今さら唇を手で押さえたところでどうしようもないが、ユーフェリナは抗議の声をあげないわけにはいかなかった。

「まあいいじゃないですか、キスのひとつやふたつ。減るもんじゃありませんから」

　すっかりアデットに振り回されている。ユーフェリナはむくれながらも、なぜかこの若者を憎めず、肩をすくめた。

　男に唇を奪われたという気はせず、飼い犬か何かに鼻先を舐められた気分だ。

「あのねえ、アデット。お店でこういうことしないでよ」

「わかってますって。ウィルガイストさんやシグアスさんの目の届くところでこんなことしたら、俺なんか命がいくつあっても足りませんからね。でも、知ってます？　ウィルガイストさんって事の最中でも絶対にキスはしてくれないらしいですよ。ユーフェリナさんは、したことあります？」

「ありません！　もぉ……」

　それは以前にも誰からか聞いたことがあったが、あまりユーフェリナに必要な情報ではない。

　終始、翻弄されて軽く疲労を覚えたが、相変わらずアデットは飄々としている。一体、どこからどこまでが冗談で本気なのか、ユーフェリナに知る術はないようだ。

「せっかくだからお茶でもしていきますか？」

　そう言われて迷ったユーフェリナだが、首を横に振ろうとした瞬間、アデットが甘い誘惑をしかけてきた。

「昨日、外国の荷物がたくさん届いて、珍しい茶葉とかお菓子がたくさんあるんです。ほとんど貴族相手の商売品だから、なかなか下々の口には入らないんですよ。今日は天気がいいから、そこの中庭で噴水でも眺めながらどうです？」

「……い、いただきます」

　そんなわけで、今日はアクロシア近郊の地図を手に入れただけで、天眼石探しの準備は終わってしまった。

「ま、詳しい地図が手に入ったんだから、充分進歩よね」

　おみやげにたくさんもらったお茶菓子に満面の笑みを浮かべながら、ユーフェリナはそう反省して今日一日を締めくくった。



	
			第３章　暗闇の幻惑

　夜更けの森を迷うことなく進むと、落ちた枝や枯葉を踏みつける音だけが暗黒の空に吸い込まれた。

　道など存在しない自然の森を、ウィルガイストは一切の躊躇もなく奥へ奥へと進んでいく。

　さっき、ユーフェリナをからかいすぎて部屋を追い出されたウィルガイストは、娼婦宿にしけこまずに、かなりためらった挙句ではあったが、まっすぐこの暗い森へとやってきた。

「おい、目晦ましはその辺にしておけ。てめえが呼びつけたんだろ、望みどおり来てやったぞ」

　目の前の闇に向かってそう告げると、辺りの木々がまるで返事をするようにざわざわと揺らめく。やがて、森の奥にぽっと小さな明かりが灯った。

　ウィルガイストはその明かりを目指して歩を進める。やがてたどり着いたのは、一軒の掘っ立て小屋だった。

　乱暴に戸を開くと、粗末な造りとは裏腹に部屋の中は広く、獣の皮の絨毯が敷かれ、壁にはあやしげな薬瓶や石、動物の剥製などが所狭しと飾られていた。

　こちらに背中を向けている家の主の前には、大人の両手ほどの大きさをした、縞模様の瑪瑙めのう球が置かれている。

　家主はそれに手を翳して、まるで占いでもしているようだ。

「おい」

　家主は椅子に腰かけたままでウィルガイストを振り返り、ニッと赤い口の端を吊り上げて笑った。

「まあ、ウィルガイスト。こんなに早く来てくれるとはねえ。それほど魔女の目が欲しいのかい？」

「胸糞わりぃな、悪魔女が」

　不機嫌を隠そうともせず、戸に足をかけたままウィルガイストは言い放ったが、視線は家主──リリ＝ランディの上から逸らした。

「おやおや、本物の悪魔がよう言うた。どうせ魔女どのの魔力にたまらず逃げ出してきたんだろう？　じゃが、あの娘の魔力を正しく整えても、おまえさんの逃げ回る理由は解決せんよ、シヴァドール」

「うるせえ、余計なお世話だ」

「ほほ、噛みつく顔も悪うないぞ、ウィルガイスト」

　苛つきながらウィルガイストは牙を剥いたが、リリ＝ランディはまるでお構いなしで、世界中の男を蕩かせてしまう、艶あでやかな笑みを浮かべた。

　相反して、ウィルガイストは無感動に鼻に皺を寄せる。

　甘い香をまとったリリ＝ランディは、たくましい肩にしなだれかかり、微笑をたたえたまま彼の服をはだけた。

　鍛え抜かれた肉体が現れると、リリ＝ランディはそれを眺め、悦に入りながら悪魔の紋様が刻まれた右肩を舐める。

「てめえ、わかってんだろうな。これは契約だ。違たがえでもしたら……」

「嘘などと。わたくし、あの魔女どののことはたいそう気に入っているからね。それにシヴァドールに殺されるなんて、ぶるぶる、おそろしや、おそろしや」

　言いながら彼の上半身を完全にはだけ、下衣を寛げると、男の楔くさびに手を伸ばす。

「その二枚舌はさっさとしまえ」

　ウィルガイストは、下半身をまさぐろうと伸びてきたリリ＝ランディの手を払い、その身体を無造作に抱き寄せると、部屋の奥に据えられていたベッドに放り出した。

　胸元の大きく開いた黒いドレスを引き裂くと、豊満な胸が露わになり、リリ＝ランディは舌なめずりする。

「こういう趣向かい？」

「てめえみたいな化け物を抱こうってんだぜ。苛ついてんだ、いいから黙ってろ」

　なめらかなリリ＝ランディの肌に歯をたてると、彼は女魔術師のまとう服を剥ぎ取った。ドレスの下は何もまとっておらず、はちきれそうな女の肉体がいきなり目の前に現れる。

　その手に余るほどの乳房を鷲づかみにして口に含むと、リリ＝ランディは歓喜の声をあげた。

「あぁ……くちづけはしてくれないの？」

「誰がそんな気色悪いこと。頼むからしゃべらないでくれ、絞め殺したくなる」

　獰猛に牙を剥き、リリ＝ランディの首筋を舌でなぞる。その感覚にぶるりと震える魔術師の身体に、ウィルガイストはさらなる刺激を与えていく。

「わたくしを殺したら……っ、あの娘の魔力は暴走して……はぁっ、若い男の身体は、荒々しくてたまらぬな……んんっ」

　前置きもなく、悪魔の指が彼女の裂け目に伸びた。まだ事がはじまったばかりだというのに、そこは期待にしっとりと湿り、彼の指が触れるとさらに湿度を増す。

「ただの欲求不満のババアってわけか。至高の魔術師が聞いて呆れら」

　ウィルガイストの長いとも短いともいえない髪が肌に触れると、それだけでリリ＝ランディの身体はびくびくと跳ねた。

　胸の頂は立ち上がり、悪魔の舌に嬲られるたびにたわわに揺れて、男の目を釘付けにする。

　しかし、ウィルガイストはさしたる感動も覚えず、まるでそれが仕事でもあるかのように触れ、敏感な場所を見つけ出しては機械的に刺激していく。

　乳首を甘噛みすると、リリ＝ランディはウィルガイストの髪の中に指を入れ、身体を揺さぶる。女にしては大柄だが、ウィルガイストの男らしい筋肉質な身体と比べれば、か弱い娘と称しても違和感はなかった。

　豊かに肉のついた腰を撫で、舌で下腹を舐める。黒い繁みの中からあふれた粘液が、揺れるランプの炎に淫らに光った。

　ウィルガイストの指は間断なくリリ＝ランディの花唇をなぞり、こねまわし、子宮へと続く入り口をゆるゆるとまさぐる。

「……ッひあぁっ！」

　リリ＝ランディは大きく脚を開き、勿体つけるようなウィルガイストをさらに奥に導こうと腰を揺さぶった。しかし、彼は意地悪く入り口の浅い場所を行きつ戻りつで、リリ＝ランディの望むとおりに動きはしない。

「ふぁっ……んはぁ……っあっ！」

　指で弄びながら硬く尖った胸の頂を舌で嬲り、唾液を絡めていくと、リリ＝ランディは喉の奥から甲高い声をあげ、その細腕をウィルガイストの背中に回した。

「いやぁ……焦らさないで……」

「小娘みたいなこと言ってるじゃねえか。そういう趣向か？」

「はぅんっ……だ、だって……おぬしの身体は、甘美で……っ」

「淫乱ババアめ、まだなにもしてねえのに、ひでえ有様だな、至高の魔術師どのよ？　まるでお漏らしでもしたみてえに」

「ああっ……っひぁんッ！」

　蜜のまとわりつく指を巧みに動かすと、魔術師の身体は若い娘のように素直に反応し、ウィルガイストに苦い笑みを浮かべさせた。

「おねがいっ……はやくぅ……挿れてぇ！」

「頼まれるとイヤだって言いたくなる性分でね。それに、おまえじゃ全然勃たねえよ。挿れろったって無理な話さ」

　流れ出した蜜が太股を濡らし、ウィルガイストの指が動くたびに蕩けた部分が卑猥な音を立てる。

「くは……ん、いやぁっ」

「イヤならやめようか？」

　リリ＝ランディはうっすらと目を開けて、いやいやと若い娘のように首を振るが、快楽の渦の合間で薄く笑った。

「ウィル……っ、おまえさんが、なにを考えてるか……っ……わかるぞ」

「は？」

「こうしてユーフェリナさまを、めちゃくちゃにしたい……そう顔に書いてある」

「…………」

「淫魔らしくもなく、我慢してると……身体に悪いわよ」

　ウィルガイストはむっとしたように唇を尖らせると、指の腹で激しくリリ＝ランディの秘裂を擦り、今度は容赦なく指を中に突き立てた。

「ああッ……ひぁあっ、んっ！」

　まるで灼熱の中にでも指を差し入れたように、リリ＝ランディの中は熱く蕩けて、ウィルガイストの指を逃がすまいと絡め取る。

　長い指を二本三本と増やして容赦なく動かすと、女魔術師は蕾を嬲られていたときとはまったく異なる疼きに喉を震わせ、狂ったように叫んだ。

「あぁあっ、もっと、もっと、激しくしてぇ──！」

「あいつの名前を出すな」

「ぅああッ、んぅ！　ふふ……ユーフェリナさまを抱きたくて……っ、本当は気が狂いそうなくせに！」

　そう言って、リリ＝ランディは苦しいほどの快楽に顔を歪ませながら、ウィルガイストの楔を握りしめた。

「てめ……」

　歯を剥き出して反撃の機会を窺ったウィルガイストだが、リリ＝ランディの姿形が一瞬にしてユーフェリナのそれにすり替わったのを見て、息を呑んだ。

　それは華奢な身体の、白い肌の少女。甘い蜂蜜色の髪は肌触りがよく、小振りな胸には、彼の刻みつけた悪魔の印がくっきりと浮かぶ。細い肩はたちまち折れてしまいそうなほど弱々しい。

　だというのに、混じりけのない翡翠の瞳は、悪魔たる自分に恐れ気もなく真っ向から視線を向けてくる。

　一瞬、眩暈を感じてウィルガイストはまじまじとユーフェリナの顔をみつめた。それがリリ＝ランディの化けた姿だとわかっているのに、喉が鳴る。

「ねえウィルガイスト、もっと抱いて？」

　怯んで身を起こしたウィルガイストに、ユーフェリナの姿がすり寄った。分厚い胸にしなだれかかり、小さな手でウィルガイストの猛りはじめた楔を撫でる。

「形勢逆転」

　ニッとユーフェリナの顔が笑うと、どんな技をもってしてか、たくましい男の身体を仰向けに横たえさせた。

　そしてその上に馬乗りになると、少女は滾りはじめた男の楔を自らの体内に埋める。

「ああ──ッ！」

　彼の腹の上でユーフェリナは恍惚とした表情を浮かべ、己の意思で腰を激しく揺らした。それを見上げるウィルガイストは、身動きすることもできずに、ただただ甘く蕩けるユーフェリナの顔を眺めるばかりだ。

　絹糸のような長い髪が厚い裸の胸で揺れ、ウィルガイストの身体に熱を送る。小さいが形のいい胸がわずかに震えた。

「は……んッ──熱いっ……身体が溶けそう……」

「…………」

　完全にリリ＝ランディの魔術に呪縛されたように、ウィルガイストは固唾を呑んでユーフェリナの胸に手を伸ばした。

　かわいらしい頂におずおずと触れると、少女の顔は甘く笑った。

　ユーフェリナは白い指でウィルガイストの頬に触れ、その唇をなぞる。そして彼の手を取ると、薄紅色の舌でその指を舐めながら腰を浮かしては落とし、ウィルガイストのものを深く咥え込む。

　ぐちゅっ、ぬちゅっと何かが潰されるような音が絶えず響き、交わり合った部分をどろどろに汚していった。

「リリ＝ランディ！　なんの真似だ、猿芝居はやめろ！」

　女の身体に組み敷かれた格好のウィルガイストは、まるで張りつけられたように身動きも取れず叫んだ。

「……だって、あの女魔術師の姿だと、あたしに精をくれないじゃない。いいでしょう、これはあくまで幻──本物のユーフェリナさまを犯してるわけじゃない──遠慮なんていらないのよ」

「あんな小娘相手に──」

「いやなら自分でどかせたらいいじゃない。でも、こんなに熱くなってるわよ？」

　意地悪くリリ＝ランディはユーフェリナの顔で笑い、つながった部分を指でなぞった後、今度はウィルガイストの首筋にくちづけていく。

　少女の濡れ光る唇が淫靡に彼の身体を這い、くっきりと筋肉の形が浮きあがった腹を撫でていくと、我知らず、ウィルガイストの身体の芯が震えた。

　肌のやわらかい香りまでそっくりユーフェリナのものだ。

「やめろ……っ」

「ウィルガイスト──あたしは『エレナ』じゃないのよ。あなたに抱いて欲しいの」

　彼女の唇がそう耳元でささやいた瞬間、ウィルガイストの緋色の瞳が大きく見開かれ、昏い緋色がさらに深みを増した。

　逆上してユーフェリナの細い手首をつかむと、ウィルガイストは少女をベッドに押しつけて、その華奢な身体に跨った。

　小さな胸は仰向けになっても甘いふくらみを維持したまま、彼を誘うように色づいている。

　ついに冷静な自分を振り切ってその誘惑に乗り、彼は桃色の乳首を口に含み、舌でいたぶった。もう片方の胸はやわやわと手の中でもみしだき、ユーフェリナの掠れた甘い声を耳にしながら目を閉じる。

　少女の淡い繁みの奥に手を伸ばして小さな硬いしこりをそこに見出すと、指でつまみ、なぞって、甘く濡れた部分を広げるように刺激していった。

「ぁあ……んっ、ウィルガイスト……」

　ユーフェリナは頬を染めてうっとりと彼の名を呼び、その広い背中に手を伸ばし、肌を撫でる。

「おねがい、もっと中も擦って……」

　言われるまま少女の膣に指を挿し入れ、ゆっくりと襞を深く貫く。

「はぁっ……あんッ……そんな……っ、やさしくしないで……」

　これは悪夢だ。そうわかっているのに、ユーフェリナの恍惚とした表情から目が離せない。

　彼女のしっとりと湿った中を犯す罪悪感に胸が焦れるが、やめることがどうしてもできないのだ。

　彼女の弱点──そう看破した首筋に唇をつけると、ユーフェリナは激しく反応し、熱い吐息をつきながら身悶える。

　そうしている間も、蜜壷を探る彼の指は休むことがなかった。

「ひぁ、あぁああっ、気持ち、いぃ……ウィルガイスト……っ！」

　もどかしい喘ぎをあげながら、ユーフェリナは白い喉をウィルガイストの目前にさらして啼き、誘惑するようにその肩を舐める。

「う……」

　淫らに頬を染める少女に舐められるたびに、下半身が硬く屹立し、熱が集まる。

　自分の昂ぶりを紛らわせるために、ユーフェリナの花唇に指をくっと押しつけると、彼女は高みに押し上げられて果てた。

「んっ……ああっ、あぁっ！」

　ユーフェリナの女の声を聞き、ウィルガイストは指を激しく挿入させながら、己の内で膨らむ欲望に抗う、最後の理性を手放した。

　彼女がぐったりと力を失っても手を休めることはなく、蜜にまみれた娘の裂け目に今度は唇で触れる。

「あふっ……ひぁあッ！」

　まだ絶頂の余韻にひたる芽を舌でいたぶられ、ユーフェリナは激しく首を振りながら、強すぎる快感を散らすように腰を揺する。

　だが、悪魔の舌はそれを逃がさず、蜜で覆われた部分をねっとりと舐めた。

「っ……ウィルぅっ！　ぁあんっ！　こ、こわれそう……っ！」

「壊れてるのは……元々だろ」

　ひたすら我を忘れ──絶対に抱くことができない少女の身体を、己の支配下に置く欲望を満たしながら、ウィルガイストは夢中になって彼女を犯した。

　首筋も、鎖骨も、乳房も、細い背中の線や弱々しい腕、白くて華奢な身体の隅々まですべてに唇を押し当て、舌でなぞって己のものにしていく。

　しっとりしたなめらかな肌の上に、赤い印が散りばめられていった。

　彼の感覚は次第に麻痺し、ここがどこで、今がいつであるのか、もう念頭にはなくなっていた。ただ、彼の身体の下で乱れ、留まることのない悪魔の欲望を貪欲に呑み込む少女を我が物にしようと、深い息をつきながら思いつく限りの愛撫を与えていく。

「……ウィル……ガイスト──」

　掠れ声のユーフェリナに名を呼ばれたウィルガイストは、そのまま少女の顔の上にまたがって己のものをその小さな口に押し込み、自分は執拗に少女の粘膜を舌で犯した。

「んぅっ！」

　太い灼熱を喉の奥に押し込まれ、ユーフェリナは苦しそうに喘ぐ。

　だが、それでもちろちろと舌先で楔を舐めて、必死の抵抗をしてくる。そのせいで、少女の朱唇が自分のものを咥えている姿を想像し、彼はますます膨張していった。

「ユーフェリナ、ユーフェ……」

　もどかしく少女の名を呼びながら、ウィルガイストは淡い繁みの奥まで舌をもぐりこませ、とめどなくあふれでる蜜で指を濡らした。

　わざと淫雑な音を立てて、そこを舐め、吸い上げる。

　やがて少女の口の中から自分自身を引き上げると、何もかもがぐちゃぐちゃになって意識を飛ばしている娘の膣に、今度こそ灼熱のような楔を突き立てた。

「あっ、あっ……ぁあんッ、イくっ──イっちゃうのぉっ、ウィルガイスト！」

　ユーフェリナの狭隘を無遠慮に貫いた途端、痛みなのか快楽なのか、彼女は狂ったように喚いた。

　ウィルガイストがゆっくりと動き出すと、それだけで少女の身体はビクビクと痙攣けいれんし、白い肌を淡く紅色に染める。

　次第に動きを速めていくと、彼の身体の下で乱れた娘はとろんとした目つきでウィルガイストを見上げて、時折、激しく腰を揺さぶった。

　彼女の締めつけは強く、精を根こそぎ絞り取られそうな痺れが背筋を駆け抜けていく。

「ユーフェ……っ」

　深く少女の中に侵入しようといったん身を引き、勢いをつけて中に突き込んだ。

　だが、焼けつく痺れを感じた瞬間、悪魔の紋様が彫りこまれた肩に、肉が裂けるような灼熱の痛みが走った。

「ぐ……はっ！」

「んんっ……精を……ちょうだい……ッ！」

　ウィルガイストが肩の痛みに気を取られた瞬間、ユーフェリナの顔をしたリリ＝ランディが叫び、彼は我に返った。

「てめぇ──」

　快楽に沈むユーフェリナの姿をした魔術師の首に、ウィルガイストは手をかける。

「……俺に幻惑を！　ふざけんな、ほんとに殺すぞ！」

　女の膣から楔を引き抜いて、半ば本気でユーフェリナの顔をした女の首を絞め上げると、彼女はそのまま絶頂に導かれて全身を痙攣させた。

　少女の首から手を離し、ウィルガイストは肩で息をしながら、熱く痛んだ肩を押さえる。

　するとどうしたことか、ユーフェリナの身体はたちまち消え失せ、乱れた褥には、ユーフェリナでもリリ＝ランディでもない、皺だらけの、枯れ木のような老婆が横たわるばかりだった。

「クソッ、その姿見せんな、妖怪ババア。俺の精を絞り取って、てめえが魔女になろうってハラだろうが、誰がババアに精なんぞやるか！」

　まるで木乃伊ミイラのような老婆の姿に、今にも唾を吐きかける勢いでウィルガイストは怒鳴った。しかし、その怒りに宥められたのか、張り裂けそうな肩の痛みが鎮まっていく。

「……契約は守れよ。精をやるなんて一言も言ってねえ。だが、約束どおり『抱いて』やったからな」

　そう吐き捨てると、ウィルガイストは表の井戸で頭から水をかぶり、隠しようもない怒りを桶にぶつけて、魔術師の家を後にした。
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　全身に「不機嫌」の文字を浮かべたウィルガイストは、朝靄の煙るアクロシアをぶらぶらと歩いた。

　苛立ちが募って重たくなった胸を軽くするように、深いため息をつく。

　昨晩のリリ＝ランディとの行為は、ウィルガイストにとっては、とてつもない不愉快な蛮行だった。

　彼女が実は百歳を超えているただの人間であり、ユーフェリナの前に現れるときの、あのはちきれそうに豊満な胸を持つ美女が、仮の姿に過ぎないことを知っていたから、これまでの再三の誘惑もきっぱりと撥ねつけてきたのだ。

　リリ＝ランディは『至高の魔術師』と称され、魔術に携わっていてその名を知らぬ者はない、傑出した術者である。己の姿を変えるなど自由自在で、誰もあの美女が実は枯れ木のような老婆だとは思いもしないだろう。

　偉大な魔術師として名を馳せた彼女も、所詮は人間である。人より長くは生きたものの、ついに逃れることのできない死期が迫ってきた。

　リリ＝ランディは『至高の魔術師』の高名を得たままの死ではなく、『悪魔の精』を得て魔女となり、更なる命と力を手に入れることを望んだのだ。

　魔女は元々、魔術師のある一派から生まれた一族であり、彼女らは特殊な術を用いて悪魔と交わり、その力を己の中に取り込んで『悪魔を狩る』という使命を自らに課した。

　リリ＝ランディはおそらく人知の及ぶ中で最高峰に位置する人物であるから、魔女たる者が駆使する技をも身につけたのだろう。

　あとは、悪魔の精をその胎内に取り込むだけで、さらにこの世を生きることができる。交わった悪魔の能力に左右されるであろう力だが、ウィルガイストの『悪魔の精』を我が物にすれば、彼女の寿命は飛躍的に延びるはず。そう考えたのだろう。

　そんなリリ＝ランディが、彼の精を手に入れるために目をつけたのが、ユーフェリナの存在だ。

　ウィルガイストが『魔女の目』を欲していることを知っているリリ＝ランディは、それにつけこんだのである。

　魔女の目を操るためには、ユーフェリナ自身がきちんと魔力を掌握し、魔女としての力を自在に振るう必要がある。今はただぼんやりと、視みえるものが視えているだけの状態で、とてもウィルガイストの望む力を得られる状態ではない。

　彼女の魔力を正して、魔女として仕立て上げるのはウィルガイスト自身の望みでもある。

　だが、そのためにあんな妖怪を抱くなんてとんでもないし、その思いを覆す気などさらさらなかったはずなのに！

　あの娘は、自分の血を肯定も否定もすることなく、ましてや深く思い悩むわけでもなく、あっさり忘却の彼方に押しやろうとしている。

　イヴァスラードで十八年も過ごしてきたとは思えぬ不真面目ぶりだが、きっとああいう人間が最後までしぶとく生き残るのだ。

　しかし、それはきっと、ユーフェリナが後天的に身につけた自己防衛の手段だろうと、ウィルガイストは思う。

　親に棄てられるというのは、一言で片づけられるほど単純なことではないはずだ。生まれるなり命の親に見捨てられ、その血ゆえにまったく馴染めないイヴァスラードに閉じ込められ、やっと出たと思ったら魔物たちに群がられた。

　八方塞がりの彼女が平静を保っていくためには、自分を傷つける出来事をいちいち鮮明に記憶してなどいられないのだろう。

　ユーフェリナと過ごしていると、なぜだか無性に胸が焦れる。このままではいけない、これ以上近づいてはならない、そんな警鐘が絶えず彼の胸の内で鳴り続けている。

　だから、なるべく早く彼女の魔女の目を覚醒させ、彼の望む力を手に入れる。そしてユーフェリナを契約から解放して自由になる。

　そのためにリリ＝ランディを抱いた。

　それだけの理由なのに。

「俺があの小娘を抱きたがってるだと？　ふざけんな」

　昨晩の醜態を思い起こせば、手当たり次第に怒りをぶつけて暴れたくなる衝動に駆られる。

　リリ＝ランディの化けた姿だとわかっていたのに、まるで心底、彼があの娘を欲しがっているような振る舞いをし、あまつさえユーフェリナの顔をした女に主導権を握られて、小僧のように戸惑いさえしていたのだ。

　彼は絶対に処女には手を出さない。

　それは彼にとって醜行であり、これまでに一度だってその自戒を破ったことはないし、おそらく破れないはずだ。

　ユーフェリナに対して、性的な欲求を覚えたことがないわけではない。ときどき、衝動のままに手折ってしまいたくなることもある。

　でも、それは決して彼がユーフェリナに女を見つけたからではない。

　ウィルガイストは──『悪魔』なのだ。

　アディルアデルや魔物どもが彼女の魔力に惹かれて群がるように、彼自身だって絶えずあの甘く誘惑する魔力を鼻先に突きつけられて、我が物にしたい欲望を常に抱いている。

　それは、あくまで『血』による衝動であって、あの少女に特別な思い入れがあるわけではないのだ。

　彼女に群がる魔を払ってはいるが、彼自身も退治られるべき魔のひとつでしかない。

　──だというのに、この後味の悪さはなんなのだろうか。

　ユーフェリナの姿をしたものを欲望の命じるままに犯し、歪な肉欲で陵辱し、呼吸を忘れるほど深く少女の身体にのめりこんで、それに悦びを確かに感じていた。

　女魔術師の化けた偽者のユーフェリナからは、あの誘惑するような魔女の力は感じなかったのに。

　リリ＝ランディの仕掛ける幻惑の罠もあっただろう。だが、抗おうと思えば、その力を撥ね退けることは可能だったのではないだろうか。

　それなのに、ウィルガイストはその目眩ましを結果、受け入れて、現実には絶対にありえない状況に身を委ねてしまったのだ。

　ふいに右肩のひどい痛みを思い出したように、ウィルガイストはそこを手で押さえた。

「クソッ」

　足元に転がっていた小石を蹴飛ばし、胸中に渦巻く不穏な思いをわずかばかり吐き出す。

　ウィルガイストに八つ当たりをされた罪もない小石は、コロコロと石畳の上を乾いた音を立てながら転がったが、何かにぶつかってその前進を止めた。

　きちんと磨き上げられた、男物の黒い革靴に当たったのだ。

「荒れていらっしゃるようですね、『魔剣士』どの」

　紳士らしくバリッとした黒い服を着こなした小柄な男が、帽子をとってウィルガイストに頭を下げた。

　年の頃でいえば四十代から五十代といったところだろうか。くすんだ金髪の持ち主で、やや頭髪はさびしくなりかけている。長く人に仕えてきたことを示すように、物腰はいたってやわらかだ。

「なんだ、またあんたか。何度来たって、俺の答えは変わらねえぞ」

　不機嫌に鼻に皺を寄せたまま、ウィルガイストは紳士の傍を通り過ぎるが、彼は追い縋るように、ウィルガイストの一歩後ろをついてきた。

「お待ちください。せめて我が主にお会いいただくことは叶いませんでしょうか。主はあなたさまの『魔剣士』の力を必要としていらっしゃいます」

「だから。俺はいま、別の人間と契約を結んでるって言っただろ。多重契約はしないことにしてんだ、万一のときに身が空かねえと俺が困るんでね」

「そこをなんとか、お縋りしたいのでございます」

　ウィルガイストは立ち止まり、肩越しに紳士を振り返った。

「くどい。それに、てめえの欲のために、他人の手を借りて相手を殺そうなんざ、ろくな性根の持ち主じゃねえよ。やりたきゃ、自分でやれ」

「ですが、あなたさまは今までにもそういった人々の願いを叶えていらっしゃったではありませんか。その人物の一番大切なものと引き換えに、どのような願いも叶えてくださる」

　ウィルガイストは不機嫌顔をますます増幅させて、髪をかきむしった。

「俺が願いを叶えてやったら、あんたの主人はアディルアデルになるぜ。俺に人を殺させる奴は、たいていそういう末路をたどってきた」

「それはそれで、もう構わないのでございます。命など惜しくはない──主の命と引き換えに、ぜひおねがいしたいのでございます」

　呆れ果ててウィルガイストは腕を組み、地団太を踏んだ。

「俺は契約者の命が欲しいわけじゃない。他人にくれてやっても惜しくない命なんぞに興味はねえんだ。言ったはずだぜ、俺の契約はそいつにとって一番大切なもの──投げ売りする命にはなんの価値もねえ」

「そうですか……」

　ようやくあきらめがついたのか、紳士は落胆したように肩を落とした。

「そういうわけだ。じゃあな」

　手を振ってウィルガイストは石畳をふたたび歩きはじめたが、紳士の発した言葉に思わず足を止めた。

「残念です。我が主は、あなたさまの望まれるものをお持ちで、それをさしあげてもよいとおっしゃっておいでですのに。遥か昔、すべて焼き捨てられてしまった『魔女の書』を──」

「なぜそれを」

　紳士を振り返り、ウィルガイストは昏い緋色の瞳を細めた。

「我が主は、優秀な魔術師でもあられます。古今東西、ありとあらゆる伝承や魔書を蒐集しゅうしゅうするのが唯一のご趣味で、あなたさまがそういったものをお探しであるという噂はすぐに入ってまいりました。いかがでございましょうか、大切なものを差し出すのではなく、あなたにとって必要なものを提供する──そういった契約で、お話をさせていただくことはできないでしょうか」

「……詳しく聞こうか」
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　黒ずくめの紳士は馬車の戸を開け、恭しく中のウィルガイストに頭を下げた。

　彼が招かれたのはアクロシアの東側、王城をすぐ近くに臨むことのできる、貴族たちの住まう区画ヴェルユースだった。

　降り立って見上げた邸は、それこそ一国の城といっても差し支えない立派な建物である。

　ウィルガイストの『魔剣士』の力を貸してほしい──そう持ちかけてきたのは、貴族だった。

「こんなご立派な邸に住んで、なにひとつ不自由なく暮らせるんだろ？　悪魔に魂を売って他人を殺して、これ以上なにを手に入れようってんだ」

　ウィルガイストの嫌味を華麗に聞き流し、黒服の紳士は巨大すぎる玄関扉からウィルガイストを中へと誘いざなう。

　これまでも、ウィルガイストに契約を迫ってきた連中はほとんどが貴族だった。

　財を成すため、地位を手に入れるため、戦で勝利を収めるため。

　さまざまな私利私欲で彼を飼い慣らして我が望みを叶えようとした連中は、誰も彼もウィルガイストとの契約を守ろうとはせず、最終的に大切なものを悪魔に奪われ、憤怒の中で死んでいった。

　そんな人間どもの欲深さを嘲笑い続けてきたウィルガイストは、そのリストに新たな名が加わることにさしたる感動も覚えず、むしろ面倒くさそうに欠伸をする。

　だが、今回持ち掛けられた『魔女の書』の話は、気乗りのしない彼を確実に動かした。

　それは魔女の末裔ユーフェリナを手に入れたウィルガイストが、ずっと探し続けてきたものだったのだ。

　遥か遠い時代に魔女は歴史の表舞台から姿を消し、今となってはその存在を知る者はほとんどいない。

　リリ＝ランディがユーフェリナの乱れた魔力を正しく戻したとしても、瞬時に魔女としての力を得られるわけではない。その力を操ることのできる人物は、ウィルガイストの知る限り、この世界にひとりとして存在しないのだ。

　そこへ『魔女の書』と呼ばれる書物が存在すると噂を聞きつけ、アクロシアを拠点にして、そういった古書を探し歩いていた。

　リリ＝ランディから聞いた話によれば、『魔女の書』には古来、魔女たちが行ってきた儀式や魔術の詳細が網羅されているので、ユーフェリナの『魔女の目』を自在に操る方法も書かれているのではないか──

　黒服の紳士は歴史のありそうな城内を案内し、ある一室の前で足を止めると、樫かしの木で造られた重厚な扉をノックする。

「リドーでございます、レグラヴィさま。『魔剣士』どのをお連れいたしました」

「どうぞ」

　部屋の中からやわらかい男の声がすると、リドーと名乗った紳士は平身低頭してその扉を開いた。

「ウィルガイストさま、この方は我が主のレグラヴィ・ユア・ランドネスさまでございます」

「ランドネス──」

　ウィルガイストも名だけは聞いたことがある。確かロークリンド王国の中でも、かなり有力な貴族ではなかっただろうか。

「はじめまして、魔剣士ウィルガイスト」

　やわらかなアルトでそう言って、ウィルガイストを迎えるために奥から現れたのは、艶めかしい金髪を後ろでひとつに束ねた白皙の青年だった。

　せいぜい二十歳に届くかどうか。ユーフェリナの翡翠よりも濃い、明るい砂金石アベンチュリンの瞳でやさしげに微笑んでいる。

　男のわりに線は細く、女のような顔立ちをしていた。

「レグラヴィと呼んでくれるとうれしいな」

　そう言って若者は、細くてしっとりした手をウィルガイストに差し出したが、彼はそれを一瞥すると、その手を払った。

「馴れ合う気はねえよ。早いところ用件を言え」

　手を払われたレグラヴィは、驚くこともなく口許に微笑を浮かべた。

「せっかちですね、魔剣士どのは。まあいいや、では本題に。お茶は？」

「いらん」

「ではこちらの書庫へどうぞ。あなたのお探しの本があります。お話はそれと引き換えに」

　ウィルガイストを別室へと自ら案内しながら、レグラヴィは続けた。

「リドーから聞いているかもしれないけど、僕はこう見えても魔術師の端くれです。魔術師として、どうしても手に入れたいものがあるのですが……」

「魔術師なら、てめえの手でなんとかすりゃいいだろ」

「それがそうもいかないのですよ。少々、僕の手には余ることなのでね。それに、僕が自分で片をつけてしまったら、あなたは貴重な探し物を見つける機会をふいにしますよ」

　レグラヴィは古めかしい書庫の扉を開いた。石壁の部屋は薄暗かったが、彼が指を鳴らすと壁のランプにいっせいに火が灯る。

　中へ滑り込むと、一瞬、ウィルガイストの背筋に寒気が走った。だが、その違和感を瞬時に忘れてしまうほど、彼を待ち構えていた光景は圧倒的だった。

　天井が高く広々とした、それこそイヴァスラード大神殿図書館とも見紛うほどの蔵書室が広がっていたのだ。

　どこを見回しても棚にぎっしり詰め込まれた本であふれかえり、棚を下から見上げると圧巻の一言に尽きた。人類の発祥からの書物がすべて詰め込まれているのではないか、そんなふうにさえ思える。

　貴族とはいえ、個人の蔵書としては桁外れだ。

「こりゃ、たいしたもんだ。本はどのくらいある？」

「さあ、僕も数えたことがないので明確にはお答えしかねますが、僕の知る限り最も古い本は、一千年も昔に遡ることができますよ。ランドネス家は、ロークリンドの古い古い王朝時代から仕えてきた魔術の家系ですから、それこそ門外不出の禁断の悪魔書なんかもね、なにげなく置かれています」

　そして、彼は棚に無造作に積まれていた古ぼけた本を手に取ると、その背表紙をウィルガイストに向けた。

「あなたがお探しの本は、きっとこれでしょう。探すのに一苦労しました」

　かなり年季の入った革の装丁が施された羊皮紙の本は、古い文字で『魔女の書』と箔押しされていた。

　手渡されて中をぺらぺらと確認すると、古書特有の匂いがして、それがウィルガイストを騙すための偽物ではないことを語っている。

「あなたは古文字も読めるのですか？」

「……まあな」

　相変わらず不機嫌なままウィルガイストは肯定すると、本を閉じてレグラヴィに向き直った。

「話を聞こうじゃねえか。この本と引き換えに、おまえはなにを望む？」

「かんたんなのですね、悪魔と契約を結ぶのは」

「まだ契約するとは言ってない。おまえも相当、悪魔くせえしな。しかも、知った臭いだ。ごく近くに」

　鼻をつまんでウィルガイストが言うと、レグラヴィは一瞬、その瞳を細めた。

「おかしなことをおっしゃいます。まあ、魔術師なんて一般人からみれば悪魔と大差ない存在なのでしょうけど」

「──俺はてめえが何者だろうと詮索する気はねえよ。契約があって、それを遂行する。それだけだ」

「合理的な考え方は僕も好きです、魔剣士どの。なに、僕の望むことはごく単純なことです。しばらく……そうですね、あと三日か四日、ここに滞在していただきたいのです」

「なんのために？」

「僕の邪魔をしないでいただきたい、それだけです。かんたんなことでしょう」

「三日か四日……俺がここで無駄飯食らいをしている間に、外の世界では一週間は経過するってわけか」

　ウィルガイストがニッと笑うと、レグラヴィはとっさに飛び退り、砂金石アベンチュリンの瞳に油断ならない光を浮かべた。

「なるほど、なにもかもお見通しってわけですか」

「この部屋に入ったとき、時間がねじくれるのを感じた。外界とは別の次元につながってるんだろう？」

「さすが、正解です。あなたが昨晩を過ごした魔女の森と同じ原理ですよ。ここもあそこも、外界よりゆったりと時間が流れています。新月が過ぎたら解放してさしあげますから、ぜひここでお過ごしください。暇ならいくらでも潰せますからね」

　やさしげな微笑を浮かべていたレグラヴィの顔は、今では一分の隙もない、魔術師のそれに取って代わっていた。

「俺をユーフェリナから引き離してどうするつもりだ？　あの娘をおまえが喰らうってわけでもないだろ？」

「彼女は僕の大事な手駒です。至高の魔術師を殺し、僕が世界で最高の魔術師だということを世に知らしめるためのね」

　ウィルガイストの大剣が前置きもなく唸ったが、レグラヴィにその剣が届くことはなかった。魔術師らしく彼は瞬間的に扉の外へ姿を逃がし、口角を上げて笑った。

「契約があって、それを合理的に遂行してくださるのでしょう？」

「俺に実害が及ぶなら話は別だ」

「そうでしょうね。では、しばしこの部屋でお寛ぎください。なに、ほんの数日のことです。なにもかもが終わった後で出してあげますから、ご心配なく。約束どおり、その本はさしあげますよ。もっとも、新月の後にもあなたの魔女が生きていればいいのですが」

　重たい扉が無情に閉じられると同時に、辺りの音がすべて静寂に隠れた。

　ウィルガイストは扉に手をかけたが、それは扉の絵が描かれた、ただの冷たい石壁と成り果てていた。



	
			第４章　望むもの

「じゃあ、ちょっと出かけてくるね。アデット、おねがいだから誰にも言わないでよ」

　晦の四日前、朝。

　酒場から娼婦たちがはけた後で、ユーフェリナは小さな鞄をひとつだけ持って、カウンターにいるアデットに念を押した。

　これから魔女の廃村へと出かけ、リリ＝ランディの言っていた天眼石のある村を探し出すのだ。天眼石を探せるのは、晦の前二日間だと言われたが、ぶっつけ本番で見つけ出せなかった、なんてことになっては目も当てられない。何事も下準備というものは大事だ。

「わかってますって。早くしないと馬車に遅れますよ。でもよかったですね、都合よく乗合馬車が出ていて」

「うん、ほんとに。夜には戻る予定だけど、もし遅くなってもちょっと用事で出てるだけだからって伝えて。お店のことは頼んだわね」

「お気をつけていってらっしゃい。それにしても、昨夜もウィルガイストさん来ませんでしたねえ。どうしちゃったんだろう」

「さあ……」

　あの晩、追い出して以来、ユーフェリナもウィルガイストの顔を見ていない。彼女が「二度と顔も見たくない」と言って追い出したわけだが、まさかその程度で傷ついて消息不明になるようなかわいらしい玉でもなし、どうせその辺をほっつき歩いて、忘れた頃にひょっこり戻ってくるだろう。

　それよりも、ユーフェリナはあの屈辱の日以来、シグアスの姿を恐れて逃げ回ることばかり考えていたので、正直、ウィルガイストのことは念頭になかった。

　幸いなことに、シグアスを見かけてもあのときのようなことにはならなかったが、心的障害トラウマのようにシグアスを徹底的に避けていた。

　とにかく、リリ＝ランディの頼みを聞いて、早急に魔力を正しい方向へと導いてもらわなくては、堂々と彼の顔を見ることすらできやしない。

　シグアスも「彼女の胸を見た」という負い目があるせいか、ユーフェリナに必要以上に接触してこようとはしなかった。

　だが、こんな不自然な空気は、店の誰もが気づいているだろう。

「経営者が和を乱してるんじゃ、世話がないわね」

　店を出て乗合馬車の乗り場まで歩きながら、ユーフェリナは深いため息をついた。

　それでも、こんなことも天眼石を見つければ終わりだ。そのためにも、今日の探索は気合を入れて行う必要がある。

　幸い、天候は上々だ。近くの村までは乗合馬車が出ていたので、現地で時間がたっぷり取れる。

　人々でごった返した馬車乗り場にたどり着くと、目的の馬車を探した。

　街の外へ出るためには旅券が必要になるのだが、その手筈を整えてくれたのはアデットだ。ユーフェリナは街の常識については知識が及ばないことが多く、今回アデットにはかなり助けられている。ひとりで行動していたら、とてもこうはいかなかっただろう。

　馬車に乗り込んだが、乗客はユーフェリナのほかに誰もいなかった。こんなことで採算がとれるのだろうか。

　最近、宿の経営などやっているせいか、とっさに思考が金勘定に走ってしまうユーフェリナだった。

「では、そろそろ出発します」

　初老の御者がそう声をかけて馬車の戸を閉めようとしたとき、滑り込むようにもうひとり、客が乗り込んできた。

「──シグアス……」

　ユーフェリナは翡翠の目をまん丸にしてシグアスの顔をみつめた。なんでここにシグアスがいるのか……。

「アデットに聞いたの？　だって、旅券……」

「何日か前に締め上げて聞き出した。旅行するんだって？　俺も行く」

　そう言って彼は、ユーフェリナの向かいの席に腰を落ち着けてしまったのだ。これにはあわてないわけにはいかなかった。

「旅行ったって、ちょっとそこに行くだけで……すぐ帰ってくるから大丈夫だし、シグアスはお店にいてよ」

　こんなところでシグアスに捕まったら、魔女の村を探すことができないではないか。ユーフェリナは目的地の村まで行くつもりはさらさらなく、森の近くで降ろしてもらう予定なのだ。

「店ならカユスさんに頼んできたから大丈夫だ。どうせすぐに帰るつもりなら、問題ないだろ。それにいくら日中といったって、街の外じゃ盗賊や追い剥ぎが出没することも多い。女ひとりで出かけるなんて、危険すぎる」

「────」

　それは困る。村に行ったところで、彼女が訪ねるものなど何もない。

　だが、ここで強硬に断るのも不自然だし、馬車はもう出てしまった。青い顔をして、どうしようかととっさに算段を立てはじめた。

「それに、ユーフェリナと話したいことがあった。店じゃなかなかそうもいかないだろ」

「…………」

　とりあえず、馬車の中でふたりきりという状況ではあったが、今のところ先日のように身体に異変が起こる様子はない。そこだけは安堵した。

「ユーフェリナ、その。すまなかった」

「え？　な、なにが？」

　いきなり頭を下げられ、ユーフェリナは困惑した。むしろ逃げ回って彼を戸惑わせているのはユーフェリナであって、シグアスが謝る理由などどこにもないはずだ。

「俺が見たこと、気にしてるんだろ」

「う、え……っと」

　ほとんど忘れかけていたことを思い出し、ユーフェリナはあわてて視線を窓に移した。改めて指摘されると、やはり恥ずかしくてたまらない。

「謝ってすむことでもないが、それを気にしてあんなにピリピリしてたんだろ」

「そんなことは……ない、けど」

　ユーフェリナは今度は顔を赤くしてうつむいてしまった。

「……見た？」

「いや、見たといっても暗かったし、一瞬だけ……」

　しかし、考えてみればウィルガイストには胸どころか全裸を見られているが、シグアスに見られた事実のほうがユーフェリナには重たい。

「も、もういいよ、そのことは。口にされると思い出しちゃうから、もう話題にしないで。べつにシグアスのせいじゃないし、怒ってるわけじゃないから」

「すまない」

　それきり気まずい沈黙が続き、馬車の揺れる単調な音だけがふたりの間に流れていく。

　ユーフェリナはありとあらゆる理由で困り果てて、ちらりとシグアスを盗み見る。

　単純に気まずいし、この旅の目的をシグアスに伝えるわけにもいかず、さりとて、馬車の終着点まで行っても意味がない。晦までもう時間がほとんどないし、どうやってこの場を切り抜けるべきなのか、考えなくてはならないことが山ほどあった。

　ユーフェリナの翡翠の瞳に出会ったシグアスは、澄んだ夏の空のように深い色の瞳を、まっすぐ彼女に向けた。そして、重たそうに口を開く。

「ユーフェリナ、ひとつ聞きたいことがある。正直に答えてくれないか」

「な、なに？」

　隠し事だらけのユーフェリナには思い当たることが多すぎて、彼が何を言わんとしているのか当てることができなかった。はらはらとシグアスが次に口にする言葉を待つばかりだ。

「──ウィルガイストは、ユーフェリナにとって……悪いものなのか？」

　シグアスの質問の意図がつかめず、ユーフェリナは瞬きした。

「それって、どういう意味……？」

　思わずシグアスの瞳を覗き込んで、ユーフェリナは息を呑んだ。

　知っているのだ。彼はウィルガイストが魔に属するものだということをわかって、そんなふうに聞いてきた。

　そして、シグアスは続ける。

「君の胸にあったあれは──悪魔の刻印だ。ユーフェリナ、君は悪魔に憑かれているのか？」

　言い訳の余地もないほどにシグアスの瞳は鋭くて、冷たかった。

　石畳に舗装された道を抜け、馬車はいつしかアクロシア市中を抜け、土が踏み固められた道を進んでいた。

　ガタガタと音を立てて、ときどき小石に乗り上げて車体が揺れるが、それ以外は車輪が地面に轍わだちをつけていく、単調なリズムを刻む。

　その馬車の中で逃げ場を失い、ユーフェリナは途方に暮れて目の前の青年を見上げた。彼の鮮やかな夏空の瞳は、悪魔に憑かれた彼女を蔑むでもなく、むしろ哀れむように揺れている。

　ウィルガイストが彼女に憑いた悪魔であることを、シグアスに知られていた。その事実にユーフェリナは思いもかけない困惑を感じていた。

「ユーフェリナ、答えてはくれないのか」

「あ……」

　言葉を紡ぎ出そうと必死なのに、次々浮かび上がる言葉は、音になる前に消えてしまう。だがこの場合、無言を貫き通すことは、シグアスの言葉を肯定することにしかならない。

　シグアスにすべてを打ち明けたら、彼のことだ、悪魔を追い払う方法を必死に考えてくれるかもしれない──たとえウィルガイストと剣を交えることになったとしても。

　それはユーフェリナにとって心強いことではあるが、決して選んではいけない方法だ。

　あの悪魔とシグアスが戦う羽目になったら、シグアスには悪いが勝負は目に見えている。いくら彼がすぐれた剣士だとしても、ウィルガイストは人ではない力を持った『魔剣士』なのだ。シグアスを犠牲にする結果がわかっているのに、彼を戦いに駆り立てるほうへ持っていくわけにはいかない。

「……ど、うして……」

　無駄と知りつつ、ユーフェリナはその面に苦笑を貼りつけたが、うまく笑えたとは思えない。きっとシグアスの目には、ひきつった困り顔にしか映らなかっただろう。

「悪魔に憑かれてるなんて、そんな発想……」

「──あの刻印がすべてじゃないのか」

「……シュミで、彫り物をしただけよ……」

　我ながら無理のある言い訳だとは思ったが、案の定、シグアスは納得などしてくれなかった。

「悪魔崇拝をする者ならともかく、まともな人間が悪魔の烙印を身体に刻みつけたりするものか。ユーフェリナ、君は元々イヴァスラードにいたはずだろう？　悪魔にその印を刻まれたせいで、神殿から出なくてはならなかったんじゃないのか」

　つくづく、直情径行である自分を呪ってしまう。思ったことがすぐ態度に出てしまう彼女に、知らん顔ポーカーフェイスは至難の業だった。

　見事に図星をさされ、これ以上のごまかしももはや無理で、ユーフェリナは泣きそうなほどに顔を歪ませた。

「ユーフェリナ、勘違いしないでほしい。俺は君を悪魔憑きといって弾劾するつもりじゃない。もし俺の思ったとおりなら、ユーフェリナを助けたい」

　悪魔憑きの事実を知られたユーフェリナが、イヴァスラードに突き出されることを心配している──シグアスはそう思ったようだ。

　だが、ユーフェリナは最初からそんな心配などしていなかった。シグアスが彼女にそんなことをするはずがない。彼の目を見ればわかることだ。

「ウィルガイストが、君にそれを刻みつけたんだろう？」

「……そ、そうだけど、でも」

　言い逃れをあきらめ、ユーフェリナは肩を落として肯定した。ここでシラを切り続けても、もうシグアスは確信を抱いてしまっている。

「やっぱりそうなのか」

　目を細め、シグアスは自分のこぶしを手のひらに打ちつけた。

「彼を殺せば、その印は消える？」

「ね、ねえシグアス。ウィルガイストは確かに魔性だけど、あたしに危害は加えたりしないし……放っておいて大丈夫だから」

　不穏なシグアスの言葉に、ユーフェリナの心臓は強く脈打ちはじめる。

「悪魔に憑かれたままで、ずっと過ごすっていうのか？」

「そんなことはしないよ。あたしはこの『悪魔の契約』を解除する方法を探してるの。ひとりでなんとかするから、おねがい、このことは知らなかったことにして。あいつは──どうしようもない女好きだけど、魔性を覚醒させて人を殺したりはしないから！」

　なんでウィルガイストを庇うようなことを言っているのか、自分でもわからなかった。ただ、シグアスとウィルガイストが剣を合わせる事態を招くわけにはいかない。それは紛れもない真実だ。

「人を殺さないから？　そんなことはどうでもいいんだ。問題はユーフェリナに悪魔が憑いている、そのことだ」

「シグアス……」

　彼の強い口調は、ユーフェリナのどんな言い訳も撥ね退ける。だが、それも当然だろう。かつて騎士として王国の禄ろくを食んでいたシグアスならば、イヴァスラードの教えは一般の市民よりも身近に、より深く関わってきただろうし、彼らにとってもやはり魔は滅ぼすべき悪であることに変わりはない。

「ユーフェリナ、君はウィルガイストを庇うが、悪魔は悪魔だ。気を抜くな。奴らはいつ牙を剥いて襲ってくるかわからない。俺程度の剣でどこまでユーフェリナの役に立つかはわからないが、それを追い払うなら俺も手伝う」

「……気持ちはうれしいけど、でも、ウィルガイストは『魔剣士』なの。人間の力ではとても太刀打ちなんてできないよ」

　ウィルガイストの正体を明かすことでシグアスが引いてくれるならばと、ユーフェリナはそう切り出した。思ったとおり、彼も『魔剣士』の悪名は知っていたようで、一瞬、驚いたように目を瞠る。

「彼があの『魔剣士』なのか。力を得るために魔になったという、あの？」

　ユーフェリナはうなずき、シグアスがそれであきらめてくれることを期待した。しかし、シグアスは目にかかった金褐色の髪をかきあげ、イヴァスラードへの祈りを切ると、ユーフェリナの手にそっと手を伸ばした。

「確かに俺などに、魔剣士に対抗できるほどの力はないようだ」

「相手は魔性の中でも札付きだもん、仕方ないよ」

　どうやら翻意してくれたのかと、ユーフェリナはほっと頬をゆるめたが、彼の指はユーフェリナの手に絡みつき、その白い手をぎゅっと握りしめた。

「──だが俺は、惚れた女に悪魔が憑いてると知って、知らん顔を決め込めるほど器用じゃない」

　今度はユーフェリナが目を瞠り、シグアスの向けるまっすぐな瞳をみつめた。

「どこまで役に立てるかはわからないが、ユーフェリナの抱えている重荷を、俺にもすこしわけてくれないか」

「…………」

　シグアスの手が覆いかぶさるようにユーフェリナの手を握る。

　こんなとき、何を言えばいいのだろう。さっきから言葉に詰まってばかりだが、まともにシグアスの顔を見ることさえ難しくなって、たまらずユーフェリナはうつむいた。

（どうしよう……）

　シグアスのような偉丈夫に、好意を持ってもらえる理由はさっぱりわからない。でも、ただの娘として存在しているだけだったら、迷うこともなくシグアスの好意を受け入れただろう。

「……ありがとう、シグアス。あたしなんかにはもったいない言葉だよ──うれしい。でも、でもね」

　ユーフェリナの手を握るシグアスのこぶしに、ユーフェリナはもう一方の手をそっと置いた。

「だからこそ、シグアスを巻き込めないよ……。魔剣士ウィルガイストに刃向かったら、死ぬのよ！　あ、あたしだってシグアスが好きだもん──だから、絶対に死んでほしくない！」

「ユーフェリナ、俺は」

「おねがい、もうこれ以上あたしに関わらないで。あたしだって好きで悪魔に憑かれたわけじゃないけど、ウィルガイストがいないと、あたしは別の悪魔に殺される。あたしは普通の人間じゃないの、悪魔の血が流れてる──魔女なの。シグアスに好きになってもらえる資格なんてない……呪われてるのよ！」

　まくしたてた途端、ユーフェリナの頬に雫がこぼれおちた。

「ユーフェリナ……」

　一気に胸の中に押し込めていた思いが弾け、ユーフェリナは泣いた。

　堪えようとすればするほど、涙が堰せきを切ってあふれだし、ポタポタと膝の上に落ちて服を濡らす。こうなったらもう涙は止まらなかった。

　しゃくりあげて子供のように泣きじゃくっていたら、頭にシグアスの手が置かれ、不意に抱き寄せられた。

「──俺は、なにも知らなかったんだな」

　シグアスの胸の中でユーフェリナは首を横に振り、身の置き所もなく小さくなった。

　この広い胸にすべてを委ねて縋りつけたら、どんなにいいだろう。

　だが、彼女が手を差し出したら、シグアスは間違いなく死に行くことになる。そんな惨たらしい運命を彼に押しつけるわけにはいかなかった。

　もういっそ、シグアスに身を預けたまま、消えてなくなってしまいたい。半ば本気でそう願ったときだった。

　大きく馬車が揺れて、馬車の中のふたりは反対側の壁に投げ出された。

　ユーフェリナの身体を抱きしめていたシグアスは、そのまま彼女の緩衝材になって壁に叩きつけられる。

「ユーフェリナ、大丈夫か」

「う、うん……ごめん。シグアスこそ、痛かったでしょ」

「たいしたことはない。御者はなにをしてるんだ」

　馬車は狂ったように速度を出して突き進む。おかげで揺さぶられて飛び跳ね、天井に頭をぶつけそうだ。

　シグアスはユーフェリナを座席に落ち着かせると、扉を大きく開けて御者席に身を乗り出した。

「なにをやってる、速度を落とせ！」

　しかし、シグアスの目に御者の姿は映らなかった。そこには空になった御者席と、つながれた馬の尻に刺さった一本の矢。この矢のせいで馬が制御を失って、暴れるように走り続けているのだ。

　馬を諫いさめるべく、シグアスは御者席に乗り移ろうとしたが、馬車の向かうすぐ目の前には、無限に広がる深い緑の森と、大河の険しい流れが横たわっていた。

　このままでは馬車は川に突っ込んでしまう。

「ユーフェリナ！」

　シグアスは馬車の中に戻ると、ユーフェリナの身体を抱き寄せ、そのまま馬車から飛び出した。

　ユーフェリナはとっさにシグアスにしがみつき、目を閉じた。暴走する馬車から飛び降りるという暴挙を、さすがに目を開けたまま見守ることはできなかった。

　やがて激しい衝撃があり、シグアスの胸に当てたままの耳に、彼が息を呑む音が伝わってきた。

　地面が下草に覆われた土だったのは幸いだが、ユーフェリナを庇って下敷きになったシグアスにはたまったものではないだろう。

　しばらくの沈黙の後、自分の手足がたいした痛みも訴えず、不自由なく動かせることを知ったユーフェリナは、あわてて身体を起こした。

「シグアス、大丈夫!?」

　身体を丸くして横たわるシグアスは、片目を開けてユーフェリナを見上げる。

「……なんとか。怪我はなかったか？」

「あ、あたしは平気。シグアスは……」

　肩から地面に激突したようだ。シグアスはゆっくり身体を起こすと、右肩のマヒした感覚を呼び戻すべく、しばらくそこをさすっていた。でも、ひどい怪我にはいたらなかったようだ。

「……無茶するわね」

「川の中に投げ出されるよりマシだろう。見ろ」

　シグアスに促されて川に目を向けると、馬がどうなったのかはわからなかったが、川にはまった馬車は完全に横転し、大破していた。

「あの川は見た目より流れが速いし、深い。間一髪ってところか」

　服についた土や草を払って立ち上がると、シグアスは自分の身体を確かめるようにあちこちを動かした。

「怪我がなくて幸いだ。ユーフェリナ、どこへ行くつもりだったのかは知らないが、今日はこのままアクロシアに引き返したほうがいいんじゃないのか」

「……あ、でも」

　まだ太陽は中天に達するにも時間を要する。それに、彼女の目的地にはもう至近だ。目の前に広がる森が、彼女の目指していた場所なのだから。

　ユーフェリナの迷いをどう取ったのか、シグアスは嘆息して言った。

「さっきの馬車、馬に矢が射掛けられていた。こんな何もない場所でどこから狙って射たんだろうな。御者の姿も見えなかった」

「え……」

「脅かすつもりはないがユーフェリナ、誰かに狙われたりしてないか？」

「狙われる？　あ、あたしが？　そんな心当たりは──」

　天眼石を探しに行くのは、誰かにとって不利益なことなのだろうか。人の住まない森の奥で、忘れられた石を探しに行くだけなのに。

「ユーフェリナ、なにか訳があるんだろ。俺に話してみないか？」

「……でも」

「さっき言ったろ、ユーフェリナの重荷を俺にもすこしくらいわけて欲しいと。なんでもひとりでできるのは大したもんだが、たまには他人に頼ってもいいんじゃないか？」

「──でも、巻き込んだりしたら……」

「俺が好きで首を突っ込んでいる。これもウィルガイストのことと関わりがあるのか？」

　ユーフェリナは首を左右に振った。この旅の目的はあくまで彼女自身のことで、ウィルガイストに直接の関係はないはずだ。

「……話せよ」

　彼のやさしく穏やかな夏空色の瞳を見上げると、頑なに拒もうとする意思がいとも容易く氷解してしまう。

　自分のことに、これ以上シグアスには関わってほしくない。そう思う反面、何もかも預けてしまいたい衝動にも駆られた。

　辺りが見えない手探りの中で、ようやく光を見出したような気さえしている。

「あたしは……」

　観念したようにぽつりと言葉を解放したら、ユーフェリナはこの二ヶ月の間の変遷を、すべてシグアスに打ち明けていた。

　イヴァスラードで孤児として育ったこと、ウィルガイストとの契約、彼女の身体に流れる悪魔の血のこと、魔力の暴走で身体に異変が起きるかもしれないこと──もちろん具体的な内容は割愛したが──。

　天眼石を手に入れれば、少なくとも身体の異変はなくなり、魔力を制御すれば、新月の晩にウィルガイストに頼らずにすむかもしれないということ。

「それで、乱れた魔力を治すことと引き換えに、天眼石とやらを探しにこの森に？」

「うん……」

　すべてを吐き出してしまったら、後悔に苛まれるかとも思ったが、なぜか胸の内は安堵で気が抜けそうになっていた。彼女の秘密を聞いても、シグアスがユーフェリナを見るやさしい目に変わりはなかった。

「晦の前二日だけ、その石を探す機会があるんだって。だから、せめて場所の目星だけでもつけようと思って、それで……」

「それで、ひとりでこんな深い森に。無茶をする」

「無茶……かな」

「この森はロークリンド国内でもかなり広大なものだし、ずっとイヴァスラード大神殿にいたならなおさら、準備もなく森の中に分け入るなんて、自殺行為だ。迷って出られなくなったらどうするつもりなんだ。中には獣もいるし、毒虫の類だっている」

「……でも、天眼石がないと、あたし」

　最近は症状がないから忘れていたが、こうしてシグアスとふたりきりでいることは、ユーフェリナにとってはかなり戦々恐々なのだ。

　こんな場所であの症状が現れでもしたら、逃げる場所もないし、それこそアデットが勧める媚薬のような羽目になりかねない。

「その地図とやらを見せてくれ」

　内心で脂汗を流しながら、ユーフェリナは荷物の中からリリ＝ランディに渡された古地図と、アデットからもらった新しいものを出して、シグアスに手渡した。

「ふむ……相当古い地図のようだが、森の中の地形はそうそう変わることもない、か。すこしだけ中に入ってみるか……」

　シグアスは地図を片手に歩き出し、それを見送る格好になったユーフェリナは、翡翠の瞳を丸くした。

「急ごう。ここからなら、すこし寄り道しても陽のあるうちにアクロシアに帰れる」

　ユーフェリナの迷いなど一向にお構いなしとばかりに、シグアスは少女を促した。

「あ、待って」

　シグアスの半歩後ろを歩きながら、ユーフェリナは背の高い用心棒の後姿を、不思議なものでも眺めるようにみつめた。

　そこへきて、ようやく馬車の中で言われた言葉を思い出す。

（惚れた女って……あたしのこと、だよね？）

　途端にユーフェリナの頬が朱色に染まった。熱を冷ますように、手のひらを頬に押しつける。

　男の人にそんなことを言われたのは、当然だが初めてだった。しかも八つも年上で、立派な大人だ。自分のようなふてくされた小娘の、どこに美点を見出してくれたのだろうか。

　そこはぜひ問い質してみたいが、改めて自分から振る話題でもなし、シグアスも「だからどうしろ」と要求してくるわけでもない。

　ウィルガイストなら一も二もなく身体で迫ってきそうなものだが、シグアスの態度は終始一貫、変わることはなかった。

　突然、心臓が内側から強く胸を叩いた。ユーフェリナはうろたえてシグアスの背中から視線を外し、胸を押さえる。

　全身の血液が一気に心臓に流れ込んだように、胸がドキドキして治まらない。

（どうしよう……また魔力のせい!?）

　熱くなったのは前回と違う部分だったが、ユーフェリナは狼狽して、胸を宥めるために深呼吸を繰り返した。

「……どうした？」

「う、ううん、なんでも……。あの、付き合ってくれてありがと……」

　もう二度とシグアスの顔を見ることはできないのではないだろうか。ユーフェリナは睫の下に視線を隠して、頬の熱さを悟られないようにうつむいた。

「俺が好きでやってることだ。ユーフェリナが気にすることじゃない」

　店ではごく控えめに、用心棒らしく引き下がって口数も少ないシグアスだが、こうしてふたりきりでいると、物静かなままではあるが、店では感じない力強さでユーフェリナが迷って踏み出せない部分をかんたんに乗り越えてしまう。

「……あの、シグアス」

「ん？」

「あのさ、あたしの話、全部ほんとのことだよ？」

　伏目がちなままではあったが、さっきと同じ、彼の半歩後ろを歩きながら、ユーフェリナはおずおずと切り出した。

「べつに嘘だなんて思ってはいないが」

「……不気味とか思わなかった？　悪魔に憑かれてるだけじゃなくて、悪魔の血が流れてるんだよ」

　シグアスは立ち止まり、ユーフェリナが並ぶのを待ってふたたび歩き出した。

「生憎、俺にはその『悪魔の血』とやらは見えないようだ。俺は当事者じゃないから、ユーフェリナがなにを不安に思ってるのかはよくわからないが、自分がそういう存在であることを認めてやってもいいんじゃないのか。今のままのユーフェリナでいて、それでも店の連中から慕われてるのは事実だろ」

「──慕ってくれてるかな」

「どいつもこいつも、毎日ユーフェリナの話をしている。少なくとも、フェゼルの頃にはなかったように思うがな」

「シグアスも──？」

　考えなしにそんな質問がついて出て、ユーフェリナはあわてて口を押さえるが、解放してしまった言葉は、二度と彼女の許には戻ってこなかった。

「さっき言ったとおりだ。さあ、急ぐぞ」

　照れくさそうに顔を背け、早足になったシグアスを見て、ようやく頬をゆるめてユーフェリナは笑った。この人でも照れることがあるのかと思うと、不思議と親近感が湧いてくる。

　シグアスの的確な方向感覚でふたりは森を迂回し、魔女の森まで最短でたどりつける入り口を探して歩いた。だが、それほどしっかりした装備があるわけではないので、シグアスはあまり不用意に森の中には入りたくないという。

　腰に剣はぶら下げてはいたが、それ以外は荷物も何もない。

「天眼石というのは俺は初めて聞くが、どういうものなんだ？」

「うん、瑪瑙の一種で、黒とか茶色の縞模様の入った石のことなの。模様が目玉みたいに見えることもあるから、天の眼ってことで『天眼石』って呼ばれてるんだって。魔除けとか、死者や生者の怨念から身を守る力があるから、貴族なんかは持ってる人が多いみたいね。大きさはまちまちだけど、リリ＝ランディさんはそれを『宝玉』って言ってたから、大きなものだと思うんだ」

　そういえば、リリ＝ランディは自分の店である魔法屋に、ありとあらゆる玉石を並べていた。あの中に天眼石を加えるつもりなのだろうか。魔女の森に隠されていて、その血を引くユーフェリナにしか探し出すことができないという石を。

　そうしている間に、シグアスは目的の場所を見つけたらしく、ユーフェリナを振り返った。

「とくに目印があるわけではないから、正確かどうかはわからないが、太陽の位置からすると、おそらくこの辺りから北に進めばいいはずだ」

　外側から見ると、暖かくなって緑が芽吹きはじめた森は生命力にあふれていたが、いざこうして目の前に立ってみると、腰が引ける。

　森の中は薄暗く、伸び放題に伸びた枝と葉がぶつかりあい、太陽の光をほとんど遮っていた。あるべきはずの小鳥のさえずりや、木々のざわめきが聴こえてこなくて、不気味に静まり返っている。

「本当にここにひとりで入るつもりだったのか？」

「…………」

　とてもひとりで分け入る勇気は出なかった。しかし考えてみれば、二千ヴェロスの代償として、リリ＝ランディはユーフェリナに天眼石探しを持ちかけたのだ。そう易々と事が運ぶはずがないだろう。

「とりあえず中の様子だけ見に行こう。実際に石を探せるのは明後日なんだろ」

　なぜかシグアスに引っ張られる形で、ユーフェリナは森の中に足を踏み入れた。

　その瞬間、森が揺れた。

　耳が痛くなるほどの静寂の森が、とつぜん息を吹き返したように音と風を生み出したのだ。梟ふくろうの鳴き声がはじまり、重なり合った葉が風に吹かれてざわめき、木陰にはリスやネズミなどが見え隠れしている。

　森を歩きはじめたユーフェリナは、見えない力に触れたように身体を震わせた。まるで透明な壁でも通り抜けた、そんな気分だ。

　恐々と辺りを眺めていると、先を行くシグアスの背中に衝突した。自分に好意を持つ男に触れるのは、なんとなく恐ろしい気がしたが、シグアスはウィルガイストのように下心など抱いている様子もない。ただ、驚き足を止めて、進む方向をみつめていた。

「どうしたの？」

「見ろ──」

　とつぜん命を得たかのような森は、ふたりの行き先を示すように風を巻き起こして、木漏れ日の道を作ったのだ。まるで、この通りに進めと言わんばかりだ。

「これは……」

「魔女の森というのも、あながち騙かたりというわけではないようだな」

　シグアスは驚いてはいるようだが、落ち着き払って辺りを観察している。この不可思議な現象に泡を食ったのは、彼ではなくユーフェリナのほうだ。

「これ、やっぱり魔術かなにか……？」

「その手のことにはあまり詳しくはないが、なんらかの力が働いているのは間違いがないようだ。どうする？」

「い、行くわ。シグアス、やっぱりごめん、一緒にきてくれる？」

　さっきまでは彼を巻き込みたくない一心だったのに、実際に森を見た瞬間、あっさり気が変わった。現金と思われようとなんだろうと、とにかくひとりでこんな不気味な森に入る勇気はない。

　シグアスは無言でうなずき、ユーフェリナを導くように先を歩く。置いていかれないように、ユーフェリナは小走りになってシグアスに並んだ。

　そのまましばらく沈黙が続く。シグアスの無口は今にはじまったことではないが、ユーフェリナもどんな話題を振ればいいのか、言葉の選択に迷っていたのだ。

「ユーフェリナ」

　唐突に名前を呼ばれて、少女は弾かれたように顔を上げる。

「ウィルガイストは、ユーフェリナの持つその『魔女の目』だけが目当てなのか？」

「それは……そうだと思う。それがどういうものなのか、あたしにもよくわからないんだけど……。魔性に憑かれそうになってる人が視えるのは確かだけど、そんなのウィルガイストには必要ないだろうし」

「そのわりに、あまりユーフェリナの傍にはいないんだな、彼は。ここ何日か、顔を見ていない。あの晩以来だ」

　深く考えたことはないが、言われてみれば『魔女の目』をよこせよこせと言うわりに、具体的にどうこうするつもりもなさそうだ。

　昼間はたいてい寝こけているし、夜になれば彼自身の活躍に大忙しのようで、ほとんどユーフェリナと関わってはこない。魔力を正すためにリリ＝ランディに縋ろうと言ったときも、賛成するどころか小ばかにされて終わった。魔力を正しく流せば、もしかしたら『魔女の目』だってユーフェリナ自身が意識して制御できるようになるかもしれないのに。

「ウィルガイストは──ユーフェリナに関わることを恐れてるような……そんなふうに俺には見える」

「あいつがぁ？　考えすぎだよ。恐れるのは立場からいってあたしの方だよ、べつに今は怖くはないけど。あんな、人間の欲望に忠実に生きてる奴なんてそうそういないでしょ、アディルアデルだからあたりまえだけどね。自分の利になるようにしか動かないし、すぐ契約を盾にとって人を脅迫するし……」

「だからこそ、なのかもしれないな──」

「────？」

　シグアスの言うことは抽象的すぎて、何を言わんとしているのかわからなかったが、彼も詳しく解説する気はないようだ。

「俺も過去にアディルアデルに出くわしたことがある。彼らは人の情念を失って、狂気や虚ろ、人間にとって負と呼ばれる感情だけが身体に残された抜け殻のようだった。だが、ウィルガイストにはそれがない。まったく普通の人間と変わらず喜怒哀楽もはっきりしているし、本来の自分を見失ってはいないようだな」

「……そ、うかな」

　ユーフェリナに視えるはずの、魔性の炎が彼の瞳の奥に宿っていないことは確かだが、彼は魔性になってから、少なくとも『魔剣士』としてその名を轟かせているのだから、それなりに年月が経っているはずだ。魔性の炎など、とうに昏い瞳の緋色と同化してしまったのだと、彼女はそう解釈していた。

「ユーフェリナ、本当に彼はアディルアデルなのか？」

　その問いかけは、ユーフェリナにとってはあまりに意外だった。

「え、でも……力だって人間離れしてるし、高いところから飛び下りても、重さなんてないみたいにフワフワ浮かぶし……」

　そして何より、彼女自身に悪魔の印を刻みつけたのはウィルガイストだ。ただ肌を吸ってつけた内出血とはわけが違う。血のように鮮やかな紋様は、見ようによっては美しくも見えるし、何日、何十日と経過しても消える気配すらない。

「彼は確か、力を求めて止まずに魔性になったというが、俺から見れば、さらに力を求めているようには見えない」

「事実上、もう最強だもん。これ以上力なんていらないんじゃないのかな。考えすぎだよ」

　シグアスは小さくうなずき、それ以上その話題に触れるのはやめたようだ。

　しかし、思いもしないことを告げられたユーフェリナは、考え込まざるを得なかった。

　彼女の知っているアディルアデルも、やはり会話の中に狂気のかぎろいが垣間見えたし、アルカナルやフェゼルも、邪魔なものは消してしまえとばかりに襲いかかってきた。先日のあの巨漢も然り。

（魔性でないのなら……？　本物の悪魔だとでも？）

　人と会話して、人間と同じように食事を摂り、世間話も軽くこなす。まるで人間のような。

　魔性は元々が人間なのだから、彼のそういう人間じみた行動を不思議に思ったことはなかったのだが。

（まさかね）

　イヴァスラードで繰り返し教えられてきた悪魔とは、そういうものではなかった。人を見つければ、陥れるために甘言で惑わし、堕落させ、穢れきった心臓を喰らう。

　ウィルガイストが人間の心臓を貪り喰っている姿は、ちょっと想像がつかなかった。それとも、こうしてユーフェリナの前から姿を消したときに、そういったことをしているのだろうか。

（どっちかというと、心臓を喰らってるというよりは、どこかの娼婦宿で女の人とああいうことしてる姿しか思いつかないんだけど……）

　あらぬ光景を思い浮かべ、ユーフェリナはあわてて頭の中に思い浮かんだ絵を追い払った。最近ではもうないが、何度となく目の前で女と交わる姿を見せつけられてきただけに、その想像は妙に現実味を帯びていて、ユーフェリナをげんなりさせる。

　──この堅物そうな用心棒も、ウィルガイストのように女の人を抱いたりするのだろうか。

　ふとそんなことを考えてしまい、ユーフェリナは頭を振った。

　どうも、ああいった性に対して奔放な場所で働いているせいか、発想が下世話になってきたようだ。今は、そんなことを考えているときではないのに。

「ユーフェリナ、光の道はどうやらここが終着点のようだ」

　先を行くシグアスが振り返って教えてくれた。ユーフェリナはといえば、さっきから今この場で関係のないことばかりに気を取られていて、不可思議な木漏れ日の道を歩いていることをついつい失念していた。

「ほんとだ、ここになにか……あるのかな」

　ユーフェリナは恐々と光の終着点に近づいた。道の終わりの向こうは、周囲の風景と変わることのない森が続いており、やはり陽光が射し込まずに薄暗い。

「ユーフェリナ、不用意に近づかないほうが」

　背後でシグアスの声がそう言って引き留めたが、ユーフェリナの右手が道の向こうの暗がりに入った方が早かった。

　ふっと空気が変わり、ふたたび周囲は静寂に包まれた。

「──シグアス？」

　後ろを振り向いても、そこにはシグアスの姿はなかった。


　　　＊


　シグアスはとっさにユーフェリナの左手首をつかんだが、確かにつかんだはずの彼女の手をすり抜けて、自分の手を握りしめる格好になった。

「ユーフェリナ！」

　かき消すように、彼女の姿が見えなくなった。それと同時に、ふたりを導いていた木漏れ日の道が消滅し、辺りは薄暗がりに閉ざされる。

　ユーフェリナの姿が消えた辺りに身を躍らせても、周囲の風景は変わらない。

「しまった……！」

　ふいに不気味に葉を揺らす風が吹き抜けていき、彼の金褐色の髪を乱す。

　頭が何かを思うよりも早く、背筋に怖気おぞけを感じたシグアスは、反射的に振り返りざま、相手に剣を突きつけていた。

「見事な反射神経ですね」

　彼の剣先には、透き通るような金色の髪をした若者が佇んでいる。

　喉許にぴたりと切っ先を向けられているのに、驚いたり恐れたりする様子もなく、砂金石アベンチュリンの瞳で愉快そうにシグアスをみつめて笑っていた。

「誰だ？」

　油断なく目の前の若者をにらみながら、シグアスは誰何すいかした。

　この若者のまとう空気は、対峙しているだけで彼の闘争本能を煽って止まない。

「魔女の道案内、どうもありがとうございます、シグアスさん。向こう意気ばっかり強いのに、あの娘は意外に臆病でしたからね。あなたが同行したときはどうしようかと思いましたが、おかげでうまく誘導できたようです」

「なんだと？　貴様、何者だ」

「自己紹介は省きましょう、時間の無駄ですから。これでも一刻を争っているんですよ。魔女がやってきてから、時間の経過がますます緩やかになってきた。じきに晦つごもりに入ってしまう」

　若者の独白めいた言葉をシグアスは無視した。問いかけこそ無意味であると、若者の砂金石アベンチュリンの瞳にはっきりと書いてある。

「道案内はここまでで結構です。ですが、あなたに生きていられると、この後が面倒になりそうだ、零落の貴公子どの。こんなところで命を永らえても意味がないでしょう？　どうせ、一度は死んだ身だ」

「────」

　シグアスは剣を握る手に力を込めた。若者の呼びかけは、かつてのシグアスを知る者の言だった。

　問答無用で若者の頭上に愛剣を振り下ろす。確かに若者を斬ったはずなのに、シグアスの手には何の手応えも返らず、剣の切っ先は地面にめりこんだ。

「おや、穏やかな見かけとは違ってずいぶん短気なんですね、シグアスさん──いえ、アウティローザ新伯爵」

　若者は地面に突き刺さった刀身をつま先で蹴りながら、玲瓏れいろうたる白い顔に笑顔を作ってみせた。

「ロークリンドの追っ手か？」

　シグアスは黒い革靴のつま先を払って剣を手元に引き寄せると、次の攻撃に即移れるように身構える。

「まさか、まさか。俺もどちらかというとロークリンドを敵に回しているので、大雑把にいえばあなたのお仲間ですよ」

「戯言をぬかすな。貴様か、馬車を暴走させたのは」

「あなたが邪魔だったので、仕方なく手を下したんですよ。ユーフェリナさんは悪魔の血を引く娘、そうかんたんにくたばることはないでしょうから。さすがにあの程度であなたが死ぬとは思ってはいませんでしたが、まさか無傷とは。少々当てが外れました」

　殺意を隠そうともせずに若者は薄ら笑い、ふたたび唸りをあげて振り下ろされたシグアスの剣を、今度は人差し指一本で止めて見せた。

「──魔術師か」

　若者は指一本でシグアスの猛剣を受け止めているわけではなく、自身に凶器が襲いかかる直前、魔術でシグアスの動きを止めてしまったのだ。

　用心棒はギリギリと歯を食いしばり、あやかしの術を振り解こうと意識を集中させた。だが、魔術などという代物、多少の知識はあっても耐性は持っていない。

「ははっ、あなたのそんな必死な顔を見るのは初めてですね。いつも本心など、どこかの抽斗ひきだしにしまって、絶対に見せようとはしないし。その無表情をどう崩してやろうか、いろいろ思案してたんですけどね」

　顔見知りか──シグアスは記憶の中の知った顔を引っ張り出しては照合していくが、思い当たる顔は浮かばない。しかし、話し方を聞いていれば、ひとりしか可能性のある人物はいなかった。

「貴様、アデットか」

「はい、ご明察。もっとも、ヒントは出しすぎるくらいに出しましたから、褒めてはあげませんよ」

　シグアスの動きを封じた若者──アデットは、シグアスのまわりをゆっくりと歩きながら、おかしそうに彼を観察する。

「とはいえ、本物のノドワール商会の三男坊アデットは、とっくに神の国の住人になっていますけれど」

　どうせ殺したのだろう──とはシグアスは言わなかった。指摘したところで今さらどうしようもないことだ。

　アデットが偽者と入れ替わったのだとしたら、フェゼルの死の直後だろうと、シグアスは見当をつけた。ユーフェリナが店主としてあの店へやってきた辺りから、アデットは妙に明るくなった。

　だが、フェゼルという威圧する存在がいなくなって奔放になったのは、何もアデットひとりではない。全員がのびのびと、それまでどこか怯えている様子のあった娘たちが、今ではユーフェリナのまとう空気に感化されて明るくなり、笑顔の絶えない店になった。

　ゆえに、アデットの変わりようを不審に思う者はいないはずだ。シグアス自身もまた、その雰囲気の変化に巻き込まれたひとりである。

「なにが目的だ。なぜユーフェリナをこの森に誘い込んだ」

「天眼石が欲しいからですよ。この森はかつて魔女たちの住んでいた場所、俺も入れるのはこの辺りまでが精一杯で、これ以上の探索ができないんです。そこでユーフェリナさんだ」

「では、天眼石を探すように持ちかけた女魔術師というのは……」

　シグアスの目の前に顔を突き出し、魔術師は肩を震わせて笑いながらぱちんと指を鳴らした。

　すると、淡い金髪の若者の姿は、一瞬にして人懐こい笑顔を浮かべる、見慣れたアデットのそれに変わった。

「俺ですよ。姿をちょいと変えるくらい、俺にはわけもないことですからね。しかし、天眼石を探しに行かせるためにちょっとばかり脅しをかけてやったら、ユーフェリナさん、あっさり降参してくれて、拍子抜けでしたよ」

「……脅し？」

「ええ、あなたが伸した街のゴロツキに、復讐の機会を与えてやったんです。まあ、あなたに撃退されてしまいましたけどね」

　あの晩、ユーフェリナの寝室に侵入した巨漢のことを言っているようだ。シグアスの青い瞳が険しくなっていく。

「それと、ユーフェリナさんにこれを飲ませたんです。魔力が暴走して身体に異変が起きるって吹聴したから、ちょっとした演出も兼ねて」

　アデットは懐から濃い青色をした小瓶を取り出して、シグアスの前で振って見せた。

「これね、レンフィア。元貴族のあなたなら、もちろん知っているでしょう？　色狂いの貴婦人たちがこぞって欲しがる秘薬。ノドワール商会の息子ってのは便利で、こんな珍しく高価なものまで手に入れられる」

　何かを思い出して、魔術師はくすくすと笑った。

　その姿だけなら、やさしそうな若者が笑っているだけに見えたが、彼が純粋を装えば装うほど、シグアスの胸中に憤りが積み重なっていく。

「最初はね、様子見でちょっとだけジュースに混ぜて飲ませてみたんですけど、えっちな夢見てびちょびちょに濡らしちゃって。おもしろかったから、あの巨漢を追っ払った翌朝、スープの中にたっぷり混ぜ込んでやったんです。俺の出すものは疑いなく口に入れてくれますからね、彼女」

「…………」

「あの日、ユーフェリナさんの様子おかしかったでしょう？　あなたに胸見られたくらいで、あんなに落ち込むわけないですよ、どうせウィルガイストさんに全身見られてるんだし。ぜんぶレンフィアのイタズラです」

　引き結んだ唇の奥で、シグアスは奥歯を噛んだ。

「部屋に逃げ戻った後のユーフェリナさんの乱れ具合、シグアスさんにも見せてあげたかったな！　処女でも女は女ですね、いやらしく腰を振って、自分でどろどろになったあそこを慰めてましたよ。もっとも、耐性がないせいか、かなり強力に効き過ぎちゃって、あのまま放っておいたら色狂いになって使い物にならなくなりそうだったから、解毒薬を呑ませちゃったんですけどね。解毒薬があるってことは、媚薬ってやつはやっぱ毒なんですよね──。まあ、おかげで天眼石を取りに行く決意をしてくれたわけですから、結果は上々でした」

　シグアスの無表情を見つけて、アデット──魔術師はふたたび堪えられないとばかりに笑った。

「それにしても、あのときシグアスさんが彼女の部屋を訪ねたら、楽しいことになったんでしょうね。あんな乱れきったユーフェリナさんを見て、あなたが我慢できるかどうか見てみたかったんですけど、なんとも間の悪い男ですね、あなたは」

　鋼鉄の刃が風を巻き込み、唸りをあげてアデットの顔面すれすれを掠めた。

　魔術で動きを封じているという余裕もあってか、突然のシグアスの反撃にアデット──魔術師は泡を食って顔色を変える。

「ユーフェリナを侮辱するつもりなら、死を覚悟しろ、魔術師」

　術を破られた事実に衝撃を受け、アデットはそれまでヘラヘラと笑っていた口許をひきしめた。

「恋は盲目ってやつですか？　ですが悪魔の女に手を出すのはうまくない、危険ですよ」

「よく回る舌だな。切り取られたいか」

　魔術による束縛から自由になったシグアスは、魔術師を羽交い絞めにして、その口の中に短剣を差し入れた。脅しではないというふうに、彼の舌に剣の腹を押しつける。

　アデットは降参の意を表明するために両手を挙げたが、シグアスは当然のごとく解放してはやらなかった。剣を押し当てる手に力がかかる。

　だが……。

「んん……」

　いつの間にか、羽交い絞めにしていた身体が、魔術師のものからユーフェリナの姿にすりかわっていたのだ。

　ごく一瞬、シグアスが逡巡したのを、魔術師は見逃さなかった。

　ユーフェリナの姿を奪った魔術師は、見えない力でシグアスの身体を跳ね飛ばすと、外套を翻して小さく呪文を唱えた。

「忠義な騎士道精神に免じて、今すぐ殺すのはやめにしておいてあげます。あなたのその欲望、解放してしまいなさい。ユーフェリナを我が物にしたい、抱いてしまいたい。あんな人とも悪魔ともつかぬ胡散臭い男にどうこうされる前に、自分が奪ってしまいたい、とね」

「世迷言を……」

「認めてはどうですか？　そうすれば苦しさから解き放たれ、欲望に忠実に生きるすばらしい魔になれますよ、あなたの兄上のようにね。ヴェルディーン・シグアス・ユア・アウティローザ。じきに新月だ！」

　魔術師の手が、倒れ込んだシグアスの額に触れる。

　途端にシグアスは猛火に包まれたような熱さを感じて声をあげたが、それは一瞬のことだった。

　ふと気づくと、シグアスの傍にあの魔術師の姿はなかった。

　自分の手のひらを広げ、握りしめる。自分の身体が自分のものではない感覚だ。視界がぐにゃりと歪んでいる。

「くそ……」

　側にあった木にもたれかかり、シグアスはひどい疲労を覚えて目を閉じた。

　次に目を開けると視界の歪みは正されており、身体の奥底から力が漲ってくるのを感じる。

　しかし、彼のその姿をユーフェリナが見ていたとしたら、彼女はひどい衝撃を受けて、悲鳴どころか口を利くことさえできなかっただろう。

　シグアスの夏空色の瞳に小さな、だが確かに息づく、暗黒の炎が揺らめくのを見つけて──


　　　＊


「シグアス！　どこ!?」

　光の道から外れた途端、場所が変わってしまったのか、辺りは静寂に包まれ、同行していたはずのシグアスまで見失ってしまった。

　ひとりでいることには慣れているはずなのに、今は不安で仕方がない。なにしろ、イヴァスラードを出てから常にユーフェリナの傍には誰かがいて、彼女を助けてくれていた。

　ひとりでいることがこんなに怖く思えたのは、これが初めてかもしれない。

「とにかく、シグアスと合流しなくちゃ」

　ユーフェリナはくるっと踵を返して、元来た道を引き返しはじめた。

　どこまで行っても周囲の景色は変わらない。光の道はまっすぐ伸びていたはずなのに、同じ道をたどろうとしても、木々が乱立した森の中を直線で歩くのは不可能だった。

「さっきと違う場所みたい──そういえば、リリ＝ランディさんは、魔女にしか入れないとか言ってたっけ……」

　あの木漏れ日の道自体が、そもそも不可思議な現象だった。やはり何らかの魔力が発動していると考えるべきだろう。

　シグアスは魔女の資格なしとして、外に追い出されたのかもしれない。

「どうしよう……」

　まだ昼になるならずの時刻のはずだが、辺りは次第に暗がりが濃くなってきて、闇が彼女の頭上に落ちかかってきていた。

「シグアス！」

　不安に押し潰されそうになり、もう一度、大声で彼の名を呼ぶ。

　店でなら一目散に駆けつけてくれる用心棒も、迷いの森をひとり彷徨っているのだろうか。歩いても歩いても変わらぬ景色に、ユーフェリナは次第に森へ入ったことを後悔しはじめていた。

　自分ひとりならともかく、シグアスまで迷う羽目になっていたら……。

　彼の提案どおり、まっすぐアクロシアに帰っていれば、少なくともシグアスを巻き込むことにはならなかったのに。今はただ、彼が無事に森の外に出ていることを祈るばかりだ。

　どれだけ歩いただろうか。だいぶ身体に疲労が蓄積してきた頃、ユーフェリナは誰かに呼ばれた気がして顔を上げた。

　辺りは相変わらず暗い森が続いていて、時間の経過さえ感じられず、今が昼なのか夜なのかさえわからなくなってきた。

　しかし、突然視界が開けた。乱立していた木々がまばらになり、空を見上げれば、葉の隙間から太陽が覗いている。

　陽光を見つけてほっと安堵のため息をついたとき、そこにユーフェリナは信じられない光景を見た。

　──忘れられた村、というものが存在するのなら、正にこういうことを言うのだろう。

　集落と呼ぶにはあまりに小さなものだが、全半壊した建物の骨組みがいくつか点在し、水汲み場や畑を耕した痕跡、石の積まれた竈かまどらしきものが残されていた。

　遥か昔、ここで人間が営んでいた生活の跡が残されているのだ。

「……これが、魔女の村？」

　朽ち果てた残骸が各所に残され、はるか昔に燃えてしまったような形跡が窺えた。

　見回すと、一軒だけ崩壊を逃れ、原形を保ったままの家屋が目に入った。家の前には井戸もあり、現在でも人が住んでいるような生々しい生活感が刻まれている。

「……ここに、天眼石が？　でも、まだ晦までは時間があるよね……」

　戸惑いながらも、ユーフェリナはその家に足を向けた。天眼石と無関係だったとしても、まだ人が住んでいるのなら、森からの脱出方法を知っているかもしれない。

「ご、ごめんください──」

　不必要に物音を立てないよう、細心の注意を払いながらユーフェリナは戸を開けた。

　ギギッと木の軋む音がいやに大きく響き、ユーフェリナをぎくりとさせる。

　戸の隙間から中を覗き込むと、やはり人が住んでいるようだ。獣の皮の絨毯が敷かれ、暖炉の上の棚にはあやしげな薬瓶が並び、見たこともない動物の剥製が、牙を剥いてユーフェリナをにらんでいる。

「──っ」

　剥製に驚き、足元にあった何かの白骨を見つけて息を呑む。

　だが、ユーフェリナの目を惹きつけたのは、卓上に無造作に置かれた石──天眼石だった。

　茶色い縞模様の瑪瑙。まるで占い師のもつ水晶球のように大きく、美しい黒と茶色の対比が鮮やかだ。

　恐怖を忘れてユーフェリナは家の中に入り、まじまじとその巨大な天眼石をみつめた。

　近くで見ると、黒い模様がまるで目玉そのものだ。指先ほどの小さな石なら見たことがあるが、こんな両手にさえ余るような巨大な物を見たのは初めてだ。

「これがリリ＝ランディさんの言ってた天眼石ね……」

　触れようと伸ばした手をひっこめる。少なくとも、この家に人が住んでいるらしいことがわかっているのに、勝手に持ち出したりしては、コソ泥もいいところだ。

　もし交渉が可能なら、持ち主から譲ってもらわなくてはならない。

「それで二千ヴェロスってこと……？」

　もしここで持ち主から金銭を要求されたら、そのくらいの額を要求されても仕方がないほど、この天眼石は大きくて美しかった。

　リリ＝ランディが欲しがるわけがわかる気もする。

「あの、すみません。どなたかいらっしゃいませんか」

　さらに奥の部屋に足を踏み入れて、ユーフェリナは口許まで出かかった悲鳴を辛うじて呑み込んだ。

　奥の部屋にある乱れた褥には、骨と皮ばかりの、老婆と思われる木乃伊ミイラが横たわっていたのだ。この家の主だろうか、皺だらけの裸身は、ここに至るまでにどれほどの時を刻みつけたのだろう。ユーフェリナはとっさに太陽神の祈りを切った。

　持ち主がもう死んでいるというのなら、石を持ち去っても構わないだろうか。

（ごめんなさい！　私が魔女の力を正しく使えるようになったら、必ず埋葬にきます！）

　死者への冒涜ではないかと不安になるも、しばらく迷った挙句に、ユーフェリナは思い切って天眼石に手をかけた。

　その瞬間、ゴォォオ──と風が唸り、地響きが起こった。

　ユーフェリナは天眼石を抱えたまま戸口から飛び出し、息を止める。

　今の今まで晴れていたはずなのに、いつの間にか空は暗黒に塗り潰されていたのだ。

　空には大きな渦が浮かんで、木の葉や打ち捨てられた天幕の廃材や古道具などを巻き上げ、吸い込んでいく。辺りに満ちていた、凛と張りつめた空気ごと。

「そんな……うそ……」

　やがて轟音が収まると静寂が満ち、こぼれんばかりの満天の星が広がった。

　ユーフェリナの見上げる星空はもう新月にほど近くて、月の姿を確認することができない。

　それは晦の夜だった。



	
			第５章　月隠つきごもりの覚醒

　椅子にだらしなくもたれかかり、ウィルガイストは顔の上に載せていた本を取り上げ、目を開けた。読み散らかした本が足元に散乱している。

　レグラヴィと名乗る貴族の若者に幽閉されて、どのくらいの時が流れたかはわからないが、身体の内に漲ってくる力の具合から、外界では月が消滅する時期だと見当をつけた。悪魔は、新月に最も力を得るものだ。

　このランドネス家の図書館は、人の世界とはまた異なる次元に作られた部屋だった。その違いとは、時の流れていく速度だ。

　この異次元は、彼らの元いた世界よりも、時間がゆっくりと過ぎていく。ウィルガイストがここで二日過ごしたつもりでいると、元の世界では四日くらいは経過していることになってしまう。

　そろそろ、新月が近い。ユーフェリナの傍に戻らねば、彼女が悪魔どもの餌食になってしまう。それを防ぐ契約をしたのに、このままではそれを履行することができない。

　契約の不履行はウィルガイストにとって──悪魔にとって恥辱にも等しいのだ。

　表情はいたって飄々としたままのウィルガイストだが、本に囲まれたこの場所でイライラを募らせているのは、誰でもない彼自身が一番よく知っている。

「あのガキレグラヴィめ、俺をよくよくなめてくれたな。捻り殺すだけじゃ飽きたらねえ」

　しかし、いくらドスをきかせても、聞く者とていない閉鎖された空間だ。負け惜しみは高い天井に吸い込まれて消えた。

　レグラヴィから渡された魔女の書をはじめ、脱出するいい知恵はないかと、古代の魔術書などの有り余る蔵書を引っ張り出してはみたものの、役に立ちそうな本は見つけられなかった。

　それならと、壁を斬りつけたり蹴飛ばしたり、思いつく限りのあらゆる暴力を振るってみたが、時間ばかりが虚しく過ぎていく。

　ウィルガイストは無意識に右肩の紋様に触れ、何かを口にしようとしては躊躇ためらい、口を噤む。とはいえ、新月に間に合わないのであれば、手段を選んでいる場合ではないこともよくわかっていた。

　迷い続けて唇を噛みしめた瞬間、ふいに低いしわがれ声がウィルガイストの耳に響いた。

『我を呼んだか』

　その声を久々に耳にしたウィルガイストは、後悔ばかりを顔に塗りたくって、仏頂面で頬杖をついた。

「チッ、お呼びじゃねえよ。誰もてめえなんぞ呼んじゃいねえ、すっこんでろ」

『だが、困っている様子ではないか。いくら力を得たとしても、異次元の壁は破れぬか』

「それがてめえの力の限界ってやつだろ」

『そういう契約だ、致し方があるまい。ときに、まだ例のものは見つからぬのか？　先日、この上なく甘いよい香りがしたように思うが』

「気のせいだ、早とちりめ。鼻ぁ曲がってんじゃねえのか」

　蔵書室には彼の他に誰もいなかったが、ウィルガイストは驚くでもなく、そのしわがれ声に答える。

「アレが見つかったら俺のほうから呼んでやる、いいから消えろ。俺だってさっさとカタつけたいんだ、飽きたのが自分だけだと思うなよ」

『飽きてなどおらぬさ！　おまえがどんな甘美なモノを用意してくれるのか、楽しみで仕方がない。どうだ、物のついでに、おまえの左腕と引き換えに、この次元から出してやろうか』

　ウィルガイストの緋色の瞳が険しく細められたが、そのしわがれ声の提案に、彼は一考の余地を見出して仏頂面を解いた。

「……全部まとめて後払いだぞ」

『いいだろう、例のものもまだ手に入れてはおらぬからな』


　　　＊


　彼女がこの森にやってきてどのくらいの時間が経ったというのだろうか。

　晦の四日前の午前中にやってきた。長時間、森を彷徨い歩いたとしても、まだ夜にはなっていないはずだった。

　しかし、暗黒の空に消滅した月の欠片は見えず、とうに晦を迎えている。下手したらすでに新月に達しているかもしれない。

　呆然と満天の星を見上げていたユーフェリナは、落ち葉を踏みしめる気配にようやく我に返った。腕に抱えた天眼石を、無意識にぎゅっと抱きしめる。

『娘だ……娘がいる』

『クソッタレの魔女どもの封印が解けた……なんと芳しい血の匂いだ……』

　気がつけば、この朽ちた村にぽつねんと立ち尽くすユーフェリナの周囲には、暗闇に溶け込んだ異形のもの──悪魔たちが群がっていたのだ。

　ユーフェリナの血肉を欲する陰惨な声が唱和し、次第にそれは怨嗟にも似た不協和音を奏ではじめた。

　もう何度か経験した、新月の夜と同じ現象。だが、そのときいつも傍らにはウィルガイストがいて、彼女を魔物どもの手から守ってくれていた。

　──今、その剣は彼女の傍にない。

　逃げ出そうにも完全に退路を断たれていた。どこにこれだけの魔物がいたのかと疑うほど、多くの悪魔が互いを牽制しながら魔女の血を引く娘に近づいてくる。

　ユーフェリナは自分の心臓が不規則に、強く鳴り出すのを遠くに聞いていた。

　急いで元いた小屋に飛び込んだが、静かな夜に鳴り響く破壊音に続いて、掘っ立て小屋の屋根が打ち壊された。窓が破られ、不気味な肌色をした手や爪が、破壊の隙間から差し入れられる。

　最初に小屋の中に飛び込んできたのは、腐り果てた人の死骸のような魔だった。姿形は人間なのに、黒ずんだ肌と、腐り落ちた眼窩には蛆が湧き、その身体を蝕んでいる。

「…………っ！」

　あまりに陰惨な姿にユーフェリナは悲鳴もあげられず、天眼石を抱きしめたままその場に座り込んだ。

『穢れなき娘……この俺の手で喰らい尽くしてやる！』

『馬鹿を言うな、娘は我が丸呑みするのだ！　邪魔をするな』

　我先にとユーフェリナに躍りかかってくる悪魔の手を、ユーフェリナはかわす術を持たない。逃げようにも脚は完全に萎えて、動かすこともできなかった。

　このままあの狂った魔の餌食になるのだと恐怖半分、あきらめ半分で死を覚悟したときだった。

　彼女の周りに風が巻き起こった。それは嵐のような猛威を振るう、剣勢の起こす風だ。

　ひと振るいごとに群がる悪魔の首や腕を刎ね飛ばし、ユーフェリナの淡い蜂蜜色の髪を巻き上げていく。

　壊れた屋根から飛びかかって来る魔物を、下からまっぷたつに切り裂き、返す刃で地を這う悪鬼を叩き潰す。

　まるで破壊の神がうつし世に現れたように、手当たり次第を爆砕していく。

　小屋の壁は倒れ、崩れかかった屋根が落下してくる。ユーフェリナは頭を伏せたが、辛うじて押し潰されることはなかった。

　どうにか瓦礫の隙間から、ほうほうの態で外へと逃れる。

「……ウィル……ガイスト……？」

　悪魔相手に怯むことのない剣を振るう者を、ウィルガイスト以外にユーフェリナは知らなかった。

　だが、月のない夜の下、己の肉体さえも破壊しそうな猛攻を仕掛けるのは、黒髪の悪魔ではなく──金褐色の髪をした青年。

「──シグアス」

　ユーフェリナは息を呑んで、用心棒の狂った戦いぶりをみつめていた。

　もはや戦いというより、何もかもを滅ぼしてしまおうとする、破滅的な衝動に身を任せた狂戦士がそこにいた。

「……あたしのせいなの？」

　瞳を見るまでもなかった。いくらシグアスの剣の腕が立つといっても、彼は人間にすぎないのだ。世界中の悪魔が集まるおぞましい魔の饗宴に、ただの人間がひとりで立ち向かえるわけがない。

「欲望を解放した人間は、幸せだと思いません？」

　突然、ユーフェリナの隣に人の姿が現れ、やさしげな声でささやいた。

「快楽に身を委ねてしまえば、衝動を無理に抑え込んで苦しむこともない」

「あんた……」

　ユーフェリナは唇を噛んでその男の横顔を見た。淡い金髪をひとまとめにした白皙の青年が、ごく自然にユーフェリナの隣に立っている。

　見覚えのある砂金石アベンチュリンの瞳。まだ幼さの残った顔で、ユーフェリナに微笑みかけている。

　しかし、親しげなその笑顔から、ユーフェリナは絶望感しか受け取ることができなかった。なんといっても、絶対誰にも知られたくない彼女の秘密を覗き見た挙句、ユーフェリナの初めての唇を奪っていった男だ。

　彼のまとう異様な魔力は、ユーフェリナに危機を知らせる。関わり合ってはいけない、今すぐ逃げ出せ、と。

「ねえユーフェリナさん、あなたにならわかるでしょう？　甘い疼きに身を委ねている間は、苦しむことなく気持ちよかったでしょう？」

「…………っ」

　意味深ににやにや笑う若者に、ユーフェリナは返す言葉を見失ってこぶしを握りしめた。

　もちろん、彼の言葉を肯定するわけではない。ただ、あのときのことはもう一切、口の端にすら乗せたくなかった。

「彼はね、ずっとユーフェリナさんに恋していて、でもその想いを口にすることもできず、ずっと苦しいままだったんですよ。だから、俺が解放してあげたんです。もうこれ以上、苦しむことがないように、ユーフェリナさんを独り占めできるように」

「……解放、した？」

「そう。悪魔の囁きはなにも、人間にとって害のあることばかりじゃない。快楽を得ることのなにが悪いんです？　限りある短い人生、楽しく愉快に暮らしてなにが悪いんですかね？　誰もが持っている欲望を、俺が外に導いてあげたんですよ」

　そして指さす方向には、シグアスの狂ったような戦いぶりが見えた。

「シグアスさんはあなたを独占するために、あなたに群がる邪魔なものをすべて排除してるんですよ。あの雑魚どもが一匹残らず掃討された後、彼はあなたを我が物にするためにここへ来るでしょうね。もう時間の問題だ。まだ晦の晩だというのに、なんてすばらしい力だ。それもこれも、魔女が近くにいるからでしょうけど」

「解放って──人の中に魔性の炎を灯す……あんたの仕業なの？」

「そいつの欲望の呼びかけに答えてやるだけです、初歩的な黒魔術ですよ。おかみのフェゼルも、あの巨漢も、そうそう、あの淫乱なアルカナル助祭も、俺の呼びかけにあっさり答えてくれましたからね」

「……黒魔術」

　目の前が真っ暗になって、うまく物を考えることができなかった。

　この目の前の若者が、魔術で強制的に魔性の炎を灯したというのか。ユーフェリナの魔力のせいではなく……。

「シグアスを、アディルアデルにしたっていうの!?　あんたが、黒魔術で！」

「だから、そう言ってるじゃありませんか。これだから女ってのは苦手です。頭に血が上ると、合理的な判断ができなくなる」

　ユーフェリナは片手に天眼石を抱いたまま、右のこぶしで若者の頬を殴りつけたが、見た目はひょろっとした若者は、意外に強い力で、頬に届く前にユーフェリナの手首をつかまえてしまった。

「まったく、短気というか……いきなり殴りにくる女は初めてですよ。なるほど、ウィルガイストさんは結構マゾっ気があるのかもしれないですね」

　へらへらと笑う若者を、腕をつかまれたままユーフェリナは潤んだ瞳でにらみつけた。

　魔性に魅入られた者を、元の人間に戻すことは不可能。そいつが死なない限り──ウィルガイストの言葉が何度も耳の奥で繰り返される。

　今もまだ、数多の悪魔を相手取り、自分自身も悪魔の穢れた血に染まりながら、シグアスは剣を休めることなく振るい続けていた。

　無口だがやさしい用心棒が、黒魔術師の手で魔性に堕とされた。人としての生命を終えて、その欲望の命ずるままに魔物として生きていくために。

　そんな残酷な運命を彼に強いたのは、誰でもない、ユーフェリナだった。

　力を失ってよろめいたユーフェリナを、黒魔術師はつかんだままの腕を引っ張り上げて強引に立たせた。

「おっと、大事な天眼石に傷がつきます。ではお役目ご苦労さまでした、ユーフェリナさん」

　そう言って金髪の若者は、言葉を発することもできずにいるユーフェリナから天眼石をひょいと取り上げ、目の高さにそれを持ち上げると、用はなくなったとばかりに彼女の身体を突き飛ばした。

「これが魔石といわれる天眼石か──約束どおり天眼石を手に入れてくれたお礼に、あなたの魔力、俺が正してさしあげますよ」

「……約束どおり──」

「あはっ、気づきませんでしたか、天眼石を取ってくるようにおねがいしたのは、この俺ですよ。リリ＝ランディ？　あんな耄碌もうろくババアになにができるんです。ヤツが至高の魔術師だなんてもてはやされてるのも、すべてこの天眼石のもたらす魔力によるものですよ」

「……どういうこと。その石はリリ＝ランディさんが」

　ユーフェリナは地面に尻もちをついたまま、天眼石と黒魔術師の顔を交互に見た。

「まったく、頭の回転が鈍いですね。俺があのババアの姿を拝借して、あなたにおねがいに行ったんじゃありませんか。いやらしい夢を見たあの朝に。元々、この石はリリ＝ランディが見つけて隠し持っていたものです」

　ユーフェリナは混乱の態で天眼石と若者の顔を見比べた。

「ついでに言えば、あなたの魔力は乱れてはいますが、べつに暴走したりはしてませんよ。ちょっといやらしい気分になるのも、こいつのせいですから。俺の脅しにすっかり乗ってくれちゃって、おもしろかったですよ」

　若者は懐から見覚えのある青い小瓶を取り出し、ユーフェリナの目の前で振って見せた。

「レンフィア……」

　そうと知った途端、ユーフェリナは青ざめ、震えるこぶしを握りしめた。

「あんた、アデット……！」

「気づくの遅いですよ。シグアスさんはもっと早くわかってくれたのに。でも本当の名前はレグラヴィっていいます、短い間ですが以後よしなに」

　若者は薄く笑い、指を鳴らす。すると、たちまち目の前に、よく知る気のいいアデットの姿が現れた。ユーフェリナがやり場のない怒りに表情を歪ませると、嘲笑するようにアデットの顔は元の金髪の若者の姿に戻る。

「あたしを、騙したのね！　その石を手に入れるために……リリ＝ランディさんから盗ませたの！」

「リリ＝ランディの作った刻歪ときゆがみの魔術は、魔女の一族に伝えられる魔石を媒介にしたもので、いかな俺でもそれを破るのが難しかったんです。でも、生まれながらに魔女の血を引くあなたなら、その魔力を透過できる」

「なんのために、そんな」

「魔術師は新月が近くなると魔力を失うんですよ。でも、新月にあなたに石を取りに行けと言っても、悪魔がわんさと押し寄せるから断られる。だから晦の前二日を指定したんです。本物のリリ＝ランディは新月で魔力を失って、ひっくり返っていたでしょう？」

　そうして彼が指さしたのは、背後で半壊している掘っ立て小屋だった。

「リリ＝ランディさんが……？」

　小屋の中にはリリ＝ランディの姿などなかったはずだ。しかし、ユーフェリナはベッドに横たわる老婆の木乃伊を思い出し、息を呑んだ。

「まさか……」

「見たでしょう、あの枯れ木みたいな醜い姿。あれがあの女の本当の姿なんですよ。もう百年以上も生きている化け物だ。魔力を失っている間、誰にも手出しをさせないため、天眼石の力を使って姿を眩ませている。新月が終わった頃に息を吹き返し、あんなケバケバしい姿になって現れるんです」

　くすくす笑い出したレグラヴィは、次第におかしくてたまらなくなったらしく、腹を抱えて哄笑こうしょうしはじめた。

「じゃあ、なんであんたは平気なのよ……」

「俺はこう見えても黒魔術師の端くれですからね。黒魔術、すなわち悪魔と契約した人間。新月には、より強い力を得ることができるって寸法です」

　そう言うとレグラヴィは、口の中で小さく何かを唱え、天眼石を掲げて指先を崩壊しかけた小屋に向けた。

　すると、深い暗黒が指先から現れ、小屋をすっぽりと呑み込んでいく。

「見てて」

　指を鳴らす乾いた音が響いた途端、小屋は一瞬にして倒壊した。土埃が上がり、もう何十年も風雨にさらされたように色あせ、崩れ落ちる。

「これで至高の魔術師もいなくなった。今夜からこの俺が、この世でもっとも力のある魔術師ってわけです。あなたのおかげで邪魔なリリ＝ランディを排除できたし、シグアスさんの欲望も解放してあげられた。今日は記念すべき日ですね！」

　そう言って黒魔術師は踵を返すと、ユーフェリナに手を振って歩き出した。

「──待ちなさいよ」

　呼び止めてどうするつもりでもない。ただ、この黒魔術師が許せなかった。何ができるわけでもないのに、ユーフェリナは衝動のままに立ち上がる。

「ああ、そうか。まだ約束を果たしていなかったか。でも、もういいでしょう。今さら魔力を正したとしても、今夜あなたはシグアスさんのものになって、死ぬまで犯されるでしょうから。無駄なことに労力を使うのは嫌いなんです。ちなみに頼みの綱のウィルガイストさんは今頃、異次元に閉じ込められて歯噛みしてる頃でしょうね。それともあきらめて昼寝でもしてるかな。どっちにしろ、期待しても無駄ですよ」

「……ウィルガイストはあたしが追い出したんだから、最初から頼みになんてしてないわよ！　けど、絶対あんたは許さない」

「おやおや、せっかくあなたのために奔走してるウィルガイストさんも報われない。それに、許さないといっても、どうするつもりですか？　俺を殴り殺してみます？」

　若者のせせら笑いをユーフェリナは無視して、翡翠の瞳を細めた。

　その途端だった。

　彼の腕の中にある天眼石が、灼けつくような高熱を発したのだ。レグラヴィは声をあげて天眼石を取り落とす。彼の服の袖からは、もうもうと煙が上がっていた。

　ユーフェリナは、黒魔術師の腕からこぼれ、足元に転がってきた天眼石をふたたび抱え上げると、それを手のひらに載せ、レグラヴィにまっすぐ向ける。

「──まさか」

　黒魔術師はユーフェリナの動作を最後まで見守ることなく、外套を翻した。それに続く、目を眩ませるほどの強い光の爆発。

　レグラヴィはきつく目を閉じて腕を顔の前にかざし、あわてて護りの結界を自らの周囲に張り巡らせた。

　やがて強烈な光芒が去り、弾けた光彩の中に立ち尽くしている娘に目を向ける。

　そこには、淡い翡翠の瞳に強烈なまでの眼光を湛えた──魔女が彼をにらみつけていた。

　魔女の一族に伝わるという魔石を手にしたからだろうか。

　目に見えない気の流れというものがあるように、魔力も持ち主の身体を巡っている。

　だが、流れを失って堰き止められていた彼女の魔力は、今や怒涛のように満ちあふれ、流れを邪魔していた障害物を根こそぎ押し流して、ユーフェリナを覆っていた。

　もはや彼女は気が強いだけの、無力な少女ではない。天眼石を携えて、明確な意思をその翡翠に刻んでレグラヴィを敵と認識する。

「絶対許さない、黒魔術師。シグアスを、元に戻しなさいよ！」

　ユーフェリナの感情が揺れると、それに応じるべく彼女のまとった魔力が揺らめき、見えない鏃やじりとなって黒魔術師に向かう。

　鋭い魔力の刃が頬を切り裂き、レグラヴィに血を流させた。

「……石に操られてるのか」

　レグラヴィは、端整だがしまりのないにやにや顔を一変させ、唇を結んだ。

　ユーフェリナはもう、ただの魔の生贄ではなく、悪魔を滅ぼそうとする『魔女』の血族そのものだった。

「ですが、魔力の制御もできないユーフェリナさんに、なにができるんです。天眼石の記憶に引きずられて、魔力を放出する器になっているだけじゃないですか」

　レグラヴィは太古から伝わる悪魔の言葉を紡ぎ、手のひらを地面に押し当てる。すると、彼の手を起点にして黒い魔方陣が描かれた。

　漆黒の光がそれを覆うと、黒い体毛の、頭が三つに分かれた獣が現れる。犬と呼ぶにはあまりにも巨躯で、馬よりも一回りは大きかった。

「その娘を引き裂け！」

　彼が命じると、獣はそれぞれの首で獰猛に吠え掛かった。我先にユーフェリナに噛みつこうと、だらりと伸びた蛇の舌から粘つく唾液を流して地面を蹴る。

　しかし、ユーフェリナは動じることなく黙ってそれをにらみ、無造作に手を払った。

　途端に獣の巨躯は、土煙が巻き起こるほどの力で地面に叩きつけられていた。三つ首の獣は、追い立てられた犬のように情けなく悲鳴をあげる。

「そんなのこけおどしだ！　その娘自体にはなんの力もないんだから。それでも地獄の番犬と呼ばれる魔獣ですか！」

　撃退された魔獣はレグラヴィのけしかける声に尾を立て、悪魔でさえ無視できそうにない獰悪な咆哮で応えた。

　ユーフェリナめがけて飛びかかり、少女の手前でとっさに右側に方向転換して、その視界を惑わせにくる。

　今度こそ少女の白い肌に血の花を咲かせようと、地獄の番犬は首を伸ばし、刃に似た乱杭歯らんぐいばで柔らかな肉にかぶりつこうとした。

　だが、魔女の血肉が噛みちぎられる直前、ユーフェリナは軽く指を振る。

　それが合図だったのか、魔犬の首は根元から切断され、胴体と三つの首が肉塊となって、それぞれ方々に散った。

「なに!?」

　レグラヴィにも想定外の出来事だったようだ。目を瞠って、文字通り四散した魔獣を眺めている。

　肉片となり果てた魔獣にユーフェリナはとうに興味を失い、新たな敵の出現を背後に察知すると、そいつに天眼石を向けた。

　ところが、ユーフェリナが敵の姿を視界に収めるより先に、天眼石を取り上げられてしまった。

　途端に、彼女の身体を取り巻いていた魔力が鎮まり、きつい光の灯った翡翠の瞳は、元の通り、薄い絹を透かしたような淡く透明な色に戻る。

　力を失って崩れ落ちそうになる身体は、力強い腕に抱き留められていた。

「……ウィルガイスト」

「石の命じるままに魔力を放出すると、足腰立たなくなるぞ。我を失くすと、石に乗っ取られるぜ」

　大嫌いな悪魔に縋りつく格好になってしまったが、思うように身体に力が入らず、ユーフェリナはあきらめてウィルガイストに身を預けた。

　でも、この狂った夜に彼の体温を頬に感じていると、昂ぶった気持ちが不思議と宥められ、落ち着いていく。

　左腕に彼女の身体を抱えたまま、ウィルガイストは右腕だけで重たい大剣を握り、真顔になったレグラヴィの眼前に剣先を突きつけた。

「よくもまあ、俺をコケにしてくれたな。坊ちゃんよ」

「……よくあそこから出られましたね、ウィルガイストさん」

　両手を挙げ、降参を示すようにレグラヴィは笑ったが、砂金石アベンチュリンの瞳はいっさい油断なく辺りを窺っている。

「こっちも信用がかかってるんでね。だが、おまえにはたっぷり礼をしてやらんと気がすまねえ」

　ウィルガイストは無造作に剣を振るい、レグラヴィの喉を切り裂く。血にまみれた黒魔術師の身体が物も言わずに地面に横たわったが、ウィルガイストは舌打ちした。

「こ、殺したの……？」

　ユーフェリナは倒れた黒魔術師を、ウィルガイストの腕越しに覗き込んだが、彼は剣を鞘に収めながら首を振った。

「いいや、こいつはただの木偶だ。本物はとっとと逃げ果せた。悪魔は卑怯な手段が大好きだからな」

　自分自身を揶揄するようにウィルガイストは薄く笑い、横目でちらりとユーフェリナを見ると、すぐに顔を背けた。

「あ、あの……助けてくれて──アリガトウ……」

　ばつが悪そうにユーフェリナはつぶやき、急いでウィルガイストから身体を離した。

　震える両膝でどうにか自立しようとするものの、自分の身体を自分で制御することができずに、ウィルガイストにさらに重たく体重をかけただけだった。

　魔犬を相手に放った魔力は、天眼石に無理やり引き出されたもので、石の力が離れた今は、濃い疲労に身体が言うことをきかない。

「そういう契約だ、礼を言われることじゃねえ」

　ウィルガイストはいつものように軽口を叩くことはなく、どこかそっけない口調で突き放してくる。

　何度も感情のままに彼を追い出しては、そのたびにウィルガイストに助けられる。さすがに今回はウィルガイストも呆れ果ててしまっただろう。

　気まずい思いで視線を下に落としたユーフェリナは、ウィルガイストの左の手のひらに、ひどい火傷のような生々しい傷を見つけて顔を上げた。

「怪我、したの？」

「ああ……天眼石に触ったからな。悪魔には触れられないようにできてんだよ、そいつは」

　ユーフェリナは困惑して、足元に転がされている石とウィルガイストを見比べた。

「魔除けくらいにゃなるだろ、持っとけ。ただし、あんまり感情的になるなよ、石に呑み込まれちまうぜ」

　ユーフェリナは天眼石を拾い、その拍子に目に飛び込んできたリリ＝ランディのいた小屋から目を逸らした。

　だが、逸らした視線の先には、もっと見たくない光景が広がっている。

　ユーフェリナは、ウィルガイストの袖を小さくつかんで引っ張った。手にした天眼石の上に、ぽたぽたと大粒の雫が落ちて光った。

「──泣いてんのか」

　ユーフェリナは唇を引き結び、言葉にすることができずに首を振る。細い肩を小さく震わせ、嗚咽をこらえてうなだれた。


　彼が傍にいない間に何が起きたのかは、この状況を見れば一目瞭然だった。

　事がありすぎてユーフェリナは混乱し、憔悴しきっている。こんな状況でウィルガイストに身体を支えられているなんて、普段なら絶対に突っぱねるだろうに、縋りつくように彼に身を寄せたままだった。

　ふと、倒壊したリリ＝ランディの掘っ立て小屋にウィルガイストは視線を向けた。

　つい数日前に訪れたばかりのそこで、ユーフェリナの仮初めの身体を抱いた記憶が、まだ生々しく彼の肉体に刻みつけられている。

　しかし、そのときに触れた柔肌の熱と、今こうしておずおずとウィルガイストに縋りつく少女の熱はまるで別物だった。

　そのあたりまえの事実を知り、ウィルガイストは表情を消した。

「シグアスが……」

　小さく震える声で、ユーフェリナはようやくそれだけを絞り出す。

「アディルアデルになったか」

　ウィルガイストは、森の向こうで悪魔たちを斬り裂く青年の姿を視界に捉えた。

　暗闇の中、これだけ離れた場所にいるというのに、金褐色の青年が人ではない魔性の気配を背負っているのが、ウィルガイストにもはっきりと見て取れる。

　もうあらかたの悪魔を狩り尽くしたのだろう、シグアスは黒い血にまみれた剣を手にしたまま、ゆっくりとこちらを振り返った。

　そして星明かりの下、ゆらゆらと覚束ない足取りで近づいてくる。

「ユーフェリナ、おまえは朝になるまで、どこか物陰にでも隠れてろ。なるべくここから遠く離れてな。もうこの森の雑魚悪魔どもはあいつが倒してくれたから、危険はないだろ。夜が明けたら南を目指せ、アクロシアに帰れる」

「で、でもウィルガイスト、シグアスを……殺すの──？」

「俺にその気がなくても、あいつは俺を殺す気満々だろうからな。相手をしないわけにもいかねえだろ」

　ユーフェリナが躊躇っている間にも、シグアスは確実にこちらへ近づいてくる。

　表情がわかるほど近くまで来ると、悪魔の体液にまみれた陰惨な姿のシグアスは、彼らしくない張りついた笑みでふたりを見た。

「ユーフェリナ、こちらへ来るんだ」

　元のシグアスのままの声なのに、どこか重たい響きを帯びた声音で彼は言う。

　何と答えていいのかわからず、狂おしくシグアスの夏空色の瞳をみつめるユーフェリナは、その中に確かに息づく暗黒の炎──魔性の証を見つけて、顔を背けていた。

「もう取り返しがつかないの？　こんな森へ来なければ……シグアスの言うとおり、アクロシアに帰っていれば……」

　後悔ばかりに責められて、ユーフェリナはただただ立ち尽くすだけだ。

　──動いたのは、ウィルガイストだった。

　ユーフェリナを背中に庇い、鞘から抜いた剣を地面に突き立て、観察するようにシグアスの姿をじろじろ眺める。

「しばらく見ないうちに、ずいぶんらしくなったな」

「あなたと押し問答をするつもりはありません。ただ──」

　暗黒の炎のちらつく瞳でウィルガイストを一瞥すると、シグアスは地面を蹴って、抜き身の白刃をウィルガイストの頭上に振り下ろした。

　金属のぶつかりあう高い音が夜の静寂しじまを打ち破り、火花が飛び散って辺りを瞬間的に照らす。

　シグアスの剣を受けたウィルガイストは、人の限界を超えた力を確かに感じ、ニタリと悪魔らしい笑みをつくった。

「久々に手応えのあるヤツとやりあえそうだ」

「ユーフェリナは渡しません」

　力ずくでシグアスの剣を押し返し、ウィルガイストは後方に飛び退ると、ユーフェリナの身体を突き飛ばす。

「ぼさっとすんな、あっち行ってろ。巻き添えになるぞ」

　壊れた人形のようにされるがまま、ユーフェリナは地面に尻もちをつき、突如はじまったふたりの魔の戦いを滲む視界でみつめた。

　それは、人間の戦いとは何もかもが違った。

　どちらかが剣を振るえば、近くの繁みは弾けて葉を粉々に散らし、地面に剣をめりこませれば、土が砕けてもうもうと煙が上がる。

　暗がりの中で金属音が跳ね返り、短い時間で場所を変えて、あちらこちらに火花を飛び散らした。

　シグアスがウィルガイストの剣を受ければ、黒衣の悪魔の力と勢いに突き飛ばされる。

　体勢を崩したシグアスにウィルガイストがさらなる刃を向ければ、シグアスは軽業師のように後方に宙返りして、ウィルガイストの剣勢を空振りさせる。

　互いの隙を突く作業は、当人たちもそうだろうが、見ているユーフェリナでさえ息を詰めるほど間断なく行われた。

　ウィルガイストとシグアスを戦わせてはいけない──そんな思いさえも忘れさせる。

　強いとか弱いといった概念を凌駕した戦いは、梟さえ鳴かない冷たい夜の中で粛々と進行する。剣の重なる音と、張りつめた空を切り裂く音、ふたりの息づかいだけがやけに大きく響き渡った。

　どのくらい経った頃だろうか、剣同士の打ち合う金属音とは違う、耳に痛いほどの異音が鳴った。

　直後、魅せられたように彼らの戦いをみつめていたユーフェリナの足元に、何かが飛来して、突き刺さる。

　それは、度重なる衝撃に耐えきれずに折れた、剣の刀身だった。シグアスの剣が根元から無残に折れて、弾き飛ばされてきたのだ。

　ウィルガイストの大剣は、おそらく彼の力に耐えるように鍛えられているだろうが、シグアスの物はそうではない。彼の剣はあくまで人間用に作られた、人間のための剣だ。

　むしろ、ウィルガイストの度外れな膂力りょりょくによくこれまで持ち堪えたと感心すべきだろう。

　それでもシグアスの勢いは衰えなかった。

　手の中に残った柄をウィルガイストに投げつけ、彼がそれを防いでいる間に肉迫すると、その馬鹿でかい大剣を振り回せぬ懐の中に飛び込んだ。

　シグアスは懐中に忍ばせていた小剣で、ウィルガイストの喉を切り裂こうと腕を伸ばす。しかし、その意図を悟ったウィルガイストはとっさに右腕で小剣を防いでいた。

　冷たい金属の刃が肉を割ってめりこむ、独特のいやな感覚に悪魔は唇を歪める。視線を上げると、すぐ至近にシグアスの視線とぶつかった。

「あなたにユーフェリナを……奪わせはしない」

　ウィルガイストには、彼女のように魔性の炎を瞳の中に見つけることはできないが、悪魔独特の雰囲気、ぞっとするような同類の気配には敏さとい。

　だが、シグアスから感じるそれは、ウィルガイストが今までに対峙してきたどの魔性とも違う。

　──何に違和感を覚えるのか。

　それを熟考するには、腕にめりこむ鋼の味が強すぎた。

　悪魔であっても、剣で傷つけられれば血が流れる。喉を庇ったウィルガイストの右腕には、瞳と同じ緋色が広がっていく。

　為す術もなくそれを眺めていたユーフェリナが、離れた場所で悲鳴をあげるのが聞こえた。

　腕を斬らせておいて、そちらにシグアスの意識を集中させたウィルガイストは、剣を捨てて身を低くすると、シグアスに回し蹴りを放って足元を崩す。

　魔性に堕ちた青年がよろめいたのを見逃さずに、剣を拾ってシグアスから距離を取った。

「悪魔おれに血を流させるとは、たいしたもんだ。だがな」

　ウィルガイストは目を細めて大地を蹴ると、大きな剣を腕のようにあやつり、シグアスが握っている小さな剣を的確に狙い、弾き飛ばしてしまった。

「まだ魔として覚醒しきってない半端な野郎に、この俺が斃たおせると思うなよ」

　ウィルガイストの渾身の剣を手に受けて、シグアスの腕は悲鳴をあげるように痺れた。

　それでも反撃しようと顔を上げたシグアスの腹部を、ウィルガイストの厳ついブーツのつま先が蹴り上げる。

　木の葉のように舞ったその身体に、悪魔の大剣を振り下ろして終わる──はずだった。

　だが実際にはそうはならず、ウィルガイストはめずらしく困惑して、自分の腕にしがみつく蜂蜜色の頭を見下ろす羽目になった。

「おねがい、やめて……シグアスを殺さないで！」

　ユーフェリナが、ウィルガイストの無傷の左腕に飛びつき、悪魔の剣を引き留める。

「離れてろ、ユーフェ」

「おねがい！　殺さないで……あたしのせいなの、あたしがシグアスを」

「バカか、こいつをアディルアデルにしたのはあの小僧の黒魔術だろ」

　腕にしがみつくユーフェリナをなんとか追い払おうと腕を引いたが、彼女は頑として離れなかった。

「あたしがシグアスを巻き込んだのよ！　あたしなんかが、シグアスの好意に甘えたりしたせいで」

「だったらどうする。自分のせいだから？　この野郎におとなしく殺されるってのか？　おまえが犠牲の羊になったところで、この男の魔性化が防げるわけじゃねえんだぞ。いっそ殺してやるのが、慈悲ってもんだろ」

　ウィルガイストは少女の華奢な身体を力ずくで振りほどくと、肺腑を文字通りえぐられ、血を吐いて咳込んでいるシグアスにふたたび剣を向けた。

「ウィルガイスト、おねがい！　あたし……あたしがやるから！」

　さすがに呆気に取られ、ウィルガイストは剣を収めた。

「おまえが、なにをやるって？」

「こんなことになったのも、あたしのせいだから、あたしがシグアスを……」

　失笑も出ずに、ウィルガイストは片頬を吊り上げ、緋色の瞳をユーフェリナに固定した。

「おまえみたいな小娘に殺られるほど、シグアスってのは軟弱な野郎だったか」

「……それでも！　ウィルガイストがシグアスを殺したら──」

　ウィルガイストを憎まずにはいられなくなる。そう続くはずのユーフェリナの言葉を、彼は無言のうちに受け取った。

「それで自分がシグアスに殺されりゃ万々歳ってか」

「…………」

　何もかもが馬鹿馬鹿しくなったようにウィルガイストは笑い、その笑み歪んだ表情をユーフェリナに向けた。

　次の瞬間、彼女が目を疑うほどの険しい──魔性らしくもない怒りに満ちた表情で、ウィルガイストは少女の胸倉をつかみあげていた。

「ふざけんな！　投げ売りの命は悪魔にとってなんの価値もねえ。シグアスの野郎が、死にたがってるおまえを殺して満足するとでも？」

「あ、あたしは……」

「第一、おまえを他人の手に易々と渡すとでも思ってんのか？　そもそも、生き死にを自分で選べると思うなよ、おまえは俺のものだ！」

　ほとんど恫喝に近かったが、そう宣言したウィルガイストは、彼女の身体を突き飛ばすと、一度は引いたはずの剣を構えなおした。

「おい、シグアス。ユーフェリナが欲しいのか、それなら力ずくでてめえの欲望を俺に吐き出してみろよ。ユーフェリナは渡さねえぞ」

「……俺は」

　シグアスはよろめきながら立ち上がり、ウィルガイストが投げてよこした何かを反射的に受け止めた。

　シグアスの手の中には、一振りの剣が握られていた。

「そいつは俺の予備の剣だが、人間のひ弱な剣とはわけが違うぜ。新月の晩に悪魔が鍛えた魔剣だ。魔性なら魔性らしく、力ずくで奪ってみろよ」

「──では遠慮なく。ユーフェリナを好きにはさせない」

　魔性として覚醒しきっていないせいか、まだシグアスの言葉には、理性や彼自身の意思が感じられる。しかし、明日は新月だ。彼が本物の魔性に目覚めるのも時間の問題だった。


　ウィルガイストに突き飛ばされて倒れこんだユーフェリナは、目の前にあった天眼石を無意識に抱き寄せて天を仰いだ。

　剣と剣のぶつかりあう鈍く、そして鋭い音が、ユーフェリナの意識を遠ざけていく。

　ただ、ウィルガイストの流す緋色の血だけが、彼女の視界に鮮明に映った。

　月隠つきごもりの夜は、まだ明けそうにない──。
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　抱き寄せた天眼石が熱い。

　血族の魔力を感じているからか、それとも狩るべき魔がそこにいるからなのか。まるで天眼石が喜んでいるようにユーフェリナには思えた。

　魔女は、悪魔を狩るために自ら悪魔と交わった一族だという。

　それは、新月になると魔力を失う魔術師たちが、力を失わずにいられるように下した苦渋の決断だったのだろうか。

　彼らは何のために、自らの身体を差し出してまで悪魔を滅ぼそうとしたのだろう。悪魔を退治るだけなら、イヴァスラードの聖騎士に任せておけばよかったはずなのに。

　イヴァスラード大神殿は創成から魔を絶対悪と位置づけ、古い古い時代から聖騎士団を組織してきたのだから。

　ユーフェリナは地面に座り込んだまま、ふたりの剣士が打ち合う姿をぼんやりと遠くに眺めて、そんなことを思った。

　天眼石はユーフェリナの問いに答えてはくれなかったが、しきりに彼女をけしかけるように波動を送り、彼女の魔力を煽る。

　悪魔を殺せ──裏切者を屠ほふれ！

　石がそう言ったように感じて、ユーフェリナは天眼石を手の中から地面に転がした。

（裏切者──？）

　だが、天眼石に秘められた力を覗こうとしたユーフェリナの目の前に、血飛沫が噴き上がり、土くれを真っ赤に染めた。

　シグアスの放った剣が、ウィルガイストの右腕を再び斬りつけていたのだ。

「ウィルガイスト！」

　まさか、あの『魔剣士』に手傷を負わせるなんて。

　この戦いがはじまる前から、彼らが戦えば、必ずウィルガイストが勝者になることを、ユーフェリナはまったく疑っていなかった。

　必ずシグアスは殺される。だからこそ、ウィルガイストに手を下してほしくなかったのだ。

　しかし、よく見れば、一方的にウィルガイストだけが追い詰められているわけではなかった。

　魔物どもの返り血もあるだろうが、シグアス自身も、乾いた血の上に新たな鮮血を流しながら魔剣士と剣を重ね、死戦を演じていた。

　シグアスが魔剣を手にしたせいか、ウィルガイストが腕に手傷を負ったせいか、今では互角にしか見えない。

　どちらかが剣を振るえば、必ず一方が傷つく。

　泥沼化した彼らの剣戟けんげきは、確実に互いを死の淵へと追いやっているようだ。

　死んでほしくない。殺さないでほしい。

　ユーフェリナに惚れていると言ったシグアスの、照れたような仏頂面を思い出す。

　でも、シグアスはじきに完全な魔性と化して、もう人間には戻れない。

　殺すしか──死ぬしか道は残されていないのだろうか。

　ウィルガイストのように魔性と化してもなお、己を保って暗躍する悪魔になることは……。

　不意に、シグアスの投げかけた疑問符が浮かび上がった。

　──本当に彼は、アディルアデルなのか？

「違う……ウィルガイストは──アディルアデルじゃない……」

　シグアスは彼と同じようにはなれない、ウィルガイストは魔性ではない。

　アディルアデルは己を失い、癒えぬ欲望の渇きに夜を徘徊する化け物だ。だが、ウィルガイストはそうではなかった。

　立ち上がったユーフェリナのすぐ目の前で、男たちの刃が互いを死に誘いざなうべく、唸り続けている。

　この戦いは止まらない。シグアスが死ぬまで。

　ユーフェリナは無意識に天眼石を拾い、自分にはどうすることもできない無力を嘆くようにそれに触れた。

　その背後に、薄く笑うレグラヴィの姿があることに気づいたときは、もう手遅れで──
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　シグアスの狙いは悪魔の緋色の目だったが、ウィルガイストは反射的というより、もうほとんど本能的にその攻撃をよける。

　ふたたび激突した剣を押し合いながら、奥歯をギリッと噛みしめて哂わらった。

「なるほど、それがおまえの願望か、シグアス」

「それを満たしてくれるためのアディルアデルなら、俺は喜んで受け入れます」

「俺には理解できねえな。それに、おまえには悪魔になれる器がねえ。レグラヴィの野郎に火をつけられなけりゃ、一生ただの『人間』でしかいられなかった」

　拮抗した力で剣を押し返し、ウィルガイストとシグアスは同時に後方に飛び退った。

「だが『人間』では力が足りない！　ユーフェリナに悪魔の印を見つけたときから、俺は彼女を悪魔から解放することを……あなたを殺すことだけを願ってました」

　小さな魔性の炎が揺れる瞳で、シグアスは目の前の悪魔を静かに見据える。

「くだらねえな。いっそ、女を手に入れたいってほうが万人が納得するぜ。おまえ、ほんとに不能なんじゃねえのか？　それに──生憎だが」

　右腕にぱくりと開いた傷口から流れ続け、肌にたまった血を振り払うと、ウィルガイストは両手で改めて剣を握りしめた。

「おまえの願いは決して叶えられない。悪魔おれを殺すには資格がいる。なりきれねえハンパな魔性には不可能だ」

　ウィルガイストが足を踏み出し、シグアスも同時に地面を蹴る。

　死神の鎌が互いの首を刎ねようと、止められない勢いで迫った。

　──ふたりの暴風のような凶刃の中に、何かに突き飛ばされてよろめくユーフェリナが飛び込んできても。

「──!?」

　振り上げた剣は、止めることはできるだろう。しかし、彼らの握る剣は、もう持ち主の制御を離れ、殺すべき敵に向かってただ落ちていくのを待つだけだった。

　それでも、ユーフェリナの白い肌に魔剣が落ちるのを防ぐため、シグアスはどうにか剣を引こうと試みる。

　だが、たとえ軌道を変えたとしても、少女を無傷ですませることはもう不可能だった。

「ユーフェリナ！」

　死の刃の向こうに、めいっぱい見開かれた翡翠の瞳と出会った一瞬の絶望に、シグアスは己を何十回、何百回呪い殺したことだろう。

　やがて、剣を握りしめる手に、肉を斬り、骨をまっぷたつに裂く鈍い感触が伝った。

　ウィルガイストに手渡された悪魔の剣は、狙い定めた標的を切り裂き、血を呑み干すまで満足しない。


　一瞬、すべての音が世界から消失し、時までもが止まった。


　シグアスの剣は獲物を切断し、血を浴びてもなお、勢い止まらずに地面に深くめりこんだ。

　──土を跳ね上げる音が静寂を打ち破ったとき、それを待っていたように悪魔の咆哮があがる。

　シグアスの視界には黒髪の悪魔の背中があり、ユーフェリナはその悪魔の腕に抱きかかえられて、彼の肩越しにシグアスの顔を黙ってみつめている。

　視線をずらすと、ユーフェリナを庇ってシグアスの剣をその身に受けたウィルガイストの、剣を握ったままの左腕が鈍い音を立てて地面に落ちた。
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「ウィル、ガイスト……」

　ぽつりとつぶやいたユーフェリナの声に、ウィルガイストの吼える声が重なった。

　彼の左腕は肩口から切断されて、鮮血が噴き出しているのだ。

　気の遠くなるような痛みを、ウィルガイストは歯を噛みしめて耐えていたが、それでも喉の奥から湧きあがる絶叫を打ち消すことはできなかった。

　ユーフェリナの身体を伝い、ウィルガイストが崩れ落ちて地面に膝をつく。

　そのとき、悪魔の左腕が身体から離れ、まるで物のように地面に落ちているのをユーフェリナは視認した。

　声にならない悲鳴をあげ、彼女は泣きながらウィルガイストの肩の血を止めようと手を伸ばす。

　だが、ウィルガイストは軋むほど強く奥歯を噛みしめたまま、ユーフェリナを押しのけて立ち上がると、置物のように地面に落ちている自身の左手から、剣を拾い上げた。

「おい、まだ終わってねえぞ」

　緋色の瞳の悪魔は、驚愕に身動き取れずにいるシグアスの眼前に切っ先を突きつけた。

「間の抜けたツラしやがって。なりきれねえ半端者にハンデだ。構えろ」

「ウィルガイスト、あなたは──」

　ようやく呼吸することを思い出したようにシグアスが答え、剣を構えなおす。

　それでも、ユーフェリナはふらふらとふたりの青年の間に割り込んだ。

「やめて！　そんな、そんなままでいたら、本当に死んじゃうわ！　とにかく止血を……」

「都合がいいじゃねえか。そうなりゃ悪魔の契約から解放されるかもしれないぜ」

　冷ややかに笑ったウィルガイストを見上げた彼女の瞳から、ボロッと大粒の涙がこぼれた。

　青ざめた頬にこぼれ落ちた粒が、翡翠の色ではなく透明だったのが不思議なくらい、涙と瞳の色が混じり合って滲んでいる。

　ウィルガイストの皮肉っぽい緋色の瞳が、それを見て鼻白んだ。

「そんなこと、言わないで……」

　ユーフェリナの涙に完全に調子を狂わされたウィルガイストは、少女の腕を押しやり、視線を強引にシグアスに戻した。

「このくらいで死ぬなら、悪魔なんてやってねえよ。どいてろ、まだ途中だ」

　悪魔が剣を翳すと、シグアスもそれを受けて、ウィルガイストの血に塗れた剣を握りしめた。

　どうあっても、決着をつけるまで終わらせるつもりはないらしい。

　押しのけられたユーフェリナの踵に天眼石がぶつかり、彼女はそれを拾い上げた。

　この石を求めたせいでシグアスは魔性になり、リリ＝ランディは殺され、ウィルガイストの左腕は永久に失われた。

「全部あたしのせい──」

　ユーフェリナは唇を噛みしめると、天眼石を持ち上げ、それを力いっぱい地面に叩きつけていた。

　その程度の衝撃で砕けるはずはないが、土にめりこんだ石は、ユーフェリナの魔力を得て粉々に砕ける。その拍子に飛び散った破片が、ウィルガイストの血で濡れた彼女の手に刺さった。

　小さな傷が開き、自分の血と悪魔の血が交じり合う。

　傷口に焼けつくような痛みを覚えた瞬間、内側から熱が湧き、視界がぶれた。

「あ……っ」

　思わず膝をつくと、砕けた天眼石の中に封じられていた魔力が迸ほとばしるのが視えた。

　その中に悲しいまでに強く籠められていた悪魔への恨み、呪いが、ユーフェリナを呑み込み、覆っていく。

　天眼石の放った魔力の渦に、ウィルガイストとシグアスまでもが振り返っていた。

　新たな宿主を、新たな呪いの媒介にすべく、魔力がユーフェリナの意識を乗っ取ろうとする。そして、あらん限りの声で魔を滅せよと命じた。

　それは激しい憎悪に駆られた娘の声だった。

「ユーフェリナ！」

　シグアスがユーフェリナの名を呼んでいる。懐かしい声に、涙で濡れた顔を上げると、シグアスの瞳の中に暗黒の炎を視た。

　まだ覚醒していない魔性は、まだ充分に人間の意識を保っているが、もう新月はそこまできている。あれは魔性に憑かれた化け物だ。

　そして、左腕を喪った緋色の瞳の悪魔。彼こそアディルアデルでもなんでもない、れっきとした魔物である。

（あの悪魔どもを──殺せ！）

　ユーフェリナは熱に冒されたように熱く重たい瞼で、月のない空を仰いだ。

　憎しみの感情だけをユーフェリナの中に植えつけるべく、天眼石の声が濁流のように流れ込んでくる。抗う隙さえ見出せない、強い声。

（殺せ──）

　石の魔力に憑かれ、頼りない足取りで一歩、一歩と踏み出しながら、ユーフェリナはゆらゆら進んだ。

　彼女の視界には、固唾を呑んで自分をみつめているウィルガイストとシグアスの姿があった。透明に近かったはずの翡翠の瞳は、天眼石に呑み込まれてしまい、今は暗く色を変え、どちらを先に滅ぼすのかを選ぶように揺れる。

「ユーフェリナ」

　シグアスは斃すべき悪魔から剣を引くと、ユーフェリナに駆け寄ってきた。

　彼の夏空色の瞳の中には、燃え盛るというには弱々しすぎる炎がかすかに息づいている。

（先にこの出来損ないのアディルアデルを殺すの。さあユーフェリナ、我が血族。おまえに力を与えてあげよう──この男を殺せ！）

　ユーフェリナの手が、近づいてきたシグアスの首に伸びる。

（おまえを蹂躙したいと願う厭いとわしい男だよ──魔に魂を売って、おまえの純潔を奪い、犯そうとしている悪魔だ）

　魔力の塊が、手の先に集まっていく。ユーフェリナの爪が触れると、シグアスの首筋に焼き鏝ごてをあてたような傷ができた。

「ユーフェリナ……」

　シグアスは、彼女の名を呼ぶ以外に抵抗しなかった。白く細い指がゆるゆると首に巻きついていくのを、ただ黙って待っている。魔に憑かれた暗黒に逆巻く炎は、何の感情も、欲望も映さない。

　皮膚にめり込む指がシグアスの力を奪う。やがて彼は両膝をつき、苦しそうに顔を歪めた。だが、ユーフェリナをみつめる瞳はまっすぐのままだった。

「違う……」

　奔流のように悪魔を呪い続ける魔力の声に、ユーフェリナはようやく抗った。

　シグアスの声の中に、ユーフェリナを我が物にして犯そうとする欲望など、欠片も含まれていない。

　夏空色の瞳の中にある炎は、もし目の前にあるのなら、吹き消すことだってできそうなのに。

（魔性は魔性。騙されるな、それが奴らの常套手段だ。甘言を弄し、若い娘を食い物にしようとする悪魔だ）

「……シグアスはそんなこと、しないよ」

　いつだって見守るようにやさしい夏空色の瞳は、嘘ではなかった。馬車の中でくれた言葉がすべて、シグアスの真実だ。

　ユーフェリナは彼の喉から手を引くと、爪の先に集まった熱い魔力を払うように手を振った。それを合図にしたように、暗く沈んだ翡翠が元の色に戻る。

　彼女はまっすぐシグアスの瞳を覗き込むと、自分も彼の真正面に膝をついて、その首に腕を回した。

「魔女の目……」

　すこし離れた場所からすべてを見ていたウィルガイストが、ぽつりとつぶやく。

　天眼石の魔力を取り込んだユーフェリナの瞳は、本来の力を得た『魔女の目』だった。

　ウィルガイストが欲していた、悪魔の真実を見抜き、破壊する魔力の瞳。

　ユーフェリナはシグアスの瞳に揺れる炎に、どんな真実を読み取ったのだろう。

　しかし、その結末を見届けるより先に、ウィルガイストは目を逸らした。

　まぶしいくらいに星が瞬く空の下で、ユーフェリナの薄紅色の唇がシグアスの唇と重なり合うのを、黙って見ている気にはなれなかった。



	
			第６章　残照の記憶

「ディルア・レイティグ・ユア・アウティローザ。前へ」

　名を呼ばれた騎士は、貴賓席に向かって礼儀正しく一礼すると、鞘に収めたままの剣を握って所定の位置についた。

　生真面目そうな表情はすこし硬く、彼の相手となる男をちらりと一瞥してから、確かめるように貴賓席に視線を送る。

「ヴェルディーン・シグアス・ユア・アウティローザ、前へ」

　こちらも貴賓席に向かって優雅な一礼をすると、観客席から華やかな声援を送ってくる娘たちに手を振った。

　すると、たちまち娘たちの歓声は黄色い悲鳴にとって変わる。

「では、これより御前試合をはじめる。両者、一歩前へ」

　審判の声にふたりは鞘を払うと、模造剣を合わせて一礼した。

「これは国王陛下ご生誕記念の御前試合である。決して血を流すことがないように」

　よく似た顔立ちのふたりに審判は小声で注意し、試合開始の合図を送った。


　　　＊


　まだ夏の名残が居座るロークリンド王国、アクロシア。

　この日、ロークリンドは国王の誕生日祝いで大いににぎわっており、国王一家のパレードや舞踏会など、さまざまな催しが行われていた。

　この御前試合もその催しのひとつである。

　ロークリンド王国騎士団の重鎮、アウティローザ伯爵のふたりの子息による御前試合は、開催が決定したときから人々の注目を集めていたが、殊のほかこの試合を喜んだのが、ロークリンド貴族の姫君たちであった。

　長男のディルアはアウティローザ伯爵の跡目を継ぐため、父の許で一個中隊を指揮する有望株だ。華やかな場は苦手らしいが、父によく従い、騎士たちの信望も厚い。父によく似て堅物だが顔立ちは貴族的で、いかにも紳士といった風体である。

　ヴェルディーンはその弟で、こちらも騎士団に所属する身であるが、兄と違って継ぐべき家督があるわけではない。騎士の家に生まれついたゆえに剣はよく嗜んだが、ふわふわと落ち着きのない、わがままいっぱいに育った次男という印象が人々には強い。

　彼は父の指揮する王都防衛騎士団ではなく、国境や辺境警備などに派遣される平騎士として仕えているため、王都に滞在する機会は少ない。噂によれば、父と兄のあまりの堅物さ加減に耐え切れず、比較的、自由の利く辺境に逃げ込んだという。

　顔立ちは兄とよく似通っていたが、ヴェルディーンはどちらかといえば亡くなった母親譲りで、見た目は華やかで派手だった。兄が堅実だとすると弟は華麗で、その見た目が、実直さを尊ぶ騎士団の中でヴェルディーンの評価を下げている一因だったかもしれない。

　アウティローザ伯爵の子息が国王の御前で試合をすることになったのは、ディルアの大隊長昇格のお披露目という意味合いが強い。

　だが、その試合相手に弟のヴェルディーンが選ばれたのは、国王の末の娘ラキシア王女が、供回りの侍女たちにぜひにと懇願されて、父王に依頼したことが発端だった。

　兄のディルアは二十六歳にして未だ独身、少々堅物でも、顔立ちも整い誠実そのもの、若い娘たちの羨望の的でもあった。しかし、どこか近寄りがたく、舞踏会に現れてもダンスひとつ披露することもなく、娘たちには高嶺の花という印象が強かった。

　そんな彼に、滅多に顔を見せない弟がいるという噂が立ったのは、口さがない侍女たちの他愛ないおしゃべりからだ。

　今は辺境警備について王都にはいないが、兄のディルアよりも気さくで、なかなかのいい男だという。こちらも二十三歳で独身。

　兄のように騎士団の重鎮ともなれば、気軽に声をかけることもできないが、弟はとくに肩書きがあるわけではない。だが、騎士としては有能、伯爵家出身で気楽な次男坊ともなれば、兄のディルアよりずっとお近づきになる機会があろうというものだ。

　そして、まもなく国王の誕生日があり、ディルアの昇格祝いもある。その弟もきっと帰郷するに違いない。

　そんなわけで、王女に仕える女たちがほんの軽い気持ちで「姫さま、ぜひアウティローザ小伯爵の御前試合の相手は、弟御のヴェルディーンさまにと、陛下に推挙なさってください」と申し立てた。

　アウティローザ伯爵に次男がいることなど知らなかったラキシア王女は、彼女たちの噂話に興味を持ち、こちらも軽い気持ちで父王に願い出た。父王も、末娘のささやかなわがままに反対する理由もなく、かえっておもしろい余興になるだろうとアウティローザ伯に兄弟対決を命じたのだ。

　御前試合の前夜、ディルアの昇格祝いのパーティが開かれた。

　辺境から呼び戻された弟のヴェルディーンもそれに参加したが、遠巻きに彼を眺めていた姫君たちが、こぞってヴェルディーンに熱を上げてしまった。

　自分から何かを仕掛けずとも、ヴェルディーンの挙動ひとつひとつに娘たちの視線が集まる。にこっと笑いかけられれば、彼女たちは色めきたってヴェルディーンの視線を独占しようと互いを牽制しあった。

　辺境暮らしの長い彼は、どうすれば女たちが喜ぶのか、下々の酒場などでよく知り尽くしていたのだ。

　翌日、ヴェルディーンは騎士の第一正装である白く美しい鎧をまとい、人々の前に現れた。

　長く伸ばした金褐色の髪はひとまとめに、目許の印象を強く見せる夏空色の瞳は晴れやかで、明らかに見た目の華やかさで兄ディルアの存在感を凌いでいた。

「ディルアさまの弟御が、あのように麗しい方だったなんて」

　若い娘たちだけではなく、分別のある夫人たちもヴェルディーンの流麗な立ち姿に見惚れた。見目がいいというだけではない、前線で鍛え抜かれた若くたくましい騎士は、王都で素振りだけをしている騎士とは違って、剣を握る姿もさまになる。

　やがて、御前試合がはじまった。あくまでも国王の誕生祝のための模擬試合である。握る剣は真剣ではないし、勝負の行方は、剣を合わせる前から決まっている。

　将来、王家を守る責務を担う、次期アウティローザ伯爵の技量を披露するためのものなのだ。試合そのものが仕込みであり、それは居並ぶ人々も承知の上である。

　ところが、実際に試合がはじまってあわてたのはヴェルディーンだった。

　子供の頃から長兄を立てるよう厳しくしつけられている彼は、決して出しゃばらず、兄に劣り、軽薄な次男坊を自然と演じてみせる。それなのに、負ける演技をするのにひどい苦労を強いられたのだ。

　ディルアは決して剣の劣る男ではない。むろん、指揮官が前線の騎士のように勇猛である必要もないが、白兵戦、騎兵戦があたりまえの時代、いつ何時、剣の技量を問われる場面がくるかはわからない。

　ふたりとも幼い頃から剣匠について剣技を磨いてきたし、居並ぶ生え抜きの騎士たちと比べて劣ることもない。

　だが、集中力を欠いたなまくら剣が相手では、追い込まれてみせることもできない。ヴェルディーンは鍔迫り合いでディルアに近づくと、小声で兄を叱咤しったした。

「兄上、なにをぼんやりなさってるんですか！」

　この言われようにむっとしたディルアは、滅多に感情を表すことのない顔に怒りを浮かべた。畳みかけるように弟の剣を払うと、次々に細かい打撃を与えていく。

　ようやくやる気が出たようだ、ヴェルディーンはひそかに嘆息した。

　防戦一方に追い込まれるように後退したものの、やたらと力の入った兄の無節操な剣の軌道を読み損ねて、思わず剣を取り落とした。途端、観客たちが沸き立ち、娘たちの悲鳴が入り混じる。

　しかし、渡りに船だった。このままディルアの切っ先が彼の喉許に突きつけられ、ヴェルディーンは「参った」の一言を告げるだけだ。

　ところが、ディルアは喉許に突きつけるはずの剣に勢いを乗せ、まるで実戦のように弟の喉許を貫こうと迫ってきたのだ。

　条件反射としか言いようがなかった。

　ヴェルディーンは瞬間的にとりこぼした剣を拾い、迫り来る刃を跳ね上げると、夏の高い空のような瞳を細め、ディルアの首にピタリと剣を当てた。

　辛うじてそこで止めたのは、とっさに我に返ったからだ。あやうく本気で敵の首を刎ねるように、兄の首に剣を叩きつけるところだった。

　なまくら刀とはいえ、幾年もの実戦に慣れたヴェルディーンの剣を受けたとしたら、ディルアは今ごろ天に召されていただろう。

「勝負あり！」

　予定と異なる勝敗の行方に戸惑った審判の声で、ヴェルディーンはあわてて剣を収めた。

　ディルアはといえば、鬼気迫る弟の剣に圧倒されたのか、しばらく身動きも取れずに全身を強張らせていた。

　審判に肩を叩かれてようやくため息をつき、最初と同じく国王の座る貴賓席に深々と頭を下げると、弟にも形式的な一礼をしてから、逃げるようにその場を後にした。

　ヴェルディーンが生まれたときに課せられた使命は、後継者たる兄を立て、決して出しゃばらないこと。

　この試合の結果に怒り狂ったのは、誰あろう父のアウティローザ伯爵だった。ヴェルディーンは手厳しく叱責され、ただひたすらに頭を垂れるのみだ。

「兄上、弱すぎるだろ」

　そんなわずかな反抗を、自分の口の中だけで消化すると、ヴェルディーンはため息をついて晩餐会に出席した。これ以上、余計な真似をしでかす前にさっさと辺境警備に戻りたかったが、国王のパーティを欠席することは許されない。せめて目立たぬように、広間の隅で酒でも呷あおっているのがよかろう。

　なるべく地味な色合いの正装で、髪も無難にひっつめにして、ヴェルディーンは大広間の隅っこでグラスを片手に壁の花である。

　だが恐る恐る、数人の姫君たちが徒党を組んでヴェルディーンの傍へ寄ってきた。

「あの、アウティローザ子爵。昼間はおめでとうございます」

　子爵などと呼ばれたことのないヴェルディーンは驚いたが、気がつけば娘たちに取り囲まれて、逃げ出すこともできなくなっていた。

「ヴェルディーンさまとお呼びしても？」

「え、ええ、どうぞ」

　戸惑いはしたものの、彼は女性を無下にするようには教育されていないし、王都と違って優雅な楽しみのない辺境暮らしでは、女性は彼に安息を与えてくれる女神のようなものだ。

（ま、すこしくらいは役得がなけりゃ、俺があまりにも哀れすぎる）

　広い広い大広間には、何百もの人が集って歌い踊り、国王に挨拶をすませた者は料理に舌鼓をうち、意中の姫君と恋を語らい、場はすでに無礼講である。ここで彼がすこしばかりの本領を発揮したところで、たいして注目を集めることにはならないだろう。

　普段どおりに軽佻浮薄けいちょうふはくな若君の態で、ヴェルディーンはよく回る舌で姫君たちを笑わせ、ときに目配せして赤くさせたりと、それなりにその場を楽しんでいた。

　そんな折、おずおずとやってきた小柄な娘がヴェルディーンの前に立つと、他の娘たちは遠慮するように彼から離れていく。

「ヴェルディーンさま、わたくしと踊っていただけませんか？」

　潮が引いていくように、周囲の姫君たちが後退していったので、身分の高い娘なのだろうかと訝ったが、まだ二十歳にもならないだろう小柄な少女は、ひどく遠慮がちだった。それほど高貴な身分の娘とも思えないし、何より娘のほうからの誘いを断って、彼女の顔に泥を塗る気もなかった。

「ええ、喜んで」

　小さくたおやかな手をとって、ヴェルディーンは広間の中央に進み出た。

「ヴェルディーンさまは、お兄さまと違ってダンスがお上手でいらっしゃるのね」

　蝶のようにドレスの裾を広げ、少女はくるくるとヴェルディーンの腕の中で軽やかに踊る。そのたびに、彼女の透き通る金色の髪からかすかな花の香りがたちのぼった。

「兄のダンスはへたくそですか？」

「いえ、変なふうに聞こえたらごめんなさい。でも、アウティローザ小伯爵のダンスは拝見したことがないので」

「不調法な兄ですからね。でも、剣の腕は確かですよ」

「ヴェルディーンさまのほうがお強かったわ」

　兄を持ち上げるつもりだったが、どうも藪蛇になってしまったようだ。昼間の失態を受けて、さんざん父から叱責されたばかりである。ヴェルディーンは苦々しく笑った。

「たまたまですよ。そんなことより姫君、あなたのお名前は？」

「……ラキシアです。覚えてくださいね」

　楽隊の奏でる軽妙な音楽が終わると、割れんばかりの拍手が巻き起こり、ヴェルディーンは唖然とした。いつのまにか、ふたりの周囲には人垣ができており、すっかり注目の的だったのだ。

　胸騒ぎがした一瞬後、少女を取り囲んだ娘たちが、口々に「素敵でしたわ、王女殿下」と彼女を褒めちぎる。それを聞いたヴェルディーンは、悪い予感が的中したことに青ざめた。

　彼女はロークリンド国王の末娘、ラキシア王女だったのだ。

　滅多に王都に寄りつかないヴェルディーンは、生涯にわたって関わる予定のない、数いる国王の娘の顔や名前など、いちいち記憶していなかった。

「こ、これは王女殿下とは存じ上げず……大変失礼いたしました」

　ヴェルディーンは跪き、王女に平伏した。

　王族の顔を知らなかったこと自体が不敬と言われてもおかしくないのに、さらに王女に対して気安い口を利いてしまった。

　平伏す以外に、ヴェルディーンはこの場をやり過ごす方法を思いつかなかった。

「まあ、お顔を上げてください。なぜお謝りになる必要がありますの？　わたくしが踊ってくださいとおねがいしましたのに」

「しかし、殿下のお顔を存じ上げず、高貴な方に失礼を……」

「仕方ありませんわ、長く王都を離れて、遠い地で危険な任務についてくださっているのですから。それにもう、わたくしの顔と名前は覚えてくださったでしょう？」

　ひたすら平身低頭でヴェルディーンは自分の足元ばかりをみつめることになったが、後に、この夜を思い出すたびに、後悔に苛まれることになる。


　そんなささやかな事件の後、ヴェルディーンは逃げ帰るように辺境の任務に戻ったが、時をおかずして異動の辞令が発せられた。

「汝、ヴェルディーン・シグアス・ユア・アウティローザ、ロークリンド騎兵隊第一部隊にて勤務に精励すること」

　その命令を目の前に突きつけられ、ヴェルディーンは夏空色の瞳をただただ瞠った。ロークリンド騎兵隊第一部隊といえば、近衛騎士団のことなのだ。つまり、王族の身辺を護る騎士だった。

　王国の禄を食むヴェルディーンに、その命令を拒絶することはできない。一月の後にはふたたびアクロシアに舞い戻り、彼は近衛騎士団に所属し──親衛隊長として、ラキシア王女の身辺警護の任を与えられた。

　国王から直接辞令を受け取り、この異動がラキシアのたっての願いであることを知らされ、眩暈を覚えた。

　このロークリンド王宮には、嫡子から庶子まで、国王の血を受け継ぐ子供は多い。ラキシアは王女とはいっても妾腹で、八人もいる娘の末なのだが、おとなしく滅多にわがままを言うこともない。それゆえに、時折、父王にかわいらしいおねだりをしても、拒絶されることは皆無だった。

　それにしても──十七歳の未婚の王女の護衛に、彼女の望みどおりの若い独身男をつけるなど、国王は何を考えているのだろうか。

　彼の探るような瞳に気づいた国王は言った。

「わしもこの通り老齢で、世継ぎにも恵まれたおかげで、このロークリンドの未来も安泰だ。数いる王女たちは皆、この国のためと他国に嫁いでくれた。が、誰ひとりとして自由に好きな男の許へ嫁がせてやることができなんだ。そればかりが心残りでな。余りものといってはそなたは気を悪くするかもしれんが、ラキシアは悪い娘ではない。ふたりが望むのであれば、ラキシアをそなたの許に降嫁させてもよい」

「し、しかし恐れながら……私は父や兄のように実績もなく、辺境の不調法者でございます。お、王女殿下のお傍になど……」

「そなたのこれまでの武勲は聞き及んでおる。それに、先日の試合は見事な余興であったぞ。勝敗の知れた試合など見ていても、おもしろくないからな。ディルアの剣をものともしないのであれば、充分に近衛騎士としてやっていけるであろう」

　なおも言い募ろうとしたヴェルディーンに、国王は静かな目を向けて一言、彼に告げた。

「ヴェルディーン・シグアス・ユア・アウティローザ。これは王命である」

　──とっさに平伏し、ヴェルディーンは命令を受諾した。


　　　＊


「お久しぶりです、アウティローザさま」

　ロークリンド王国の八番目の王女は、彼女の私室へやってきた若い騎士に駆け寄ると、王女らしくない仕草で彼の手を取った。

「わたくしのわがままを聞いてくださってありがとうございます。なるべくアウティローザさまに、ご迷惑をおかけするようなことはいたしませんから」

　そう言って子供のように笑うラキシア姫は、父王が何を思ってこの見目のいい騎士を親衛隊につけてくれたのか、知らないようだった。ただ無邪気に気に入った護衛を手に入れて笑う姿は、欲しかったおもちゃを与えられた子供そのものだ。

　ヴェルディーンは何と言ってよいのかわからず、黙って頭を下げた。

「あの、ヴェルディーン、と呼んでも？」

「仰せのままに、王女殿下」

「ではヴェルディーン、最初の命令です。わたくしのことを王女殿下だなんて呼ばないで。ラキシアで結構です」

「しかし……」

　反論しかけて、ヴェルディーンは言葉を切った。命令に反目することは許されない。彼はあくまで家臣であり、君主が戯れに口にした命令でも、受け容れる義務がある。

「ではラキシア姫とお呼びさせていただきます。姫が王宮を出られる際はお供いたしますが、王女宮は男性の立ち入りを許されていないと伺っておりますので、夜間は王女宮に隣接する詰所にて待機させていただきます」

「あら、お父さまは王女宮の護衛も許可してくださったわ。親衛隊長でしょう？　ずっと私の傍にいてね」

　想像もつかなかった展開に、ヴェルディーンは足元が脆くも瓦解していく様を見た。

　このまま王命としてラキシア姫を妻にすることになれば、彼がこれまでの二十三年間を演じてきた道化が無駄になってしまう。父と兄が必死に築き上げてきた地位を軽々飛び越え、下手をすれば侯爵、公爵の地位につく可能性も皆無とは言えなくなる。

　王は「ふたりが望むのならば」と言った。それならばせめて、ヴェルディーンに向けるラキシアの子供っぽい笑顔がそれ以外のものに変化してしまわないよう、細心の注意を払う必要があった。


　　　＊


　ヴェルディーンはアウティローザの邸宅には戻らず、王宮内の宿舎に住まうことになったが、ラキシアの言うとおり、彼の部屋は王女宮の一室に与えられた。

　多いときは八人の姫が暮らしていた王女宮は、今ではラキシアひとりだけの住まいになっていた。宮殿内は閑散としており、人が多く暮らしているよりもかえって物騒に彼には思える。

　ラキシアの親衛隊はヴェルディーン以外にも十人ほどがいたが、王女宮の中へ立ち入りを許可されているのは親衛隊長の彼ひとりである。

　辺境警備に当たっていた平騎士が近衛隊に抜擢され、王女の近くに上がったことを快く思わない者は多い。地位のある姫を妻として、宮廷内で栄達しようと考える者は彼を嫉む。ヴェルディーンはそういった背後の嫉妬からも身を護らなくてはならない。

　しかし、権力や地位に固執しない少数の者は、ヴェルディーンに同情の目を向ける。

　ラキシアは、『ヴェルディーン』という宮廷の姫たちの憧憬どうけいを一身に集める騎士を手に入れ、日々渡り歩く舞踏会などに連れ回しては、人気のある若い騎士が自分の傍仕えであることを自慢して歩いた。

　滅多に王宮の外へ出ることのないラキシアの警護は、これまで辺境で盗賊や魔物、隣国の兵との小競り合いなどで剣を振るってきた彼にとっては何の刺激もなく、退屈な仕事だった。

　それでも彼の仕事ぶりは真摯で、決して宮廷内での評判は悪くない。ラキシアの好意につけあがり、その権勢を笠にきて横柄に振る舞うようなことがあれば、それだけの男と周囲は判定を下すだろう。

　公私の区別をつけることが、ヴェルディーンなりの宮廷内での身の護り方だったが、その保身が、皮肉にも彼の評価を高めることになった。

　──親衛隊長となって早二年、ラキシアは二十歳を目前にしてすっかり大人びて、美しい女性になった。相変わらず、ヴェルディーンはラキシアの傍にいる。

　手の届かない、高潔な近衛騎士に恋焦がれる貴婦人は多いままだ。

　周囲で見ている貴婦人たちにとって、ヴェルディーンは非の打ち所のない完璧な親衛隊長だが、四六時中連れ回しているラキシアには、そうは映らない。

　二年も近くにいるのに、ヴェルディーンは求められた以外の言葉は決して口にせず、自ら彼女に話しかけることはない。完全に公私を区別していて、彼女の傍にいること自体『公である』と、無言のうちに宣言しているのだ。

　あの御前試合のあった夜のように、艶やかな、魅力的な笑顔を見せてくれたことは一度もない。それは、ラキシアにとって大いなる不満だった。

　とうに適齢期に入り、侍女たちにはちらほら結婚して宮廷を退く者もいる。そんな中にあって、ラキシアにもそろそろ結婚を……という話題になることが多い。父からは何も言われていないが、侍女頭などからもせっつかれるようになり、具体的な貴族の若君の名を挙げられてはうんざりする日々だ。

　午後のお茶をいただきながら、輿入れの決まった友人の話を聞くラキシアは、ちらりと親衛隊長の顔を見るが、彼はすっかり板についた無表情で、部屋の隅に立ったまま微動だにしなかった。

　ある晩ラキシアは、伯母たる公爵夫人が主催した舞踏会に現れた。もちろん、ヴェルディーンに騎士の正装をさせ、追従を命じている。

　ヴェルディーンのこの二年で、確実に腕に磨きがかかったのは、ダンスの技術だった。もちろん、騎士団の訓練にも参加し、その剣の腕前は誰からも認められるほどだが、所詮は訓練。実戦でしか得ることのできない、微妙な勘が狂いつつあるのを嘆きながら、王女の命じるままにダンスの相手をし、ときにはその取り巻きの姫たちと踊ることもあった。

「自分は護衛なので」

　当初はそう言って当然の拒否を示したが、十七歳のラキシアに無視されて以来、現在も命令は撤回されていない。

　どこの世界に、王女の身を護るべき立場でありながら、王女やその友人と踊る騎士がいるだろうか。そういった困惑もあったが、今ではすっかり慣らされ、牙を抜かれて飼い慣らされた猛獣さながらである。

　最初の一曲は必ずヴェルディーンを指名するので、今夜もヴェルディーンはラキシアの相手をしたが、彼の機械的なダンスに王女は不満そうだ。

　踊り終わった後、ヴェルディーンの兄、ディルアがラキシアの前に現れた。

　弟とよく似た風貌だが、青い瞳はどこか暗く落ち込んでいるようにも見え、相対する者の胸騒ぎを誘う。

　嗜み程度でも決してダンスを披露することのないディルアは、息を弾ませ、頬を紅潮させているラキシアに深々と頭を下げた。

「まあ、お久しぶりです、アウティローザ小伯爵。あなたの弟を独占してしまって、申し訳ないわ」

　ヴェルディーンも同じ王都にいながら、兄と顔を合わせるのは久しぶりだった。あの御前試合以来、どちらからともなく距離をおくようになった兄弟だ。

　ディルアは王女の背後に立つ弟には目もくれず、白く細いラキシアの手をとり、跪いてくちづけた。

「ラキシア姫、我が王女。今宵、どうかわたくしめに親しくお言葉を賜る機会をいただきとう存じます」

「どうなさったの、改まって。もちろんですわ、ディルアさま。ではそちらのバルコニーでいかがかしら」

「ありがたき幸せに存じます。できれば、お人払いをおねがいしたいのですが」

「そうですの？　ではヴェルディーン、わたくしはディルアさまとお話をしてまいりますので、どなたかと踊っていらっしゃいな」

　ヴェルディーンは迷ったが、兄のディルアはこの宮殿でも信望の厚い騎士である。彼が傍にいるならば、あえて護衛として立っている必要もないだろう。それに、ディルアの深刻な表情はあからさまにヴェルディーンを厭っている。彼は肩をすくめた。

（どうやら、俺の勘違いではなかったようだな）

　それは二年前の御前試合のときから感じていた。

　あの試合でディルアの集中力がひどく散漫で、まったく話にならなかったのは、ラキシアが貴賓席で試合を観戦していたからだ。彼女がヴェルディーンを試合相手に指名したことも当然知っていたし、ラキシアの目がずっとヴェルディーンに釘付けだったことにも気づいていたのだろう。

　ディルアはラキシア王女に懸想しているのだ。

　アウティローザ家は古くから王室に仕える貴族で、妾腹の末王女ラキシアを娶るのが不可能という家柄ではない。あの試合が予定通りに終了して、ディルアが順調に出世街道に乗っていたら、ラキシア王女との婚姻話だってなかったとはいえないだろう。

　しかし、それを邪魔したのがヴェルディーンだ。自ら望んだことではなかったが、あの御前試合での敗北は、ヴェルディーンが思っている以上に兄の評価を下げていた。失われた信頼を取り戻すのは、並大抵の努力では追いつかないほどに。

　長年築き上げてきたディルアの努力を水泡に帰せしめて、王女の親衛隊長という地位を得た弟に、ディルアは何を思っただろうか。

　複雑に絡んだ事情を踏まえ、ヴェルディーンはラキシアの言葉に素直に従った。

　思わぬ余暇をどう潰そうかと迷った瞬間、これまでの舞踏会で何度か顔を合わせたことのあるフィラノ伯爵夫人にとっつかまり、さっそくダンスの場に引きずり出された。

　アウティローザ伯爵家の遠縁にあたる、フィラノ伯爵家の当主である夫人は、まだ二十八歳の若さで未亡人だが、何かと浮いた噂が絶えないのは、その美貌のせいだろう。

　誘うように艶めいた唇はたっぷりとしていて、ぱっちりとした目許は強く、男の目を強烈に惹きつける。ヴェルディーンも何度かダンスにと誘われたことがあったが、ラキシアの身辺にいなければならないからと、そのたびに断ってきた。

「アウティローザ隊長もおつらいこと」

「……なんのことですか」

　その貴婦人は、ヴェルディーンの胸に手を当てて踊りながら、ちらりとバルコニーに目を向けた。

「あなたのお兄さま、きっとラキシアさまにご好意をお持ちなのね」

「…………」

「あなたと別れ際のラキシアさまのお顔、見ました？」

「……いえ」

　この夫人が何を言おうとしているのか、いまひとつ理解ができずに、ヴェルディーンは用心深く彼女の表情を探った。だが、その警戒するような夏空色の瞳を見て、フィラノ夫人は高く笑った。

「ラキシアさまは、ちゃんとディルアさまのお気持ちを知っていらして、わざとあなたを突き放したんですよ。うかうかしていると他の男にとられるわよ、嫉妬してみせなさい──とね。ディルアさまこそ、いい面の皮だわ」

　兄のことにばかり気を取られていて、ラキシアの顔などほとんど見ていなかったが、それはつまり。

「ねえ、どうしてラキシアさまを娶られないの？」

「俺が？」

　思わず間違った一人称が飛び出し、あわててヴェルディーンは言葉を呑み込んだ。

「……私は王女殿下の護衛ですよ。王女を娶るなど、滅相もない」

「でも、ラキシアさまの偏愛ぶりは、見ていて痛々しいほど伝わってくるわ。ラキシアさまは、あなたからの求婚を待っていますのに。それに、国王陛下も暗黙の了解でいらっしゃるのではなくて？」

　思わずバルコニーに目を向けた。ディルアと何事かを話し込んでいるラキシアの横顔は、つまらなそうに上の空だった。ちらりと視線を移した拍子にヴェルディーンと目が合ったので、あわてて顔を背ける。

　ラキシアは、ずっと彼を気に入りのおもちゃか何かのように思っていたのではなかっただろうか。決してその関係を崩さないように、ヴェルディーンは常に気を張りつめていたはずなのに。

「まあ、ご存じなかったんですの？　罪な方ね、アウティローザ隊長は」

「──ご冗談を。ラキシアさまが、そんな」

　貴婦人はおかしそうに微笑むと、バルコニーのラキシアを一瞥してから、ヴェルディーンの肩に手をかけて爪先立ちになった。

　甘い香水の匂いがすぐ近くで香ったと思った瞬間、やわらかくあたたかなものが彼の唇を塞いだ。とつぜんの出来事にヴェルディーンは硬直し、濃厚にくちづける貴婦人の身体を突き放すこともできなかった。

「……なにをなさるのですか」

　やっとの思いで夫人から逃れると、彼女はいたずらっぽく笑ってヴェルディーンに優雅に一礼して見せ、彼を置き去りにして広間の人ごみの中に消えてしまった。

「…………」

　困惑して彼女の消えた方向を眺めていたヴェルディーンは、不意に喧騒に引き戻された。見ると、バルコニーからラキシアが戻ってきて、ヴェルディーンを横目に、そそくさと広間を出ていこうとする。

　その後を追う形でディルアも広間へやってきたが、ラキシアの手首をつかんだもののすげなく振り払われ、それ以上の深追いを拒絶された。

　護衛として、ヴェルディーンは王女を追いかける。兄の横を擦り抜けたとき、彼は殺気をまとった目を向けてきたが、それに構っている場合ではなかった。

「ラキシアさま、お待ちください」

　広間の階段を駆け上がり、無人の廊下でラキシアを追う。重たいドレスに踵の高い靴を履いた娘に追いつくことなど造作もない。しかし、背後から貴人の手をつかむわけにもゆかず、ヴェルディーンは王女を追い越して振り返った。

「ラキシアさま、いかがなさいました」

「…………」

　あっさりと行く手を阻まれ、ラキシアは立ち止まったが、すぐに踵を返してヴェルディーンの前から立ち去ろうとする。

「ラキシアさま」

「……来ないで」

　背を向けてうつむくラキシアの細い肩が震えているのが、ヴェルディーンの目に入った。どうやら、貴婦人にくちづけられた場面を見られていたらしい。

　だが、王女の前で私情を見せるわけにはいかなかった。あくまで彼は、王女の身辺警護を務める近衛騎士だ。

「もうお帰りになりますか？　それでしたら馬車を呼びましょう。控え室でお待ちください」

「…………」

　ラキシアは振り返った。あどけない笑顔を浮かべる顔は歪み、赤くなった目は涙で濡れている。それを見せられてもなお、彼は動揺ひとつ見せずにラキシアを控え室へと誘導しようとした。

「どうして」

　ふたたびうつむいたラキシアは、小さなこぶしを握りしめ、ついにその感情を冷淡な近衛騎士にぶつけた。

「どうしてそんなに冷たいのよ！　そんなに私が嫌いなの……」

「…………」

「なによ、その困った顔。私なんか、どうせ命令でいやいや仕えてるだけのわがまま王女だものね！　そんなこと、わかってるわよ」

「ラキシアさま」

「もういいわ、私の護衛は結構よ。明日、お父さまに辞令を出してもらうわ。元いた辺境警備に戻れるようにって。それでいいわよね！」

「──ラキシアさま、私はそのような」

「帰ります。アーエス副隊長に馬車を回すように言うわ。どうぞあなたは、フィラノ夫人とさっきの続きを！」

　長いドレスをたくしあげ、ラキシアは手の甲であふれだす涙をぬぐいながら、階段を駆け下りようとした。だが、高いヒールに足をとられて均衡を崩し、そのまま階段から転げ落ちそうになって悲鳴をあげた。

「ラキシアさま！」

　とっさに小柄な王女の身体に手を伸ばし、ヴェルディーンは転落しそうになったラキシアをその腕に抱き留めた。

　親衛隊長の、見た目よりずっとたくましい腕にしがみついていたラキシアは、我に返ってその身体を突き放すと、彼の頬に平手を叩きつけた。

「大嫌いよ。もう私に顔を見せないで！」

　そこまでされては、ヴェルディーンも王女を引き止めることができなかった。呆然と王女の後姿を見送っていたが、ひっぱたかれた頬の意外な痛みに手を当て、ため息をつく。

「……困ったものね」

　呆然と佇む近衛騎士にフィラノ夫人が歩み寄り、その頬を両手で挟みこんだ。どうやら、一部始終を見ていたらしい。

「どういうつもりで、あんなことをなさったんですか。ラキシアさまにわざと見せつけるような真似を」

「ごめんなさい。でも、あなたが不憫でならなくて。王女こどもに縛りつけられて、まるで見世物のように毎晩毎晩、夜会に舞踏会。その上、王女宮の中で飼い慣らされて。まだ若くてこんなにすてきな殿方なのに、おかげであなたに気のある姫君たちも敬遠せざるを得ない。かわいそうだわ」

　言いながら、フィラノ夫人はヴェルディーンの唇に触れ、喉仏に甘い香りのする指を這わせる。

「──べつに同情していただく必要はありません。それが私の仕事です」

「でも、たまには発散させる必要があるのではなくて？　きっと明日になったらラキシア殿下のお気も変わられて、また元のように檻の中に戻されるでしょう」

「なにがおっしゃりたいんですか？」

「わたくしが、あなたの疲れを癒してさしあげますわ、アウティローザ隊長。いえ、ヴェルディーンさま。また明日から、高潔で冷淡な親衛隊長でいられるように。今夜一晩だけの自由を」

　まるで、男を惑わすといわれる、伝説の妖女に魅入られてしまったようだった。フィラノ夫人の二度目のくちづけは、先刻のものよりもずっと甘く、ヴェルディーンの中に忍びこんでくる。

　それまでの辺境暮らしでは、命を張って戦った後で、褒美のように適度な女遊びにも興じ、勝手気ままに過ごしていた。それがこの二年間、ずっと禁欲の園に囲われていたのだ。

　彼にとって、その誘惑は抗うことなど最初から不可能な、罠に似ていた。

　気がつけばどこかの部屋に誘い込まれ、フィラノ夫人の豊かな女の身体をかき抱き、押し込めていた一切の感情と、男の情欲とを同時に吐き出していた。

「ヴェルディーンさま、親しい方はあなたをなんとお呼びになりますの？」

「──シグアスと。辺境の村の女はみなそう呼んでいました。あなたは？」

「シーリアですわ」

　ひっそりと静まり返った暗い部屋で、たくましい裸身の騎士にのしかかられ、シーリアはくすぐったそうに身をよじった。

「ではシーリア。俺がどんなにしても、許してくれますか？」

「もちろん。あなたを魔の泉に引きずりこんだのは、わたくしですもの」

　その許しを待っていたように、ヴェルディーンはシーリアのさらさらと流れる金色の髪に指を差し入れ、頬にくちづけ、耳たぶを甘噛みする。

　そのたびに若い騎士の金褐色の髪が喉元や胸に流れ、彼女は嘆息した。

　彼の唇は焦らすようにシーリアの唇にかぶさり、性急に、ずっと欲していたやわらかな感触を楽しむように、大きな手のひらに乳房を収めてしまった。

「……ん……っ」

　甘い声で耳元をくすぐられ、ヴェルディーンは久々の女の身体にのめりこんだ。

　乳房の頂を指でいじりまわし、重ねた唇はもっと深くを求めるように、舌を侵入させて絡ませる。かつては日常だったこの刺激も、今では遠い奇跡のようだった。

　華奢な女性の身体を抱きしめ、濡れた唇で胸を舐る。

　シーリアの冷たい手で背中を撫でられ、鎖骨を舌でなぞられると、次第に集まりはじめた熱が身体の芯を焼いていく。この久しぶりの感覚にヴェルディーンはすぐさますべてを委ねた。これ以上、何を我慢する必要があるのだろう。

　すぐさま昂ぶりは頂点まで達し、シグアスは夢中になってシーリアの下腹部に手を伸ばした。すでに濡れはじめていたそこを指で擦ると、シーリアが小さな額を彼の厚い胸に押しつけてくる。

「あぁっ……シグアス……っ」

　細い腕が彼のたくましい肉体をきつく抱きしめ、肌の熱を寄り添わせる。

　ヴェルディーンは恥じらうように閉じられた脚を半ば強引に割り開くと、甘い蜜を掻き出すように指を挿し込み、女の熱を煽った。

「……ぁう……っ！　あ、あ……ッ」

　くちゅっくちゅっとねばつく水音が指に絡まり、シグアスは熱く柔らかな花びらの奥をさらに押しつけ、指先で引っかけ、じわじわと襞の中に侵入していく。

　加減を忘れ、シーリアに悲鳴をあげさせると、ヴェルディーンはもどかしく彼女の身体を抱き起こした。

　薄暗いランプの炎が、均整の取れた彼女の裸身を照らし出す。それはどこまでも魅力的な女の身体だ。切なげに口を開いたシーリアを壁に押しつけると、彼は膝立ちになって女の中を昂ぶりで一気に貫いた。

「は──ぁああんっ！　ああっ、い……っ!?」

　まだ奥までは充分に熱が伝わっていないうちに、男の楔が奥を抉った。壁に押しつけられたシーリアは、逃げることもできずに正面から男に貫かれ、そのまま突き上げられる。

　軽い痛みを覚えたが、ヴェルディーンの熱い吐息を肩に感じているうちに、すぐにその熱に馴染んでしまった。何度も激しく貫かれ、肩を舌で舐られていると、身体の奥から蜜があふれだし、つながりあった部分がやわらかく解けていく。

「……すみません、シーリア。止まれそうに、なくて」

「だい、じょうぶよ。久しぶり、なんでしょう？　ねえ、我慢しなくていいから……っ」

　ヴェルディーンの身体にのしかかるように、シーリアは広い肩に腕を回して若い騎士に抱きつき、彼の動きにあわせて腰をくゆらせた。

　そのたびに新たにあふれだす蜜が卑猥な音を生み、青年の脳裏を灼いていく。

「んあぁ──っ！　あっ、あっ……そこ、いぃの、シグアス──っ！」

　気がつけば、ヴェルディーンは彼女の身体を激しく揺さぶっていた。

　やがて彼自身にまとわりつく、甘く強い快感に耐え切れず、その欲望を女の胎内に吐き出した。

　シーリアはとつぜん糸が切れたように、ヴェルディーンの身体にぐったりもたれかかる。それでも肩で息をしながら、甘えるように彼の耳元に唇を寄せた。

　それは若い男の欲情を掻き立てた。ヴェルディーンはそれだけでは終われず、溜まりに溜まった欲望を吐き出した後、蜜と白濁に塗れたそれを、ふたたびシーリアの中に押し戻した。まだ果てたばかりで、彼女の奥を収縮させる波が収まらないうちに。

「待っ……ああっ!?」

　彼女の制止も耳には入らず、さらに熱をあげた楔はシーリアの中を蹂躙し、敏感な部分を擦り上げて彼女に悦楽の悲鳴をあげさせた。

　シーリアの内腿をねっとりした蜜が流れ、ベッドに染みをつくっていく。

「シグアスぅっ！　んぁあっ──ヘンになりそう……！」

「俺を狂わせたのは、あなたですよ」

　激しく求め合い、貪るように唇を重ね合わせるふたりを、月のない暗黒ばかりの夜が、窓の向こうからそっと見下ろしていた。

　──どのくらいそうしていたのだろう。

　ヴェルディーンは心地よい疲れに息をつき、狂うほどにまぐわい、疲れ果てて眠ってしまったシーリアを部屋に残したまま、身なりを整えて王女宮への道を急いだ。

　さんざん自らの中に押し込めていたものを解放した後、最初に思い出したのは、やはり彼の仕えるべき主のラキシアだった。

　あんな泣き顔のままで帰らせてしまったことを思うと、ずきりと後悔がよぎる。

　会場の公爵家まで供をしたのは彼だけではないから、王女宮へ帰り着くことはできたはずだが、親衛隊に余計な疑念を持たせてしまったのは彼の落ち度だ。

　泣きながら馬車に戻ってきた王女に、付き従っているはずの親衛隊長が不在。ラキシアは、ヴェルディーンを待たずして王女宮への帰途を親衛隊に命じたことだろう。

　二年間で初めての失態だった。ひょっとしたら、取り返しのつかないことをしてしまったかもしれない。しかし、ヴェルディーンは骨の髄まで染みついた己の生き方を、そう簡単に曲げることはできなかったのだ。

　兄を立て、決してでしゃばらず、道化であれ。すべてはアウティローザ家を背負って立つ兄のために──。

　その軛くびきがなかったとしたら、彼はどうしていただろうか。王女とはいえ、まだ若い娘の、ほのかな恋心に応えてやるくらいのことはできただろうか。

　もう今となっては、父のアウティローザ伯爵も、彼に対して口出しはしなくなっていた。今ならヴェルディーンが、彼自身を偽らずに生きていくことを認めてくれるのではないだろうか。

　王女宮へと馬を急がせながら、ヴェルディーンは結論を出した。

　ともかくこれまでの非礼を詫び、これからも誠心誠意彼女に仕えることを、彼の剣にかけて誓おう。剣の腕は磨いたが、彼の剣は彼自身のものであって、誰かを護るためのものではなかった。

　月明かりのない暗い夜道を、小さなランプの灯火だけで急ぐ。

　しかし、王女宮に帰り着いた彼を待っていたのは、血なまぐさい戦場の臭いだった。

　親衛隊の詰所に明かりはなく、門衛の姿もない。辺境にいた頃によく遭遇したこの危機感を、彼は突然、思い出した。

「誰か──誰かいないのか」

　詰所の扉を開けたとき、ヴェルディーンは夏空色の瞳を驚愕に見開いた。

　十人からの騎士が詰めている待機所は真っ暗だったが、強い血の臭いが充満し、恐る恐るランプを向けた彼から言葉を奪った。

　そこは文字通りの血の海だった。見知った騎士たちが剣を握ったまま全員が事切れ、床には浸るほどの血が溜まっている。

　生死の確認など、無駄なことだった。一目でそこに命の灯火がないことが知れた。すべて、首を刎ねられていたのだ。

　ヴェルディーンは詰所を後にし、王女宮へ急いだ。人の少ない王女宮は普段から静かだったが、今は不気味なまでの静寂に耳鳴りがするほどだ。

　自分の不規則に乱れた呼吸音だけが辺りに響く。

　ヴェルディーンはいつしか走り出し、ろうそくの炎が揺れる無人の廊下を、王女の私室へと急いでいた。

　いくつかの階段を駆け上がり、通い慣れた王女の部屋を目指していくと、目的地からラキシアの悲鳴が聞こえてきた。

　それは心臓を鷲づかみにされたような恐怖だった。震える手に抜き身の剣を握り、ヴェルディーンはのろのろとラキシアの部屋の戸を開けた。

　中からはラキシアの悲しげな、そして切なく甘い、すすり泣きの声が流れてくる。

　ヴェルディーンはよろめきながら、部屋の奥にある王女の寝室に近づいた。扉は開け放たれたまま、その手前には侍女がふたりと、副隊長アーエスの凄絶な死体が転がされている。

　詳しく観察する気にはなれず、ヴェルディーンは目を逸らした。ただ寝室から漏れ聞こえる泣き声に、彼のすべての意識が向けられていた。

「もう……やめて……っ、おねがっ……あぁっ」

　豪華なベッドが軋む音と、よく知る男の声が重なる。

「愛しています、ラキシアさま。愛しています。あなたの御心を、どうか私だけに向けてください」

「ぃやっ……ああんッ！　……も、やめ……」

　乾いた唇を舐め、ヴェルディーンは戸口に立った。

　部屋の奥に据えられた王女のベッドには、引き裂かれたドレスの切れ端をまとわりつかせたラキシアと、目に馴染んだ男の後姿があった。

　男はラキシアにのしかかってその貴い身体を蹂躙しており、広い寝台の上には儚い破瓜の痕跡が滲んでいた。

「もうずっとあなただけを愛してきました。それこそ、あなたが愛らしい少女であった日から。ああ、どうしたらこの想いをあなたにわかっていただけるのか」

　まだ幼い胸が布の切れ端から覗いており、さんざん弄られたことを示すよう、頂の朱色の粒はべったりした粘液に濡れていた。

　無理やり膝を割られ、男の欲望を突き立てられたラキシアは、乱暴にそれを抜き挿しされ、虚ろに開いた目に涙を浮かべてただただ許しを乞い、泣き続けていた。

「んは……、くっ……ぅ！　いや……イヤぁ……！」

　乳房を犯され、穢れを知らなかった中を強引に貫かれ、痛みと快楽と絶望にうちひしがれたラキシアは、男を押しのけようとする力も失い、ぐったりとされるがままだ。

「……ヴェルディーン……助けて……」

「ヴェルディーン？　なぜあなたは、あんな男に助けを求めるのですか？　なぜあいつがいい？　私のどこがあいつに劣るというんです？」

「ヴェルディーン……」

　ラキシアはもう男の声など耳にも入らない様子で、ただただ恋心を抱き続けてきた騎士に助けを求める。

　だが、彼女を犯す男にはその姿が気に入らなかったようだ。くにゃりとした少女の身体を担ぎ上げてうつぶせにすると、腰をつかんで尻を持ち上げ、今度は背後からラキシアの中を貫き通した。

「いやぁっ！　やめて……痛ッ……！」

　想像すらしていなかった凄惨な光景だった。茫然自失の態で立ち尽くしていたヴェルディーンだったが、ラキシアの悲鳴に我に返り、少女を犯す男の──兄の背中に斬りかかった。

　しかし、彼の剣はディルアの背中には達しなかった。その攻撃を予期していたように、ディルアはラキシアの身体を抱いたまま横に逃れると、王女の身体をベッドの上に投げ捨ててヴェルディーンに対峙した。

「兄上、これはいったい、なんの真似です！」

　息を呑み、ヴェルディーンは白刃を実の兄に向ける。

「こんな悪魔のような所業を……兄上！」

「俺はラキシアさまを愛している。もうずっと昔から──おまえなどが王都へ現れる前から！」

「だからなんです？　ラキシアさまを……あなたは自分が何をしでかしたのか、わかっているのですか！　反逆罪……そんなものじゃない！」

　愛剣を唸らせ、ヴェルディーンは兄の身体に躊躇いなくそれを振り下ろす。だが、ディルアは難なくそれをかわすと、天井に下がるシャンデリアに飛びつき、それを揺さぶって落下させた。

　辛うじてその落下の衝撃から逃げ出しながら、その跳躍力にヴェルディーンは我が目を疑った。天井の高い王族の私室である。飛びついてシャンデリアにぶら下がるという芸当が、人間にできるわけがない。

　ヴェルディーンはちらりと窓の外に目を向ける。大きな窓の向こうの暗黒に、月の影はなかった。

　転げざまに立ち上がると、親衛隊長は持ち慣れた剣を重たく感じながら、落ちたシャンデリアの向こうにいる兄に向けて駆け、飛び越え、剣を叩きつける。

　丸腰のディルアはとっさに腕をかざして彼の剣を受けたが、肉を裂く感触の代わりに、金属を打ったような硬質感が戻ってきた。

　見ると、ディルアの腕はまるで剣のように白い輝きを放っている。

　王女を犯すためにさらしていた裸身は、胸から下がまるで獣のように灰色の強い毛に覆われていった。

「……兄上、アディルアデルに！」

　魔性という存在を、ヴェルディーンも見たことはあった。辺境の村に出現したそいつは、人の姿を完全に失い、人間離れした力で幾人もの騎士を殺した。

　魔性を職業として屠る聖騎士であっても、単独で魔物に立ち向かったりはしない。それほどに、魔に心身を奪われた者は危険な存在なのだ。

　ほんの一瞬の驚愕に虚を突かれ、ディルアの硬化した腕に殴られて吹っ飛んだヴェルディーンは、そのまま壁に叩きつけられた。

　視界が歪むほどの激しい衝撃に、意識が飛ぶ。

　魔性はヴェルディーンの傍までやってきて、その命を断ち切ろうと両のこぶしを握りしめ、それを振り上げた。

「ヴェル……ディーン……」

　ラキシアの消え入りそうな声が、親衛隊長の意識を揺さぶり起こした。彼は周囲の状況もわからないままに身体を起こし、ディルアの手から辛うじて逃れた。

　だが、目に飛び込んできたラキシアの姿に、彼の怒りは沸点を超えた。

　あの無邪気で愛くるしい姫が魔性に犯され、服も身体もズタズタにされ、涙でぐしゃぐしゃになった虚ろな目で、親衛隊長をみつめている。

「ディルア！」

　ヴェルディーンはこの惨劇の衝撃も、打ち付けた身体の痛みも、恐怖さえも忘れ、魔性に心身を奪われた兄に斬りかかった。

　その斬撃の凄まじさは、どちらが魔性なのか迷うほどに猛烈だ。金属音に跳ね返される剣を、ヴェルディーンはまるで叩き壊すように、何度も何度も闇雲にディルアの腕にぶつけた。

　ディルアは人語を失ったのか低く唸り、かつての弟を仕留めようと腕を振り上げる。

　二度、三度とヴェルディーンは硬化した腕に殴り飛ばされたが、それでも人間のままの裸の胸に、鋭く深く剣を突き刺すことに成功した。

　胸を貫いた剣はディルアの背中を貫通し、剣の根元まですっかり埋没した。

　己の得物を失ったヴェルディーンは、そのままディルアの手で払われて後頭部を壁にぶつけ、ふたたび意識を失う。

　心臓を完全に破壊された魔性は、地獄の死者のような恐ろしい吼え声をあげると、ヴェルディーンに復讐することも敵わず、その場に崩れ落ちて死んだ。


　やがて、すべての破壊音が止んで、虚ろな静寂が辺りを支配した。

　その静けさを最初に破ったのは、ラキシアだった。

　がくがくと震える脚でベッドを下り、よろめきながらヴェルディーンの傍へ近づく。白い腿に暴虐の残滓が伝い落ち、その感覚に彼女は顔を歪ませた。

　落下したシャンデリアの破片で足の裏を切り、血まみれになりながら、事切れて人の姿を取り戻した魔性の脇を擦り抜け、壁に寄りかかって気絶しているヴェルディーンの前にしゃがみこんだ。

「ヴェルディーン……」

　小刻みに震える手で、ヴェルディーンの手をそっとつかむ。すると、親衛隊長はうっすらと目を開けた。

　ヴェルディーンは視界に王女の姿を認めると、ぼやけていた意識を強引に自分の許に取り戻す。

「ラキシアさま……」

　どんな表情をすればよかったのだろう。ラキシアは寄る辺なくそこにしゃがみこみ、声もあげずにはらはらと涙をこぼしている。

　あのとき、ラキシアを追いかけていれば。女の誘惑など撥ねつけ、彼の職務を全うしていれば。

　もしそうだったら、彼もまた表の騎士たちと同じく、血の海に沈められていたかもしれない。それでも、もしかしたら、こんな悲劇に王女を突き落とすことなくすんだかもしれない。こんなつらい涙を流させることもなかったかもしれない。

「申し訳──申し訳ありません……！」

　ヴェルディーンは膝をつき、床に額をこすりつけた。顔を上げることなどできやしない。どんな言葉も虚しく、彼の唇は顫動せんどうし、それ以上の音を紡ぎ出すことができなかった。

「顔を……上げて、ください」

　ラキシアの揺れて掠れる声に、ヴェルディーンは苦渋の思いで顔を上げた。

　彼の不始末でこのような惨劇を引き起こすことになった。いくら詰られたとしても、この状況を清算することはできないのだ。死ねと命じられても──いや、死以外にとるべき道などあるはずがない。

　だがラキシアは、ヴェルディーンに死ねとは言わなかった。

「早く……早くここから逃げて──。朝になれば、なにもかもが露呈するでしょう。そうなったらあなたも……ただではすまないわ」

「逃げる？　なにをおっしゃいますか。すべて私の責任でございます！　なにもかもを詳つまびらかにし、国王陛下にこの首を差し出さねばなりません」

　王女を襲ったのは兄のディルアだったが、その弟であるヴェルディーンが何の咎もなくすまされるはずがなかったし、傍にいるべき護衛が王女の傍らを離れた。それは立派な職務放棄だ。糾弾されて然るべきだろう。

　ヴェルディーンの言葉に、王女はただ首を振った。

「いいえ、そんなことはさせません。こんな……ことになったのも、私のせいなのですから」

「そのようなことをおっしゃらないでください！　謝罪が無意味だということも重々承知しております。ですが、この過ちを清算するのは私の職務です。それすら全うできないような、無責任な男にはなれません」

　こぶしを戦慄わななかせてふたたび床に頭をつけるヴェルディーンの手に、ラキシアは触れた。ぽたりと落ちた涙が、彼の手の甲を濡らす。

「おねがい、絶対に死なないで、生きていてください……これは、私からの最後の命令です」

「……ラキシアさま」

「私は、ヴェルディーンが、好き……でした。だから、どこにいようと、生きていて欲しいのです」

　ラキシアの瞳から止まることのない涙がつぎつぎあふれ、ヴェルディーンの手に縋りつきながら、ついに彼女は声をあげて泣いた。

　想いが届かないもどかしさも、悪魔に身を引き裂かれた苦しさも、これで彼と別れなくてはならない悲しみも、すべてが込められた涙だった。

「ラキシア」

　ヴェルディーンはそっとラキシアの顔に手を伸ばすと、涙で冷たくなった頬を両手で挟み込み、悲しいほどに震えている唇に、自分の唇を重ねた。

　腕の中に少女の身体を抱きしめ、髪を撫でながら触れるだけのくちづけを交わす。

　戸惑っていたラキシアも、遠慮がちにヴェルディーンの身体に縋りつき、彼の唇に委ねた。

「さあ──早く」

　名残惜しさを見せないよう、ラキシアはヴェルディーンから身を離すと、強い目でここを出ていくように命じた。

「ラキシアさま」

「早く行きなさい！　二度と戻ってきてはなりません！」

　ヴェルディーンは膝をつき、貴人の手の甲に唇を押しつけると、まるで熱に浮かされたような足取りで王城を抜け出し、アクロシアの複雑な街路に紛れ込んだ。

　頭を打った傷と精神的な負い目に高熱を出して、街中で倒れたところを、アクロシアに住むカユスという男に助けられた。

　それから彼はヴェルディーンの名を捨て、シグアスとだけ名乗り、貴婦人たちの羨望の的でもあった長い髪は、短く切り落とした。

　そしてほとんど無気力のまま、カユスの紹介でフェゼルの店で働きはじめた。

　王宮から逃亡したヴェルディーンの捜索は行われたようだが、まさかアクロシアの下町で妓館の用心棒に身をやつして潜伏しているとは思われなかったらしく、追及の手は伸びてこなかった。

　それからしばらくして、風の噂にラキシア王女が病で亡くなったと聞いた。おそらく、ヴェルディーンと別れた後で自害したのだろう。きちんと身なりを整え、ロークリンドの王女として誇り高く、叶うことのなかった恋を抱いたまま。


　──護ってやることができなかった。

　そのことは彼の中に後悔と懺悔だけを残し、いつまでも消えない傷となって刻みつけられた。

　とても、浮上できるとは思えなかった。

　予感はあったが、ラキシアが死んだと知ったとき、もう何ものも彼の心を揺さぶることはなくなり、毎日、妖艶な娼婦たちに囲まれた生活をしていても、何も思うことがなかった。

　仕事はした。剣を持つことは彼の魂の芯に刻まれた記憶だったから、気力などなくても身体は動いたし、店の女にまったく興味を示さない護衛を、フェゼルは重宝した。

　こうしてシグアスは、無口で無表情な用心棒として、フェゼルの店での立場を確立した。

　しかし、時間が経過し、世界が厳しい寒さを超えて暖かくなった頃、そんな無彩色だった彼の心を冬眠から呼び覚ましたものがあった。

　その少女は、彼がヴェルディーンとして生きていた頃に出会ったどんな女よりも、聖らかで、魔に魅入られた魂はまっすぐひたむきで、美しかった。

　ユーフェリナという、悪魔の烙印を身に刻まれた少女。華奢で脆く、か弱そうな娘だったが、何物にも汚されることのない強さを、その翡翠の奥に秘めていた。

　──今度こそ。

　シグアスは己の剣にかけて誓った。

　誰のものでもなかった彼の剣を、誰かを護るためのものに。悪魔の鎖に縛られた少女を、その軛から解放するために。

　そのための力を、シグアスは己の物言わぬ冷たい刃に願ったのだ……。


　　　＊


『目』で内側を覗き込んで視えた世界は、まるで氷で封印を施したような、硬く冷たい記憶の結晶。

　永久に凍りつき、溶けることのない凍土のようだった。

　だが、かすかな光に照らし出されてきらめくそれは、まだ力を失ってはいない。小さく明滅しながらも、息を吹き返し、ふたたび輝きを取り戻そうとしている。

　まぼろしの世界の中で、ユーフェリナは翡翠の瞳でまっすぐそれをみつめ、手を差し伸べた。

　その手から紡ぎ出された破壊は、まるで、ガラスで作られた炎が割れた一瞬のようだ。

　無数の破片が砕け散り、陽光を得てきらめく様に似ていた。

　闇色の炎に支配された世界に、真夏の空のように深く高く、透明な青色が広がる。

　それはなんと胸のすく色だっただろう──

　少女の白い手が割れたガラスの向こうにある手をつかみ、決して離すまいと力を込める。

『シグアス──』

　つかんだ手の持ち主の名を呼ぶと、彼女に握られた大きな手が、応えるように握り返してきた。そして、砕けたガラスの下から這い出し、少女の柔い身体を抱きしめる。

『ユーフェリナ』

　金褐色の髪の、夏空色の瞳をした騎士は、耳元でささやいてユーフェリナを腕の中に閉じ込めた。そしてその存在を確かめるように細い腰を強く抱き、さらさらと流れる蜂蜜色の甘い髪をすくってくちづける。

　そこはまるで、真夏の空の下にいるようなまぶしい世界。

『君を助けるつもりだったのに、俺が助けられたな』

『ううん、あたしもシグアスに助けてもらったの。でなければ、天眼石の魔力に呑み込まれてた』

　シグアスの強い想いに、天眼石の中に封じられていた呪いの声は勝てなかった。

　彼の願いはただひとつ。ユーフェリナを縛る魔の鎖から、彼女を解き放つこと。黒魔術さえ、シグアスのその想いを塗り潰すことはできなかったのだ。

　それは、途方もない悲しみから生まれた強い願い。

　護ることのできなかった少女への、彼の贖罪。

　無彩色の世界から彼を解放した少女への、シグアスの想いのすべてだった。

　その願いを暗黒の炎で包もうとした悪魔の技は、彼を完全な魔へ堕とすことができなかった。そしてユーフェリナの目は、彼の中に放たれた、魔の作り出す炎を見つけ、破壊してしまった。

　──それが、『魔女の目』。

　人の魂の内側に巣食った魔を見抜き、破壊へと導く力。

　シグアスの瞳を乗っ取った闇色の炎は雲散霧消し、その陰りは二度と深い夏空色の瞳を覆うことはないのだ。

『ユーフェリナ──一度だけ、キスしてもいいか？』

　明るい夏の空の瞳でシグアスは少女の翡翠の瞳を覗き込み、頬をうっすら染めたユーフェリナのあごを指ですくうと、そっと忍び込むようにあたたかな唇を塞いだ。

　指に艶やかな髪を絡め、やわらかな頬に触れ、この幻を壊してしまわないように願ったやさしいくちづけ。

　この一瞬に永遠を込めて、シグアスはゆっくりユーフェリナから離れた。



	
			第７章　晦の魔術師

　身体を覆うぬくもりが去り、ユーフェリナは目を開けた。

　そこは月明かりのない、寒々とした深い森の中だ。

　ユーフェリナの目の前にはシグアスがいて、幻の世界でそうしていたように、彼女を透き通る夏空色の瞳でみつめている。

「……シグアス」

『魔女の目』の視せた世界はどこかに消え失せ、肌にまとわりつく冷気が彼女を正気に戻した。

「あたし、今──？」

　まだかすかに残る唇のあたたかさに、ユーフェリナは戸惑ったように指を当てたが、シグアスの瞳をみつめ、その中に魔性の炎がなくなっているのを見つけると、たちまち翡翠の瞳を涙で濡らした。

「シグアス……魔性の火が、消えてる！」

　だが、シグアスは苦しそうに膝をつき、肩で呼吸をしながら地面にうずくまった。彼の身体のいたるところから血が流れ、体力を奪っている。

「大丈夫……？」

「魔性の力で限界以上の力を使って、悪魔の剣でさんざん傷つけられたんだ、並みの人間じゃそうそう生きてられねえよ」

　不意に、幻を引き裂くような冷たい悪魔の声が言い放ち、ユーフェリナは彼を見上げた。

　そこに、ウィルガイストの姿は見えなかった。ただ夜の闇よりも濃い冥夜が広がっている。

　その暗闇は、恐怖という名を冠した色だった。呑み込まれたら最後、二度と光の下へと戻ることのできない、深い深い暗黒。

　呼吸が止まりそうな重たい常闇に襲われかけて、ユーフェリナはシグアスの肩に触れる。

　しかし、呼吸を止めたユーフェリナの視界が歪ひずむと、死のような闇が何かの見間違いだったかのように、片腕を失ったウィルガイストがそこに佇んでいた。

「ウィルガイスト……」

「よかったじゃねえか、誰も魔性から人間に戻ったヤツはいねえ。『魔女の目』の力ってやつか」

「……『魔女の目』の力？　でも、人間に戻すのは不可能だったんじゃ……？」

「そいつは自発的に魔性になったわけじゃねえ。元々、悪魔になる素質には欠ける野郎だ。おまえの『魔女の目』は、植えつけられた偽りの魔を破壊した。運がよかったんだろ。じゃなきゃ、そいつは『目』に射抜かれて死んでただろうな」

　ウィルガイストは皮肉に歪んだ笑みを口許に浮かべ、地面に座り込んでシグアスに縋るユーフェリナを一瞥したが、すぐに表情を引き締め、彼女から目を逸らした。

「おい、小僧。天眼石はなくなっちまったぜ。最強の魔術師を名乗るのは、時期尚早じゃねえのか？」

　ウィルガイストが放った言葉で、何もない虚空にレグラヴィの姿が突然現れた。

「さすがに予定外ですよ、こんな展開は。まさか俺の魔性化の術を破ってしまうなんてね」

　肩をすくめ、レグラヴィはにやにやとウィルガイストの左腕を見た。そこにあるべき腕は消失し、勢いは弱まったものの未だに出血は続いていて、ウィルガイストの体力を失わしめている。

「でも、目的の半ばは果たしました。リリ＝ランディとかいう化け物女も消え、それを手助けしていた天眼石もなくなった。その小娘には、魔力を自在に操る力はなさそうだし、事実上、俺が最強といっても差し支えないでしょう。いつぞやは、俺のつくった死霊騎士を壊してくれたみたいだけど、片腕を失ったハンパなシヴァドールに、もう俺の邪魔はできませんよ」

「ほお、おまえだったのか。イヴァスラードの大主教をアディルアデルにして、悪魔を憑かせ、俺に先んじてリアムとかいう聖騎士を殺した野郎は」

　ウィルガイストの背後で、ユーフェリナが息を呑む気配があった。

「その程度で最強なんて名乗るのは、少々おこがましいだろ」

「至高の魔術師だって結局、天眼石なしでは今日まで生きてこられなかったでしょ？　石を失った途端、命もなくなった」

「さあ、どうだかな」

　ウィルガイストが肩を……右肩をすくめてみせたその瞬間、おびただしい魔力の渦がリリ＝ランディの倒壊した掘っ立て小屋から巻き上がった。

　その途端、瓦礫が爆発し、土埃がもうもうと上がる。

「……ああ、ひどい目に遭った」

　土煙が落ち着くと、瓦礫の中から女が現れた。この星空よりも黒い髪をした異国的な美女は、ウィルガイストの姿を見つけると、妖艶な笑みを浮かべて近づいてくる。

「うっそ……」

　レグラヴィは愕然と砂金石アベンチュリンの瞳を女に向けた。それは、彼が殺したはずのリリ＝ランディ。晦の夜に魔力を失って、本来の姿をさらす屍でしかなかった至高の魔術師。

　それなのに、彼女は今まで以上に人目を惹きつける存在感を放ち、何もかもを超越した笑顔で一同を見回した。

「これは皆さまおそろいで。わざわざこんな辺境までお越しいただき、恐縮でございまする」

　ウィルガイストは表情を消してそっぽを向き、ユーフェリナは茫然自失から抜け出せずに、リリ＝ランディの姿を涙の向こうにぼんやりみつめていた。

　女魔術師が傍に寄って、ユーフェリナの涙の跡を指でなぞった。その体温を感じて、ユーフェリナは翡翠の瞳にふたたびあふれんばかりの涙を浮かべる。

「リリ＝ランディさん……」

「ユーフェリナさまのおかげにてこの通り、晦でも満ちあふれる魔力。長年、渇望していたものが手に入って、わたくしは果報者でございます。すべて、ユーフェリナさまのおかげでございます、なんとお礼を申し上げてよいやら」

　声も出ないでいるユーフェリナに微笑んで見せて、リリ＝ランディは意味深にウィルガイストのそっぽを向いた横顔を振り返った。

「この晦の空気のおいしいこと。魔女となることは叶わずとも、新月に魔力を保っていられるほどの力！　悪魔の精とまではゆかずとも、先走りで充分でございました」

「……さき、なに？」

　ユーフェリナが混乱の極致にいるのを尻目に、リリ＝ランディはウィルガイストの血まみれの肩に手を置き、傷だらけの頬にくちづけた。

「濃密な一夜をごちそうさま、ウィルガイスト」

「二度と口にするんじゃねえ。ブチ殺すぞ」

　ふたりの間のおかしな空気にユーフェリナは困惑したが、シグアスがうめいて気を失ってしまったので、助けを求めてウィルガイストとリリ＝ランディを見た。

「さて、この坊やがわたくしの館を破壊し、ユーフェリナさまをそそのかした挙句、ウィルガイストの片腕を奪った痴れ者にございますか。ユーフェリナさま、ただいますぐにこの害虫を退治て参りますゆえ、しばしお待ちを」

　レグラヴィはとっさに魔力の結界を張ったが、リリ＝ランディの指先から放たれた力で吹き飛ばされた。

　それでも急いで悪魔召喚の陣を張り、彼の『契約者』を呼び出す。

「ほう、召喚術とはなかなか味な真似を。さて、そなたの契約者はどの程度の力の持ち主であろうな？」

　黒魔術師は、悪魔を己の力で従えさせるため、常に術者の力量を誇示せねばならない。契約の悪魔に力が劣った者は、たちまちその命を喰い荒らされるのだ。

　レグラヴィの張った、目に見えない陣から瘴気のような歪んだ光が生まれ、そこから一体の悪魔が現れた。

　ただ見ていただけのユーフェリナだが、激しく心臓を揺さぶられ、恐怖を超えた脅威に身体が震え出す。

　緋色の瞳ばかりが闇の中で光る、暗黒色の体毛を持つ巨大な魔獣は、数千年を経た樹木のように太い脚を具そなえ、ねじくれた爪は鋭い。頭は狼に似ているが、見たことのない獣のようでもある。

　醜く節くれだった角には、猛毒の臭いがまとわりついていた。

「ほう──ほう！　これは魔神の従える魔獣でございますな。なかなかの上位悪魔」

　ユーフェリナなど、今にも気絶してしまいそうな恐怖にさらされているのに、リリ＝ランディは満面に喜色を湛え、背後に立ったままでいるウィルガイストは表情ひとつ変えずに、じっと小山ほどもある魔獣を見上げていた。

　人間の立ち入れる世界ではない。ユーフェリナは気を失ったシグアスの身体に縋りついて、辛うじて意識を保っていた。

　悪魔が吼えた。その途端、空気が振動してユーフェリナは悲鳴をあげる。心を失ってしまいそうな狂った雄叫びは、人の心を引き裂く力を持っていた。

「行け！　その人間どもを喰らい尽くせ！」

　悪魔はレグラヴィに命じられたとおり、リリ＝ランディを踏み潰し、ウィルガイストの身体を吹き飛ばしてユーフェリナに迫る。

　しかし、目を閉じた瞬間、身体に浮遊感を覚えてユーフェリナは恐る恐る目を開けた。ウィルガイストが右腕一本で彼女を抱え、シグアスの首根っこをつかんで跳躍していたのだ。

「ウィル……！」

「ったく、とんだ厄日だぜ！　腕はなくすわ魔獣には出くわすわ……ユーフェ、あとできっちり慰謝料払ってもらうぜ、覚えとけよ」

　木陰にユーフェリナとシグアスを置いて、ウィルガイストは悪魔の紋様が彫り込まれた右肩を回してほぐすと、腰に戻していた剣をふたたび抜いた。

「ウィルガイスト、あの悪魔と？　無茶だよ、そんな身体で……！」

「あの女に任せといたら、あとでどんな請求されるかわかったもんじゃねえしな。それに、おまえに群がる悪魔を払うのは、俺の仕事だ」

　そう言って、彼は重傷を負っていることなど思わせない動きで、魔獣の許へと走り出していた。

　踏み潰されたように見えたリリ＝ランディは、魔獣の足の下で結界に守られ傷ひとつ負ってはいなかった。それどころか、まるで快感に酔い痴れたようにあやしく微笑み、嬉々として太古の言葉を紡ぐ。

　雷槌が弾け、魔物の巨大な身体を捉えた。魔物が怯んで咆哮をあげるのを横目に、ウィルガイストの姿を認めると、リリ＝ランディは走り出す。

「その躾の悪い犬は任すぞ、魔剣士。わたくしはあの坊やに、きつい仕置きをせねば気がすまぬゆえ」

「犬……？」

　近くで見上げるほどに、その黒い毛に覆われた獣は、犬とは似ても似つかない風貌をしている。ウィルガイストは緋色の瞳を細め、その正体を見極めるようにまじまじと獣をにらんだ。

「いや、こいつは犬じゃねえな！」

　誰にでもわかりそうな結論を下すと、ウィルガイストは残された右手に大剣を握りしめ、地面を蹴った。

　彼は体重をどこかに置き忘れたように身軽で、大木ほどの高い位置にある獣の鼻っ面に、無造作に剣を振るった。

　リリ＝ランディの雷槌にまとわりつかれ、意識を外へ向けていた魔獣は、正面から剣を振るってきたウィルガイストに気づくと前脚を伸ばす。

　襲いかかってくる爪を、ひょいと首をすくめてかわすと、ウィルガイストは空中で身体をひねって、獣の背中に着地した。

　左肩から、一旦は引いたように見えた鮮血がふたたびあふれだしてくる。それを見て顔をしかめたウィルガイストは、大きく息を吸い込んだ。

　さすがにこの出血量は無視することができそうもない。

「そろそろ終わりにするか。魔剣士の力を存分に味わうといい」

　ウィルガイストは大剣を獣の首根っこに突き立てると、空になった右手を暗黒の空に向かってかざした。

　たちまち、彼の手の中にひとふりの長剣が現れる。シグアスに手渡した、悪魔の剣だ。刃は暗黒色に染まり、獲物を闇に呑み込もうと震えている。

「塵になれ」

　ウィルガイストは悪魔の剣を振り下ろし、頭蓋から魔獣の胴体をまっぷたつに斬り裂いた。


　　　＊


「レグラヴィとか言ったね、坊や。わたくしを出し抜き、最強の魔術師を名乗ろうと？」

「あなたが至高の魔術師などともてはやされるのも、すべて天眼石の力でしょ。黒魔術を極め、魔神の獣を従える俺に逆らえる者などいはしません。太陽神の大主教ですら、この俺の力に逆らうことはできなかった」

　正面から対峙し、ふたりの魔術師はにらみあう。リリ＝ランディの頬には微笑が浮かんではいたが。

「新月の近くにわたくしを脅し、ユーフェリナさまの力を奪うようそそのかしたのはそなたか。このような小僧と知っていれば、つまらぬ企みに加担などしなかったものを」

　忌々しいものを見るように、リリ＝ランディは暗黒の空に似た瞳でレグラヴィを見たが、やがて肩を震わせて笑い出した。

「まあ、結果的に魔女どのとお近づきになれたうえに、シヴァドールの精を得た。重畳、重畳」

「シヴァドールの精になんの力があるんです。あいつはただの人間でしょ」

「さあ、なぜであろうな」

　意味深に笑い、リリ＝ランディは艶やかな唇に詠唱を浮かべた。

「無駄なことを」

　とっさに防御の結界を張るものの、まるで指の間からこぼれる砂粒のように力が失われていくのを感じ、表情を変えた。

「……嘘でしょ」

「そなたとわたくしの力の条件は同等。であれば、より強い方が勝つ。それが世の道理じゃ」

　あやしい微笑をたたえたままのリリ＝ランディの唇が、最後の詠唱を終えた。

　レグラヴィが消滅した断末魔は、短かった。


　　　＊


　夜明け間近になって、リリ＝ランディの魔術で『聖なる魔女の館』へ無事に帰りつくことができた。

　店の面々は、四日も姿を見せないユーフェリナとシグアス、アデットの身を案じ、この晦の晩は臨時に店を閉めていた。カユスとミリア、アンジェリカの三人が、一階の酒場で眠れぬ夜を過ごしていたようだ。

「ユーフェ！　どこに行ってたの、心配したんだよ！」

　明け方近くに一階の酒場に帰ってきたユーフェリナを取り囲んで、口々に言葉をかけ、とりもなおさず椅子に座らせた。

「どうしたの、ひどい顔してる。ウィルさまは？　シグアスとアデットは一緒だったの？」

「…………」

　ユーフェリナがのろのろと戸口に顔を向けると、気を失ったシグアスの身体を肩に担いだウィルガイストが、遅れて入ってくるところだった。

「ウィル、なにがあったの？　シグアスは？」

「気絶してるだけだ。カユス、こいつを部屋に運んでやれ」

　ウィルガイストは金褐色の髪の用心棒をカユスの手に押しつけた。だが、いつのまにか着込んだマントで、彼の左腕が失われていることは誰も気づかなかったようだ。

「あんたも怪我してんじゃないのか、ウィルガイストの旦那」

「俺のはかすり傷さ。シグアスの手当てをしてやれ」

　カユスとミリアを追い立て、涙目で縋るアンジェリカに、ウィルガイストは湯浴みの用意をするよう言いつける。

　酒場にふたりきりになると、ユーフェリナは彼のマントの下の、空になっているであろう左腕の位置を直視できずにうつむいた。

　腕を失ったウィルガイストへの負い目だろうか、まともに彼の顔を見ることができない。

　永遠のように感じた沈黙だったが、ウィルガイストが乱雑に椅子に腰かけ、停滞していた空気が動いたとき、ようやくユーフェリナは意を決して顔を上げた。

「ウィルガイスト、あたしが手当てするから……」

　伏目がちにユーフェリナが申し出ると、彼は無表情に首を振った。

「いいから、おまえもシグアスのところに行って来い。ふたりじゃ大変だろ」

「でも……」

　ウィルガイストは無言でユーフェリナの顔を見ると、細めた緋色の瞳で彼女を突き放した。

「俺のは唾でもつけときゃ治る」

「そんな、あんなに血が出てたんだよ。お医者を呼んだほうが……」

　ユーフェリナが詰め寄ると、ウィルガイストは右腕を伸ばして彼女の接近を拒んだ。

「余計なお世話だ。つべこべ言わず、さっさとシグアスんとこ行ってこい」

　声を荒げられたわけではなかったが、ウィルガイストは彼女が傍にいることを拒んだ。少なくとも、ユーフェリナはそう受け止めた。

　これまで、彼女のほうから悪魔を放逐したことは多々あれど、その逆は初めてだ。

「……わかった」

　怪我なら、深くともいつかは回復するだろう。だが、斬り落とされた腕は、もう戻らない。その原因を作ったユーフェリナに、ウィルガイストが憤りを感じていないはずがないのだ。

　ウィルガイストのすげない拒絶にあい、目頭が熱くなる。

　でも、歪んだ表情を見られるのがいやで、ユーフェリナは酒場の奥の扉に飛び込んだ。

　彼女が出ていくのと入れ違いにアンジェリカが酒場に戻って、浴室の準備ができたことを告げると、ウィルガイストが立ち上がる気配があった。

「湯浴みする。アンジェリカ、手伝え」

　傷の手当てもせず、ウィルガイストは半泣きのアンジェリカを浴室へ連れて行った。

　そうと知った途端、ユーフェリナの心臓が早鐘のように鳴り出した。

　伴っていったということは、彼はアンジェリカを抱くつもりなのだろうか。

　ユーフェリナにぶつけるはずの怒りをアンジェリカにぶつけ、それでウィルガイストは自分の胸の内を収めようとしているのだろうか。

　じっとしていると涙がこぼれそうになり、ユーフェリナは深呼吸してからシグアスの部屋を訪ねた。

　部屋の中では、ミリアがシグアスの血と汗で汚れた身体を拭っているところだ。

　ほとんど剥き出しになった若い男の肉体には、大小さまざまな傷が刻みつけられていて、ふたりの死闘の凄まじさを示していた。

「こりゃひどいな。お嬢ちゃん、暖炉に火を入れてくれ」

　カユスに指示され、ユーフェリナはあわててうなずいて暖炉に火を起こす。カユスが消毒用の酒を傷口に浸すと、気を失ったシグアスの絶叫があがり、ユーフェリナの緩んだ涙腺をますます解いていく。

「お嬢ちゃん、あんたは外に出てたほうがいいぜ」

「でも……」

「脇腹と左上腕にかなり大きな刀傷があるから、傷口を縫うんだ。シグアスの悲鳴を聞いても耐えられるなら、そこにいりゃいいが……」

　脅すつもりでもないだろうが、カユスに真顔で言われてユーフェリナはためらった。しかし、シグアスの怪我の大半は、彼女の責任だ。逃げ出すわけにはいかない。

「ちょっと、カユス。あたしだってそんなの聞いてらんないよ」

　ミリアが抗議したが、カユスは聞く耳を持たずに、針と糸を取り上げた。

「この店の頭張るんなら、度胸が大事だぜ、ミリア」

「けど、あんたがそんな俄か治療して、大丈夫なの？」

「医者が起きるのを待ってたら、手遅れになるかもしれん。なに、俺はこう見えても昔は遠征部隊にいてな、半死人どもの傷を何百と縫ってきたんだ。まあ、大半は助かる見込みもなく死んだけどな」

「…………」

　カユスの軽口はユーフェリナとミリアの表情を暗くしただけで、不発に終わったが、彼は気にする様子もなく、ふたりがそこに留まることを確認すると、頬をあげて笑う。

「じゃ、ミリアは左腕を、ユーフェリナは右腕をしっかり押さえててくれ」

　そう言いながら、シグアスの両腕と両脚をロープでベッドに固定してしまい、自分はシグアスの身体に馬乗りになると、針先を火であぶった。

　それからの時間は、聞くに堪えない絶叫の連続だった。

　あまりの痛みにシグアスは気絶したまま悶絶し、懸命に腕を押さえつけるユーフェリナとミリアをかんたんに押しのけた。

　カユスは慣れたもので、軋みをあげるベッドの上で暴れるシグアスの傷口を鮮やかな手つきで縫合すると、顔を青ざめさせるふたりの娘に終了の合図を送った。

「あとは薬でも塗って、包帯を巻いてやるんだな。俺の仕事はここまで。朝になったら医者を呼んでやってくれ」

　放心状態のユーフェリナの肩を叩くと、カユスは残った消毒用の酒を呷って部屋を出ていった。

「ユーフェ、大丈夫？」

「う、うん……」

「薬を持ってくるから、汗を拭いてやって」

　ミリアに濡らした手ぬぐいを渡されて、ユーフェリナはようやく茫然自失から覚めた。シグアスの歪んだ顔をみつめ、額に浮かぶ汗を拭ってやる。

　彼をこんな苦痛に追い込んだことが、今さらのようにユーフェリナを責め苛む。汗を拭っていく先から、ユーフェリナの瞳からあふれた涙が、彼の固く握りしめられたこぶしを濡らしていった。

「……ユーフェリナ？」

　掠れる喉の奥から、シグアスの絞り出す声が聞こえた。

「……気がついた？　ここ、シグアスの部屋だよ。カユスが手当てしてくれたの、もう大丈夫だから」

　彼の傷に障らぬよう、そして自分の震える声をごまかすように、ユーフェリナは小声でささやいた。シグアスの瞼は閉ざされたままだ。あわてて彼女は涙をぬぐった。

「……ユーフェリナは、怪我は──ないか？」

「あたしはどこも、大丈夫」

「そうか……よかった」

　安堵するようにシグアスはため息をついて嘆息した。

　ユーフェリナは、強張り冷たくなったシグアスの手をそっと握り、沈黙の中に言葉を探す。

「……ごめんなさい」

　ようやく見つけた言葉は、たったそれだけだった。こんな事件に巻き込むことになった責任を感じて、ユーフェリナはただただシグアスに頭を下げることしかできなかった。

「詫びられる覚えは……俺が勝手に、首を突っ込んだことだ」

　苦しそうに言うシグアスを見て、あふれかけた涙を辛うじて堰き止めていた最後の辛抱の留め金が、音を立てて外れてしまった。

　ぽろぽろと粒のように落ちる涙はベッドを濡らし、シグアスの手にも小さな雨を降らせる。

「……どうした。ウィルガイストと、なにかあったのか」

　呼気とともにそう問われて、ユーフェリナの胸がひどい痛みを訴え出した。

　自分の軽はずみな行為で、シグアスを傷つけたことに苦しんでいるはずだったのに、そうではないことをシグアスに明らかにされてしまったのだ。

　自分でも気づいていなかった。ただ、シグアスの当然といった問いかけは、彼女の涙がウィルガイストに冷たく突き放されたことが引き金になっていると、事情を知らぬままに指摘していた。

「──あたしのせいで、ウィルガイストの腕がなくなっちゃった。あたし……どんな顔してウィルガイストの前に出ていいか、わからなくて──」

　事情を知っているシグアスに、隠し通すことは難しかった。ユーフェリナの気持ちを重く押し潰しているのは、ひとえに彼女のために失われたウィルガイストの左腕と、その責任を無言で詰る彼の冷たい緋色の瞳だった。

　そして、大怪我をして起き上がることさえままならないシグアスに、そんなことで泣きついている自分があまりにも情けなくて、ユーフェリナはますます手ぬぐいを膝の上で強く握りしめた。

「ユーフェリナが責任を感じることは……ないだろ。彼の腕を落としたのは、俺だ」

「違うよ、あたしがウィルガイストの言うこときかないで、あんなところでおろおろしてたから……どうしよう！」

　今度こそ嗚咽をあげ、細い肩を消え入りそうに小さくすぼめ、ユーフェリナは子供のように泣きじゃくった。

「なにもかも、あたしのせいなの！　天眼石なんか探しに行かなきゃ、シグアスだってこんな怪我しなくてすんだし、ウィルガイストだって……！」

　すこしやつれた頬にシグアスは微笑を浮かべ、重たい瞼をこじあけてユーフェリナを見た。

「俺は、ユーフェリナが無事でよかったと、本当に思ってる。ウィルガイストだって……同じはずだ」

「そんなこと！　さっきも、すごい怒ってて……にらんでたの……あたし……」

　それならいっそ自分を詰り、めちゃくちゃにしてくれたほうが、どれだけ気が楽だっただろう。

「まさか。惚れた女の命を、自分の腕一本と引き換えに救えたなら……安いもんだろ。男なんて、そんなものさ。彼の腕を落とした張本人に、そんなこと言う資格はないが」

「…………」

　シグアスは痛みをやりすごしながら腕を持ち上げ、うなだれるユーフェリナの金髪をそっと撫でた。

「俺もアディルアデルになりかけて、彼の気持ちがすこしだけわかった気がする……。魔女とか魔力とか、俺には未だによくわからないが──魔性の種を植え付けられたとき、ユーフェリナにまとわりつく魔力に、惹かれた。自分のものにしてしまえたら、どんなにいいだろうと。とても逆らえない、本能で引き寄せられるような力だった。魔の本能にな」

「──魔の……本能」

「悪魔が魔女に引き寄せられるなら、彼もほかの悪魔と同じだろう。新月のたびごとにウィルガイストも……ユーフェリナを我がものにしたい衝動と戦って、だからこそ、ユーフェリナを突き放したんだろ……」

　思いもよらないことを言われて、ユーフェリナは顔を上げた。涙ですっかり濡れた頬は、まだ彼女が十代のほんの少女であることを強く思わせ、シグアスにため息をつかせた。

「……そんなはずないよ。あの淫魔が……自分の欲望に逆らうわけ、ないもん」

「そうかな。本当に好きな女なら、自分の手で汚したくはないだろう」

　しばらく黙ったままユーフェリナはシグアスの言葉の意味を考えていたようだが、突然立ち上がった。

「やだっ、なに言ってんのシグアス。あ、あの、ごめん……あたし怪我人になに言わせて……ごめんなさい！　ミリア、どうしたんだろ、薬みつからなかったのかな。あたし、見てくるね！」

　重傷を負ったシグアスを笑わせてしまう動揺を見せ、ユーフェリナは何度もごめんねと言いおきながら、部屋を出ていった。

　わずかな空白の時間をおいて、ただならぬ空気に部屋に入ってくることのできなかったミリアが、ようやく室内にすべりこんでくる。

「──あんたもたいがいお人よしだね、シグアス」

「俺も、そう思う」

　ぐったりと疲れたように横になるシグアスを眺め、つくづくミリアは笑った。

「ま、最初からウィルの女に手を出そうなんて、うまくなかったんだよ」

「……彼がユーフェリナにとってよくないものなら、追い出してやろうと思ったんだが」

「意外とそうでもなかった？」

「……彼にまとわりつく闇を、払ってやれるのはたぶん、ユーフェリナだけだろうから……」

　長く息を吐いて、シグアスは目を閉じた。声を発する振動に耐えるのもやっとで、今日はもうこれ以上、声を出す気にならなかった。

「お疲れさん。しばらくゆっくり休むことね」

　今度こそ気絶するように眠ってしまったシグアスの傷口に薬を塗りこみ、包帯を巻いていると、どこを回ってきたのか、ユーフェリナが恐る恐るといった態で戻ってきた。

「あ、ミリア。薬あった？」

「あったよ。シグアスならもう寝てるし、あとの手当てはあたしがやっとくから、あんたも上で休んでおいでよ。ひどい顔だよ」

「……うん」

　それでも立ち去り難そうに戸口に立ち尽くすユーフェリナを振り返ると、ミリアはやさしく彼女の雇い主に微笑んだ。

「シグアスのことなら、あんたが責任感じる必要はないんだよ。なにがあったのか知らないけど、大の男が自分で決めて、自分でやった結果なんだろう？　それでユーフェを守れたなら、シグアスだって本望だろうさ」

「…………」

「それに、あんたがウィルに惚れてることなんて、この店の人間なら誰だって知ってるんだから、シグアスをかわいそうがる必要はないんだよ。この男だって、知っててあんたに近づいたんだから」

「──!?」

　ユーフェリナは声もなくあわてふためき、翡翠の目を開ける最大限まで見開いた。

「そっか、知らない人間がひとりいたっけ、訂正。ユーフェ以外はみんな知ってるよ」

「なっ、なんで……」

「だって、あのウィルに楯突ける人間なんて、あんた以外にいないじゃない。あいつならいくら罵倒しても突き放しても、自分を見放したりしないって、そう思ってるだろ？　甘えてんだよ。ウィルなら、なにしても許してくれるって」

「あたしが、ウィルガイストに、甘えてる……？」

「無意識に男を振り回すなんて、あんたもなかなかやるじゃない。さすがは『聖なる魔女の館』のあるじだよ。素質あるんじゃないのかい？」

「──うそ、そんなことない！」

　ミリアのからかう口調に、ユーフェリナはきっぱりと言ってシグアスの部屋から走り去ってしまった。

「ああ、おかしい。おぼこ娘をからかうのは楽しいわ。世の中、他人に言われてから好きになるってことも、結構あるんだよね」

　ひとしきり笑って、ミリアはシグアスの身体に包帯を巻いていった。



	
			終章　≪贖罪≫

　逃げ戻るように自分の部屋に飛び込んだユーフェリナは、そこに先客の姿を見つけた。

　ユーフェリナの広すぎるベッドにだらしなく身を投げ出し、右腕で腕枕をしている、黒髪の男。

　眠っているのか、緋色の瞳は閉ざされたままだが、ユーフェリナの気配に気づいていないわけがなかった。

　閉めきったカーテンの向こうは、まばゆい朝の光に満ちているのに、部屋の中は薄暗いままで、まるでユーフェリナの心を映しているようだった。

「……ウィルガイスト」

　名を呼びかけるだけなのに、ひどい緊張を強いられた。シグアスやミリアにおかしなことを吹き込まれたせいで、ますますどんな顔をしてウィルガイストを見ればいいのか、わからなくなる。

　しかし、彼の身体の向こうに空っぽの袖が見えると、そんなことはどうでもよくなってしまった。

「……やっぱり、お医者を……呼んだほうが」

　ベッドの裾に立って、そっと小さく声をかけると、彼は緋色の瞳を瞼の隙間から覗かせた。

「無用だ、もう血は止まってる。医者を呼んだところで、これ以上はどうにもならねえよ」

　さっきのような拒絶の意思は感じられなかったが、それでもウィルガイストのそっけない態度に、ユーフェリナは何かがこみあげてくるのを呑み込むのに必死だった。

「……ごめんなさい」

「なにが」

　ユーフェリナの震える謝罪を嘲笑うように、ウィルガイストは目を閉じたまま片頬を吊り上げる。

「あたしのせいで、腕……ごめんなさい……」

「べつにおまえのせいじゃねえよ」

「…………」

　シグアスもウィルガイストも、ユーフェリナの責任を追及しないから。ウィルガイストはユーフェリナを正面きって責めないから。かえってつらい。

「──そんなふうに言わないで。あたしのせいだって、怒ってよ」

「そういうシュミなのか？」

　相変わらずとぼけた、的を外した返答に、ユーフェリナは唇を噛みしめた。

「なんではぐらかすの？　片腕になったのはあたしのせいなのに、どうしてよ！」

　立ち尽くして怒りを表明する少女に、ウィルガイストは呆れた目を向ける。自分を怒れといって怒るユーフェリナが、彼にはおかしい。

「……なんでおまえが怒ってんだよ。おまえのせいだなんて、俺は一言も言ってねえだろ」

「だったら、なんでアンジェリカに矛先向けるの？　それで気が晴れるなら、あたしにしたらいいじゃない！　あたしは悪くないなんて、そんなおためごかしはいらないから！」

　ウィルガイストは上体を起こし、ユーフェリナの泣き濡れた顔を視線でひと撫ですると、彼特有のねじくれた笑みを浮かべた。

「そんなに罰してもらいたいわけか。そこまで言うなら、身体で詫びてもらおうか」

　ウィルガイストはベッドを這ってユーフェリナの傍に近づくと、ぐっと顔を接近させ、残された右腕で彼女の細腰を抱き寄せた。

「おかしなもんだな、いずれ悪魔おれのことなんて滅ぼすつもりでいるんだろ？　その片腕がもげたんだぜ。ひとつ減って大助かりじゃないか」

「…………！」

　ウィルガイストの憎まれ口を封じ込めるように、ユーフェリナの平手が彼の頬に伸びる。だが、いつものように乾いた音が響くかわりに、彼女の白く細い指はウィルガイストの頬にそっと触れて、力を失ったようにひっこんでしまった。

　こんなことをしても、結局は自分のためでしかないのに──自分をめちゃくちゃにしてもらえば、自分の気がすこしは晴れるだろうから。

　暗く沈んだユーフェリナの表情に、ウィルガイストは何を読み取ったのだろうか。

　悪魔の片腕に抱き寄せられたまま、涙でぐちゃぐちゃになった顔でウィルガイストを見ると、あっという間に視界が回転した。

　ウィルガイストの呆れ果てた顔を見ていたはずなのに、気がつけば高い天井を見上げていたのだ。身体に馴染んだベッドが背中にある。

「それじゃ遠慮なく」

　耳元に熱い呼吸を吹きかけられ、ユーフェリナは固く目を閉じた。

　ウィルガイストの手が喉に触れ、鎖骨の線をなぞっていく。その熱いくらいの体温と、彼の洗いざらしの髪が肌を撫でていく感覚にユーフェリナはますます身を硬直させた。

「そんな怖い顔されたら萎えちまうぜ」

　終始、からかうような調子でウィルガイストは言い、ユーフェリナの服の釦ボタンをひとつずつ確かめるように、片手でもどかしく外していく。

　ぷつりと釦の外れる手応えがあるたびに、胸に冷たい空気が触れて、彼女の肌を粟立たせた。

　あまりに急な展開に、誰より自分がついていけていない。ぺろっと首筋を舐められ、耳たぶを甘噛みされて、悲鳴が出た。

「……ひっ」

　反射的にウィルガイストの腕にしがみつく。だが、彼の左腕をつかむはずの手は、からっぽの袖を皺にしただけだった。そうと知ったとき、たちまちユーフェリナの緩みきった瞳に涙が盛り上がる。

　ユーフェリナがいくら身体を差し出したとしても、この腕は戻らないのだ。

「ごめんなさい──本当に、ごめんなさい……」

　こんなことが贖罪になるはずもないのに。

「バカだな。できもしねえことを無理してすんなよ」

　やわらかに香る耳元にささやきかけて、ウィルガイストは少女の身体から離れようと身を起こしかける。

「……ウィルガイストは、どうしてあたしなんかのために、自分を犠牲にして……平気でいられるの？」

「犠牲──？」

　めずらしく口ごもったウィルガイストの胸元を、ユーフェリナは震える手でつかんだ。

「悪魔が契約者のために自分を犠牲にするなんて、聞いたことないよ。ウィルガイストは──なに？　『魔女の目』で、なにを壊すつもりなの……？」

「────」

「あたしの『目』はシグアスに根付いた魔性の炎を壊したけど、ウィルガイストは──本当はアディルアデルなんかじゃないんでしょう？」

　その問いかけに、ウィルガイストの暗く沈んだ緋色がさらに暗みを増した。

「……詮索はなしだ。知りたきゃ自分で覗いてみろよ、俺の中を」

　一度は身体を離しかけたが、ふたたびウィルガイストはユーフェリナに覆いかぶさり、彼女の身体をくるんでいた上衣を片手であざやかに剥ぎ取った。

　白い肌を隠す下着がさらけ出され、ユーフェリナはまるで石化でもしてしまったように、呼吸さえうまくできずに胸の前で手を握り合わせる。

　幾度もウィルガイストが女を抱くところを見せつけられてきたが、彼の欲が、今はまっすぐユーフェリナに向いている。

　それが──男と肌を重ねることが、こんなに恐ろしいことだなんて。

　しかし、悪魔は頑なな人間を篭絡する術を、いくらでも心得ている。

「視てみたいんだろ？　俺の中をさ。そんなにきつく目ぇ閉じてたら、視えるもんも視えねえぜ」

　耳元で低くささやかれ、ユーフェリナはくすぐったさに目を開けた。

　すぐ目の前に、ウィルガイストの洗ったばかりの黒髪があり、喉元に喰らいつくように顔を寄せられ、悲鳴をあげそうになった。

　熱い吐息が耳朶をくすぐり、舌が素肌をすべっていく感触に身体が震える。

　ウィルガイストは横たえたユーフェリナに膝をついてまたがり、残された右手で自分の身体を支えながら、唇で彼女の身体を撫でていった。

「ん……っ」

　首筋を執拗に舐め、喉を唇で食み、なめらかな素肌の上にくちづけの痕を刻みつける。

「力抜けよ、俺を慰めてくれるんじゃなかったのか？」

　自分から身体を差し出したくせに、ウィルガイストの怒りを引き受けるどころか、男の厚い身体を撥ね退けたい衝動と必死で戦わなくてはならなかった。

　ユーフェリナのように硬直して、未知の恐怖に震えて泣きそうになっている娘など、ウィルガイストは相手にしたこともないのだろう。きっと、ウィルガイストはこういう小娘こどもを相手にするのが面倒で、娼婦を抱くのだ。

「……ごめんなさい」

　何度目かの謝罪に、ウィルガイストは深々とため息をついた。

「謝るなよ。おまえの代わりに痛い思いしたんだぜ。詫びるんじゃなくて、せめて礼を言え」

　そう言われた瞬間、ユーフェリナは目をぱちくりさせてウィルガイストを見上げた。まるで、今この瞬間、初めて彼と出会ったような不思議な心地だ。

　確かに助けてもらったのだから、礼を言うのが筋だろう。

「あ、ありがとう……」

「心がこもってねえな」

「あの……助けてくれて、ありがとう」

　まったく無意識だったが、ユーフェリナは彼の頬に唇を寄せた。

　それはウィルガイストにとっても、かなり意外な出来事だったようだ。

　しばらく時が止まったように、身動きせずにユーフェリナを見下ろしていたウィルガイストだが、険しく眉根を寄せ、次にどう動こうか考えあぐねているようだった。

　やがて深く息を吐くと、ウィルガイストは彼女の身体をわずかばかり隠していた下着に手をかけて、淡いふくらみをさらけ出し、乳房の内側にくちづけた。

「ゃ……っ！」

　そこには、ウィルガイストにつけられた悪魔の印が今もくっきりと残っている。

　印を強く吸われ、身をよじったところに背中に手を差し込まれ、手触りのいい背中を撫でられた。まるで、ユーフェリナの全身の緊張をほぐそうとするような、やさしい手つきだ。

　頭の中が痺れて、恥ずかしいと思う気持ちよりもその愛撫が心地よく、自分の意思とはまったく無関係に、だんだん身体から力が抜けていく。

「あ……」

　その隙をつくように舌先で印をなぞられると、胸の頂がきゅっとすぼまる感覚があった。

　すぐ目の前を流れるウィルガイストの黒髪に、ユーフェリナは自分の指を絡める。何かにしがみついていないと、どこかに流されてしまいそうで。

　声は出ない。敏感な場所に触れられてはいない。

　ただ、身体中を彼の唇がすべっていくと、次第にユーフェリナの呼吸が浅くなってきて、震える手が、ウィルガイストの見た目よりもずっと厚みのある身体にためらいがちに触れていた。

　ウィルガイストの大きく熱い手が、なめらかさを堪能するように背中を伝って腰を撫で、服の中にあるユーフェリナの小さな尻に触れる。

　割れ目を指でなぞられたときはさすがに悲鳴が出たが、ユーフェリナの呼吸に合わせて大きく跳ねるウィルガイストの呼吸音が、不思議と彼女を落ち着かせた。

　もっと、本気で逃げ出したくなると思っていたのに、耳元をくすぐる荒く熱い呼吸がそれを引き止めるのだ。

（悪魔の罠、なのかな……）

　ウィルガイストに魔法をかけられてしまったのだろうか。彼は悪魔で、ユーフェリナのような小娘を陥落させることなど、たやすいのだから。

　しかしいつもは──ユーフェリナの知るかぎり──事の最中であっても、女をからかいおどけているウィルガイストが、さっきから一言もしゃべらない。

　ただ荒い呼吸を繰り返して、ユーフェリナの柔肌に吸い寄せられたように唇を落とし続ける。

「……ウィル、ガイスト」

　胸に何かがこみあげてきて、あふれだす吐息とともに悪魔の名を呼んだ。

　すると、ウィルガイストは顔を上げ、昏い緋色の瞳に少女の顔を映す。

　それは女を征服しようとする、男の目だった。


　　　＊


　斬られた腕に、もう痛みはない。

　ただ、罪悪感に苛まれ、自分を罰してくれと望むユーフェリナをちょっとだけからかってやろうと、そんなイタズラ心で手を出した。

　どうせすぐに、やめてくれと泣きついてくるに違いないのだから。

　彼女が罪悪感に塞ぎ込む必要などどこにもないのに、あんまり苦しそうにしているから、ウィルガイストが普段どおりに振る舞ってみせれば、すぐに平手が──いや、こぶしが飛んでくるだろうと高を括っていたのに。

　ユーフェリナの首筋に舌を這わせたが、そこはもう処女地ではない。今までにも彼女の魔力に引き寄せられて、自分への褒美代わりに何度か頂戴している。案の定、感じやすい部位に少女は身をくゆらせ、甘い吐息をついた。

　それでも涙に暮れて謝り続けるユーフェリナに辟易し、詫びのかわりに礼を言えと言ってやったら、少女はひどくその言葉に感銘を受けたようだった。

　いつもは見せないしおらしい表情で、ユーフェリナはウィルガイストに礼を言い、キスともいえない、軽い、ちょっと触れたかどうかという程度のくちづけを彼の頬に与えた。

　彼女の身体をこの手で触り、苦しくなるほどあふれる甘い香りに鼻腔をくすぐられ、やわらかな唇を頬に感じた瞬間──たったそれだけで、本来の目的を忘れた。

　喉が鳴り、ユーフェリナのすべてを征服したいという欲求が瞬時に湧き上がる。

　それでも、彼女が拒絶の意思を見せたら、きっとウィルガイストは少女の身体をどうにか解放していただろう。

　だが、ユーフェリナはウィルガイストを突き放さなかった。

　黒髪に指を絡め、おずおずと彼の身体に腕を回し、冷え切った自分の身体にウィルガイストの熱を取り込むように、身体を寄せてきたのだ。

　本気で『魔女の目』を使い、彼の内側を覗くつもりなのだろうか。

　しかし、ユーフェリナの涙に滲んだ翡翠の瞳に変化はない。不安と心地よさの狭間に揺れてはいたが、彼女は彼女のまま、魔女の力を発動させる気配もない。

　これまで、自分の内側に籠る熱を吐き出すようにさんざん女を抱いてきたが、その彼をして、ユーフェリナの身体はひどく魅惑的で、ウィルガイストを惹きつけて止まなかった。

　それほど起伏のある身体でもないし、華奢で小柄で、本気で抱きしめたら瞬時に壊れてしまいそうなほど脆い。

　それなのに、こうも彼の理性を奪おうとするのは、あふれんばかりの魔力のせいか──。

　だが、いったん乱れた魔力が解放された後、彼女を取り巻く魔力の流れはうやむやのうちに正常化し、すっかり隠れてしまったわけではないが、今は鳴りを潜めている。

「…………」

　先日来、どうも自分の理性に信用がおけなくなってしまった。

　やわらかな娘の肌をついばみ、撫で回しているだけなのに、まるで初めて女を抱く若造のように、呼吸が荒くなる。

　──マズイ。

　そろそろ手を引かないと、冗談が冗談でなくなりそうだった。今度こそ霞んだ視界を振り払い、顔を上げてユーフェリナの身体から離れなくては。

　だが、彼女は『悪魔』の名を呼んだ。

　浅い呼吸でうまく酸素がまわっていないのか、すこし苦しそうに、透明に近い翡翠の瞳をとろんと蕩かせて。

　切なくなるような吐息とともに、彼の欲望を煽り立てる声で。

　彼女の声が、表情が、ウィルガイストを本能の谷底に突き落とす。脅かしてやるつもりが、逆に自分が娘の虜にされてしまった。こんな滑稽な話があるだろうか。

　自嘲気味にウィルガイストは上衣を脱ぎ捨て、熱を帯びはじめたほっそりした身体を腕の中に抱え込むと、空気を求めるように喘ぐユーフェリナの唇を塞いだ。

　熱が重なり、ユーフェリナの喉が声にならない声をあげる。

　──キスはね、好きな人としかしないものだから。

　遥か過去に置き忘れてきた記憶の中から、そんな声が聞こえてきた。

「……そんなんじゃねえよ」

　ユーフェリナから離れたウィルガイストは、驚いたように潤んだ瞳を向ける少女とは別の、その場にいない誰かにそう言い訳して、もう一度ユーフェリナの唇に自分の唇を重ね合わせた。

　そして味わいつくすように深く、舌を絡める。


　　　＊


「んんっ……」

　重くのしかかる男の裸の胸に手を当て、ユーフェリナは突然の深いくちづけに泡を食った。

　彼は夜ごとに女を抱いても、くちづけは絶対にしない。別に知りたくて知ったわけではないが、幾人もの人々から同じ証言を得ている。

　現にこうして身体を合わせ、たくさんのくちづけの痕を白い肢体に残しても、彼女の唇にだけは絶対に触れようとはしなかったのに。

　だが、目を閉じて、貪るように彼女の中で暴れるウィルガイストに、ユーフェリナは辛うじて自分を正気に引き留めていた何かを手放し、完全に身を委ねてしまった。
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　このまま悪魔の手に堕ちてしまうのも、悪くはないかもしれない。

　唇でつながったまま、彼の手が外郭だけではなく、ユーフェリナの胸をもてあそぶ。硬い頂を指で触れられると、感じたことのない甘く疼く感覚に息が詰まりそうになって、苦しい吐息をくちづけの合間から抜いていかなければならなかった。

「ふ……っ、ぅん……」

　空気を求めてウィルガイストから離れると、すぐさま追われるように唇を塞がれる。

　彼の舌が、逃すまいとユーフェリナの中を荒らしてまわる。息もつかせぬとはまさにこのことだ。

　いつのまにか、包帯が巻かれた右腕に身体を起こされ、肩の後ろ側を舌でなぞられた。

　ユーフェリナはそこから生み出される疼きに、悲鳴を噛み殺して目を閉じなくてはならない。

　身体の芯にせり上がる、出口のない熱をどう解放していいのかわからず、潤みはじめた身体をもどかしげにウィルガイストにすり寄せた。

　すると、彼の手がユーフェリナの太股をまさぐり、中心へと移動していく。

「あぁっ……、ん……っ」

　くすぐったいが、気持ちいい。男の指が繁みの中に隠されている花園を探し出そうとしているのを、ユーフェリナは不安と、わずかな期待の入り混じった不思議な気分で感じていた。

「ユーフェ……」

　すこし掠れた、だが艶のある低音で耳元にささやかれ、胸の奥のほうがズキリと痛んだ。心臓の脈打つ振動が肌を通して伝わり、ユーフェリナを揺さぶる。

　やがて、今にも蜜があふれそうな場所にウィルガイストが指を這わせた。

「あ──っ」

　左手は彼女の髪の中に差し入れられ、頬や首、胸元を撫でる。

　彼の左手が、やわらかく……

「……ぁ……え──っ？」

　それが、夢から醒める瞬間だった。

　ユーフェリナは、ウィルガイストにしなだれかかっていた身体を引き離すと、腕の中の熱を失って不満げな顔をしているウィルガイストの──悪魔の全身を翡翠に焼きつけた。

「て……てっ──てて、手！」

「あぁん？」

　尻もちをついてウィルガイストから遠ざかり、ユーフェリナは言葉を忘れたように彼の左腕を指して叫んだ。

　当のウィルガイストは、何か不審な点でもあるのかと、両腕を広げて自分の身体を見下ろしている。

　──片腕を落とされた痕跡など、どこにも残らない五体満足だ。

「う、うで！　なんであるの！」

「さあ、いつのまにかくっついた」

　ようやく言葉を思い出したユーフェリナの絶叫に、ウィルガイストも正気に返り、緋色の瞳にいつもの──いつも以上にねじけた、そして腹が立つほど歪んだ顔で哂った。

「くっつくとか、おかしいでしょう！」

「だから言ったろ、唾つけときゃ治るって。俺様は──悪魔だからな」

「────！」

　ユーフェリナはとっさに裸の胸を毛布で隠すと、ウィルガイストに詰め寄って、がちがちに固めたこぶしをその頭頂部に落とした。

「あたしを騙したのね！」

「いってえな！　俺がいつ騙したよ？　おまえのせいじゃないって、何度言った？　おまえが勝手に抱かれにきたんだろ」

「……誰が悪魔なんかに身体を売るもんですか！　返しなさいよ、利子つけて、今すぐ！」

「返せったって、なにもツッコんでねえし」

「…………っ」

　枕を取り上げてウィルガイストの顔面に放り投げると、ユーフェリナはベッドから走って逃げた。

「もうもう、出てって！　あんたなんか大ッ嫌いよ！」

　言うが早いか、浴室の扉に飛び込んだユーフェリナは、力任せにその扉を閉める。

　浴槽には綺麗な湯が張ってあったので、そこに飛び込み、頭まで潜る。

　もうすこしであの憎たらしい男に、純潔を二束三文で売り渡してしまうところだったのだ。思い出すだけで胸がいっぱいになって、叫び出したくなる。

（さんざんツッコんだくせに、あの男、いけしゃあしゃあと！）

　湯の中で唇に触れると、熱っぽい唇の感触がまだくっきりと残っていて、ユーフェリナを複雑な気分に陥れる。

「バカ悪魔、絶対滅ぼしてやる！　見てなさいよ！」

　浴室から部屋に向かって叫んでやったが、ウィルガイストからの応えはなかった。

　その無反応に腹が立つやら──淋しくなるやら──ユーフェリナはまだ混乱して動悸の収まらない胸を鎮めるように、身体をふたたび湯の中に沈めた。


「……くくっ」

　ユーフェリナが逃げ隠れしたのを見届けると、喉の奥で笑いながら、ウィルガイストは左手を動かして元通り機能していることを確かめた。

「俺の左腕は──先約があるからな」

　そして、ウィルガイストはユーフェリナにくちづけた瞬間から、ズキズキとひどい痛みを発していた右肩を、左手で宥めるように叩いた。

「焦るなよ、あれは──違うぜ。探してるモノとは違う」

　脱ぎ散らした服を身につけたウィルガイストは、緋色の瞳をさらに暗く見せる表情で乱れたベッドを眺めた。

　おおよそ、ユーフェリナの知るウィルガイストなら、そんな暗く沈んだ声と表情を作ることはないだろう。

　そのとき、浴室の中からユーフェリナのくぐもった声が、ウィルガイストを滅ぼす予告をした。彼はそれを聞いて自嘲気味に笑う。

「──期待してるぜ、『魔女の目』よ」

　一言だけをその場に残すと、何かを振り切るように身を翻し、ウィルガイストは彼女の部屋を後にした。


３巻に続く
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